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序

築館町には、旧石器時代から近世に至るまでの遺跡が54箇所確認されております。

わたくしたちの祖先が残してくれた、文化遺産を後世に伝えていくことが、現在、生

活を営んでいる我々に課せられた大きな使命であります。

鰻沢遺跡は、昭和49年の春に開田工事を行った際発見されました。当時としては、

県北地方において縄文時代中期の集落跡の発見例はほとんどなく、大変貴重であると

いうことから、土地所有者の埋蔵文化財に対する理解により、竪丈住居跡 1軒のみ発

掘調査し、その他の遺構については水田の区画を一部変更し、土盛りを行い保護する

ことになりました。

本書は、鰻沢遺跡内に介在する町道木戸 2号線の改良工事に伴う発掘調査の成果を

収録しております。調査の結果、縄文時代と奈良～平安時代の集落跡が発見され、当

時の人々の生活の一部を知ることのできる貴重な資料を得ることが出来ました。

最後になりましたが、発掘調査から本書の発行まで御協力を賜りました関係機関各

位には、心から感謝申し上げます。

平成17年 2月

築館町教育委員会

教育長 久 我 竹 五 郎
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口

1。 本書は築館町が計画 したふるさと農道緊急整備事業に係る町道木戸 2号線整備事業に先立って平

成14年度に実施 した発掘調査報告書である。

2.調査は築館町教育委員会が主体となり、宮城県教育庁文化財保護課が協力 した。

3。 測量にあたっては、調査区西南端に設けた第X系国家座標X=-140848、 Y=18736を 原点とした 3

mグ リッドを設定 して行った。

4。 本書における土色の記述には、「新版標準土色帳」 (小山・竹原 :1996)を 用いた。

5。 本書における第 1図は国土地理院発行の1/25,000の 地形図を複写して使用した。

6。 本書における第 2図、第66図は築館町都市計画図1/2,500の地形図をもとに作成 した。

7。 本書の作成に当たっては、調査員全員の協議の後、土器などの実測は千葉直樹、三浦 実、執筆

は第一章 三浦 実、第二章 千葉長彦、第二章、第四章～六章を千葉直樹が行い、千葉直樹が編

集した。

8.遺構番号は通し番号で各遺構に付した。報告書の作成に際して、発掘調査時に登録した遺構番号

に欠番が出たが、原図の番号をそのまま本書に使用した。

9.遺構の種別については次の略号を使用して区別した。

竪穴住居跡 (SI)、 掘立柱建物跡 (SB)、 土羨 (SK)、 溝跡 (SD)、 井戸跡 (SE)、 炉跡・焼面 (S

X)、  /Jヽ穴 (Pit)

10。 平面図の柱穴の数字は底面の標高を表す。

11.坂戸遺跡の調査成果については、迫町教育委員会のご厚意により掲載させていただいた。報告書

は平成16年度刊行予定である。

12.発掘調査及び整理・報告書の作成に際して以下の方々と関係機関から指導・助言を賜った。 (五

十音順・敬称略)

小野寺祥一郎、菅野智則、坂本真弓、佐藤信行、東北歴史博物館、迫町教育委員会、福島県文化

財センター白河館、古川市教育委員会、宮城県多賀城跡調査研究所



調 査 要 項

遺 跡 名 :鰻沢遺跡 (宮城県遺跡地名表記載番号41o18、 遺跡記号 :DP)

所 在 地 :宮城県栗原郡築館町字萩沢木戸

調査原因 :ふ るさと農道緊急整備事業に係る町道木戸 2号線改良工事

調査主体 :築館町教育委員会

調査協力 :宮城県教育庁文化財保護課

調査期間 :確認調査 平成12年 12月 1日 ～12月 18日

平成13年 10月 9日 ～10月 10日 、2月 9日

事前調査 平成14年 6月 10日 ～11月 5日

調査対象面積 :約4700だ

調査面積  :約 1350∬

調 査 員 :

[確認調査](平成12年度)千葉長彦 (築館町教育委員会)

(平成13年度)千葉長彦 (粂館町教育委員会)

天野順陽、千葉直樹 (宮城県教育庁文化財保護課)

[事前調査]千葉長彦、中鉢琢也、芳賀雅子 (築館町教育委員会)

真山 悟、後藤秀一、佐久間光平、天野順陽、自崎恵介、千葉直樹

(宮城県教育庁文化財保護課)



第 一 章 は じ め に

I 遺跡 の位置 と環境

鰻沢遺跡は、栗原郡築館町字萩沢木戸地内に所在し、縄文

時代中期から後期、奈良、平安時代の遺跡として周知されて

いる (第 1図 )。

栗原郡には奥羽山脈から東に派生する陸前丘陵の一部であ

る築館丘陵が発達している。築館丘陵は、築館町内を東流す

る迫川やその支流によって開析され、いくつかの小丘陵に分

岐し樹枝状の地形を形成している。これらの丘陵の一つに東

西に細長く延びる独立丘陵があり、その丘陵上に本遺跡は立

地している。町の中心部からは、東に約2.5kmの位置にあたる。 第 1図 遺跡の位置

遺跡の立地する丘陵は東西約 1.2km、 南北約250mで東西に長 く、高いところで標高25～ 30mあ り、東

に向かって緩やかに傾斜 して低 くなる。遺跡は、丘陵中央部の平坦面に位置 しており、丘陵西部から

本遺跡付近までは比較的平坦な地形であるが、本遺跡束端部からは東に向かって緩やかに傾斜 して低

くなる。丘陵の南北は本遺跡付近で一旦約100mの 幅に狭まる (第 3図 )。

Ⅱ 鰻 沢 遺 跡 周 辺 の遺 跡 につ い て

築館町には現在53ヶ 所の遺跡が確認 されている。ここでは、本遺跡周辺の主な遺跡について説明す

る。築館町の東に位置する伊豆沼・内沼の周辺には、本遺跡の他に町外の遺跡 も含め、築館町嘉倉貝

塚 (佐藤・三好 :2003、 天野 :2003)、 木戸遺跡 (森 :1980)、 佐内屋敷遺跡 (森 :1983)、 照越台遺跡、

玉荻台遺跡、砂子崎貝塚、横須賀貝塚、浄土遺跡、若柳町敷味貝塚 (伊藤 :1965)、 迫町倉崎貝塚 (阿

部 :1990)、 唐木崎貝塚 (阿部 :1990)、 糠塚貝塚、志波姫町宇南遺跡 (斉藤 :1979)な どの縄文前期

から晩期の多くの集落跡や貝塚が分布 している (第 2図 )。 これらは北上川下流域に分布する内陸淡水

産貝塚群の北部にあたり、標高20～ 30mの緩やかな丘陵や段丘上に立地 している。

嘉倉貝塚は、縄文時代前期後葉～晩期、弥生時代前期および古代の遺跡で、本遺跡の東約1,7にmに位

置 し、本遺跡よりも一段下がった丘陵上に立地 している。平成11～ 12年に宮城県孜育委員会、平成 13

～14年に築館町教育委員会がそれぞれ調査を行った。その結果、竪穴住居跡が100軒以上、掘立柱建物

跡、土娠墓等が検出されている。主な時期は大木 5～ 7a式期で、特に大木 6～ 7a式期には広場を中

心とした環状集落の形態を呈 している。古代の遺構では 8世紀後半から9世紀前半頃と考えられる竪

穴住居跡14軒が検出されている。

木戸遺跡は、縄文時代中期および古代の遺跡で、本遺跡と同じ丘陵上に立地 し、西に隣接する。昭和

51～ 52年にかけて宮城県教育委員会によって調査が行われ、竪穴住居跡 3軒、竪穴遺構 5基、焼土遺構

1基、土療 2基が検出されている。このうち、竪床住居跡 1軒が大木 8b式期のものである。また、 8



世紀と考えられる竪穴住居跡が 1軒検出されている。

佐内屋敷遺跡は、縄文時代中期および古代の遺跡で、本遺跡がある丘陵と谷を挟んで南側の丘陵上

に立地 している。昭和52年に宮城県教育委員会によって調査が行われ、竪穴住居跡38軒の他、土羨、合

口甕棺、鍛冶遺構が検出されている。このうち竪穴住居跡 2軒が大木 8b式期のものである。残 り36軒

の竪穴住居跡は 8世紀と9世紀中葉以降のものである。

本遺跡の東隣には中・近世の城館である萩沢城跡がある (栗原淋教育會 :1918、 紫桃 :1973)。 東西

80m、 南北100mの 平山城形式で、南は崖に面 し、北には空濠が巡っていたと考えられている。

また、北約 3 kmの 丘陵上には、7～ 8世紀の集落跡である志波姫町御駒堂遺跡、山の上遺跡があり、

さらに北 2 kmに は、平成15年に国史跡に指定 された古代城柵の伊治城跡がある。

遺跡 名 立 地 時代 遺跡名 立 地 日寺代 遺跡名 工立 時代

1 麓 1縄文 中、古代 、中世 11 照越城跡 丘陵 中世 宇南遺跡 段丘 健文前 晩、弥生～近世

2 べ戸遺跡 ff陵 1縄文中、古代 12 照繊台潰VT 丘陵斜面 縄文中～晩、古墳、古代 熊谷遺跡 段 丘 縄文、古代

3 萩沢城跡 丘 陵 13 玉荻台遺跡 F「 陵 更中～晩、古代 城内古壊 自然堤防 古墳後

4 木戸平沢遺跡 丘陵麓 電文 14 嘉倉貝塚 丘 陵 更前 ～晩 、弥生 古代 浦山館跡 陵 中 世

5 佐内屋敷遺跡 丘陵 1縄文中、弥生、奈良、平安 15 嘉倉館 丘 陵 中世 米ケ浦遺跡 丘陵斜面 文晩

6 小倉館 丘陵 16 砂子崎遺跡 丘陵斜面 縄文晩 敷味 貝塚 丘陵 且文後～晩

7 票田遺跡 丘陵 1縄文中、古代 17 横須賀貝塚 丘陵麓 縄文晩、弥生 原貝塚 丘陵 電文晩

8 原光過 7vT ff陵 雪f竜 18 浄上遺跡 1胡 ヤ召岸 縄文中 晩、弥生 平館跡 丘陵 中世、近世

9 下萩沢遺跡 丘陵 丁十( 1 山 ノ上遺跡 段丘 縄文、古代 浄土遺跡 (迫 町 ) LL陵 電文中・晩、弥生 、古代

I 高田山遺跡 丘陵 1縄文 、古代 御駒
=遺

跡 縄文 弥生、古墳～近世 1釈 砂崎遺跡 (迫 町 ) 沖積平野 電文中～晩、平安

第 2図 遺跡の位置と周辺の地形



第 二 章 調査に至る経緯 と調査の方法

I。 調査に至る経緯

鰻沢遺跡は、昭和49年春の開田工事の際に多くの遺物が出上 したことで発見された遺跡である。こ

の際、古川工業高等学校に在職 していた二宅宗議氏らと宮城県教育庁文化財保護課が発掘調査を実施

し、竪穴住居跡 9軒を発見した。発見した住居跡は土盛 りして保存することで地権者から了承が得 ら

れたため、同年 5月 3日 ～16日 の期間でこのうち 1軒を精査 した。調査の結果、遺跡は縄文時代中期

末の集落跡で、発見された住居跡は複式炉を有する住居跡であることが確認された (宮城県教育委員

会 :1975)。

平成10年にふるさと農道緊急整備事業が示 され、平成12年 に、鰻沢遺跡の範囲内を通る町道木戸 2

号線の整備事業が計画 された。これを受けて、築館町役場建設課、築館町教育委員会と宮城県教育庁

文化財保護課が対応について協議を行い、計画路線内における遺構の有無や遺跡の広がりを把握する

ための確認調査を行うことになった。

平成12年12月 、本遺跡の東に位置する工事区間の終点区域の平坦部に任意の トレンチを設定 し、重

機により表土を除去後、遺構確認調査を行った。調査の結果、遺構等は確認されなかった。平成13年

2月 、本遺跡の西側に位置する木戸遺跡との間の工事区間について、町道部分を重機によリアスファ

ル ト及び砕石を除去 した後、道路拡幅部分に関して遺構確認調査を行った。調査の結果、遺構等は確

認されなかった。平成13年 10月 、昭和49年に調査 された周辺の道路拡幅部分に トレンチを設定 し、宮

城県教育庁文化財保護課の協力を得て、遺構確認調査を行った。調査の結果、古代の竪穴住居跡 4軒、

清跡 5条、土羨、柱穴等が確認され、道路敷設予定地内での遺跡の範囲は、遺構が集中する浄 -140854、

卜 18736付近からX=-140791、 卜 18916(第 X系国家座標)のおよそ250m区間であると推定された。

以上の調査成果を基に再度建設課と協議を行った結果、遺構が確認 された区間に関しては、事前調

査を実施することになった。

Ⅱ.調査 の方 法 と経 過

調査は、平成14年 6月 10日 ～11月 5日 に実施 した。平成14年 6月 10日 から、この範囲について重機

により表上を除去 し、地山面で遺構確認を行った。調査区は遺跡の南の民家に続 く幅約 7mの生活道

路部分から西を西区、東を東区として設定 した (第 3、 4図 )。 この生活道路部分については、長期に

分断することや迂回道路を設けることが難 しいことから、道路工事時に確認調査を行うこととした。

調査区は、東西に延びる丘陵の平坦部にあり、調査前は現道部分と水田、畑、休耕地になっていた。西

区のある部分は、本来は南から北に向かって緩やかに傾斜 して低 くなる地形であったと考えられるが、

削平によって調査区南側に広がる水田面より大きく下がっている。東区のある部分は調査区西側から

東側に向かって緩やかに傾斜 して低 くなっている。

表土を除去 し、遺構確認を行った結果、西区では竪穴住居跡、清跡、土羨など多数の遺構が検出さ
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れたが、東区では清跡 4条が検出されたのみで、遺構密度が希薄になる状況が確認された。また、西区

は鰻沢遺跡 (縄文・古代)が主体であり、東区は萩沢城跡 (中・近世)に関わる遺構が主体であるこ

とがわかった。

精査に際 しては、調査区西端に任意の基準点を設け、これを原点として南北軸を座標北にあわせて

組んだ直角座標をもとに、 3m単位のグリッドを設定 した。調査原点の国家座標は、第X系国家座標X

=-140848、 Y=18736である。その後、調査の状況に応 じて、西区については20分の 1平面図・断面

図を作成 し、遺構の希薄な束区については、50分 の 1平面図・断面図を作成 した。また、35mmカ ラー

スライ ド・白黒及び60mmの カラー・白黒写真による記録も合わせて行った。

西区及び東区の調査は平成14年 10月 18日 に終了し、生活道路部分については11月 5日 の道路工事の

除に遺構確認を行った。その結果、西区で検出した上羨と溝跡の延長を検出したため、100分の 1平面

図に記録 し、調査を終了した。

第 三 章 基 本 層 序

表上下は薄い漸移層をはさんで、すぐ地山面になっており、西区中央付近では、地表から遺構確認面

である地山面まで20cm程度である。東区は地表面から遺構確認面である地山面まで約60cmで ある。調

査区を設定 した丘陵部の基本層序は以下の通 りである。

第 二層 調査区全体を覆 う表上である。

第Ⅱ層 Ⅱ層から皿層への漸移層で、暗褐色シル トである。

第Ⅲ層 地山である。削平により、残存状況が異なるが、次の 3層に大別される。

Ⅲa層 黄褐色 (10YR5/4)粘 土層

Ⅲb層 褐色 (10YR4/6)砂 層で、砂礫を合む。

Ⅲc層 白色 (10YR8/2)粘 土層

遺構確認面は基本的にⅢa層である。削平のため、全体的に遺構の残存状況は悪く、竪穴住居跡は炉

跡と主柱穴のみが残存 しているものも認められた。また、調査の結果確認 した遺構の堆積上には次の

ようなものがあり、本来はこれらの堆積土が基本層序にあったものと推定される。

縄文時代の住居跡、土羨、柱穴 :黒色土、暗い黒褐色土

古代の住居跡、溝跡 :暗褐色上、灰白色火山灰。

中世以降、時期不明の建物跡の柱穴、溝跡 :明 るい暗褐色上、明るい黒褐色土、にぶい黄褐色土



第 四 章 発見した遺構と遺物

今回の調査では、縄文時代中期末から中近世まで各時代の遺構・遺物が確認 された。遺構確認面は基

本層序の第Ⅲ層 (地山面)である。発見された遺構は、竪穴住居跡12軒以上 (縄文 8以上、古代 4)、

掘立柱建物跡多数 (縄文14以上、中世以降多数 )、 炉跡 3基 (縄文 )、 土羨38基 (縄文25、 古代 3、 中

世以降・時期不明10)、 清跡13条 (古代 4、 中世以降 9)、 井戸跡 2基 (中世以降)等である (第 4～

9図 )。 遺物は縄文土器を中心に石器、土偶、土製品、土師器、須恵器、近世陶器などが出土している。

以下では、これらの遺構と遺物を I 縄文時代、Ⅱ 古代、Ⅲ 中世以降に分けて記述する。

I縄 文 時 代

竪穴住居跡 8軒以上、掘立柱建物跡14棟以上、土疲25基などを発見した。

1 竪穴住居跡

8軒以上確認した。壁を確認できた住居跡はS110住居跡だけで、その他は削平のために、炉跡と主

柱穴、壁柱穴と考えられるピットのみ確認できた。主柱穴は、炉跡を基準とした時の位置、柱の掘方の

大きさ、堆積土の特徴、底面の標高値をもとに認識した。S1147住居跡では、壁柱穴を特定できなかっ

たが、土器埋設炉、主柱穴、焼土ブロックの広がりが確認されたことから、住居跡とした。

IS110住居跡】 (第 10図 )

[位置]N27・ E34で確認した。住居跡の約3/4が残存し、北側では住居跡の壁、床、周溝の大半が削

平されている。また、南側の一部が水道管の設置によって攪乱を受けている。

[重複]SK104、 SK135、 SK145土羨、SB94建物跡、S111住居跡と重複する。SK104、 SK135、 SK145

土羨より新しく、SB94建物跡、S111住居跡より古い。本住居跡は 1度建て替えられている。古いもの

から、S110A、 S110Bと する。

(S110A)

[規模・平面形]周溝と壁柱穴から推定すると長径5.2m、 短径4.9mの不整円形とみられる。

[堆積土・壁]検出されなかった。

[床面]地山を床面とし、S110Bと 共通すると考えられる。

[主柱穴]4個検出し、そのうち 3ヶ 所で柱痕跡を確認 した。柱間寸法は、北西主柱穴―北東主柱穴

で3.7m、 北西主柱穴―南西主柱穴で2.2mで ある。柱穴の平面形は、長径48～ 58cm、 短径40～ 46cmの楕円

形で、深 さが67～ 80cm、 堆積土は地山粒を含む暗褐色シル トである。柱痕跡は直径30～ 34cmの 円形で、

堆積土は地山粒、炭化物を合む黒褐色シル トである。

[周溝]住居跡西側および東側で幅14～ 18cnl、 深 さ14～ 30cmの周溝を検出した。北西は削平され、北

束はS111住居跡によって壊されている。また、南側の大部分はS110Bの周溝に壊 されている。
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北束主柱穴

(E‐ EI)

哩設上器内堆積土 焼土粒、炭化物、木炭、骨片 を少量含む (自 然堆積 )

土器内堆積土 土ブロ ック、炭化物、骨片 を含む。木炭を多く含む

[壁柱穴]3個検出し、そのうち 2ヶ 所で柱痕跡を確認 した。柱穴の平面形は直径28～ 32cmの 円形で、

深さが28～ 35cmで ある。柱痕跡の平面形は14～ 17cmの 円形である。

[炉]検出されていない。柱穴の配置や住居跡の規模から、S110Bと 同位置にあったと考えられる。

[出土遺物]主柱穴と壁柱丈から、土器が出上 している (第 14図 8～ 10)。

(S110B)

[規模・平面形]周溝と壁柱穴から推定すると長径5.8m、 短径5.5mの不整円形とみられる。

[堆積土]3層 に分かれる。住居跡廃絶後、土器を多く合む黒褐色シル ト (la、 lb層 )で人為的に

埋め戻 されている。

[壁 ]残 りの良い南側で、床面から検出面ま

での高さは29cmである。

[床面]地山を床面としている。

[床面の焼面]炉跡の延長線上の住居跡南側

で小 さい焼面を検出した。

[主柱穴]4個検出し、そのうち 3ヶ 所で柱

痕跡 を、 lヶ 所で柱の抜 き取 り穴 を確認 し

た。主柱はS110Aと 同様に 4本 と考えられる

が、 6本の可能性 もある。柱間寸法は、北西

主柱穴―北東主柱穴で4.3m、 北西主柱穴―南

西主柱穴で2.lmで ある。柱穴の平面形は長

径48～ 52cm、 短径40～ 42cmの楕円形で、深 さ

が28～ 42cm、 堆積土は地山粒、砂礫を含む黒

褐色シル トである。柱痕跡は18～ 28cmの 円

形で、堆積土は炭化物を多く合む黒褐色シル

トである。
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[周溝]住居跡をほぼ全周する幅16～ 30cm、 深 さ13～ 45cmの周溝を検出した。北西は削平 され、北東

はS111住居跡によって壊 されている。

[壁柱穴]1個検出し、柱痕跡を確認 した。柱穴の平面形は、直径36cmの 円形で、深 さが24cmである。

柱痕跡の平面形は16～ 18cmの 円形である。

[炉]土器埋設掘 り込み部および掘 り込み部の 2部構成による複式炉である (第 11図 )(註 )。 土器埋

設掘 り込み部が住居跡の中心からやや北側に位置 し、掘 り込み部が住居跡の南壁近 くまでのびる。石

組に使われた石、またはそれを抜 き取った痕跡は認められない。堆積土は 5層認められ、白色粘土層

を底面としている。残存する大きさは長軸が約1.9m、 短軸が約1.lmである。

〈土器埋設掘 り込み部〉直径96cm、 深 さ28cmの 円形で、断面形は皿状を呈する。底面直上に炭、灰、

焼土粒を合む層があり、炉機能時の堆積土と考えられる。中央部にはあまり焼けた痕跡がなく、その

周囲に強い加熱を受けて赤変、硬化 した面が認められる。埋設土器は斜位に据えられ、国縁部が炉の

中央に向けられている。埋設土器の掘方は土器とほぼ同じ大きさで、胴下部が炉壁から奥に入る。埋

設土器を据えた後、粘上で土器片を貼 り付けて埋設土器を覆っており、土器の内面、粘土、貼 り付け

られた土器片は著しい加熱を受けている。埋設土器に貼 り付けられた土器片は 4個体分 (第 15図 )で

あった。

〈掘 り込み部〉長径110cm以上、短径112cmの 楕円形で、南端は柱の抜き取 り穴によって壊 されている。

壁付近から中央に向かって緩やかに傾斜 している。底面直上に炭、灰、焼土粒を含む層があり、炉機能

時の堆積土 と考えられる。掘 り込み部の東側、南側、西側底面は強い加熱を受けて赤変、硬化 し、中

央部と北側底面には焼け跡はほとんどみられない。西側壁面に自色粘土が貼ってあり、この部分には

熱を受けた痕跡が顕著に見られる。

[そ の他の施設]炉の南壁近くに柱の抜 き取 り穴があり、その底面には柱痕跡が認められた。この柱痕

跡は住居跡に伴うものと考えられるが、性格は不明である。

[出土遺物]縄文土器 (第 12～ 15図 )、 袖珍土器 (第 51図 4)、 耳飾 り (第 51図 9、 11)、 斧状土製品

(第 52図 5)、 円盤状土製品 (第 53図 1～ 4)、 石器 (第 54図 2、 3、 6、 7、 16、 17、 23、 30、 第55

図 2、 5、 8、 9、 第56図 1～ 3、 5、 6)な どが出土 している。第15図 3は炉の埋設土器である。深

鉢で、日縁部を一部欠き、4/5が残存 していた。同図 1、 2、 4、 5は炉埋設土器の外側に粘上で貼り

付けられていた土器である。すべて深鉢で、 1は回縁部と底部の小破片、 2は底部から胴下部の1/2、

4は底部と胴部の小破片、 5は 1/3が残存 していた。第14図 13の深鉢は住居跡中央部の lb層 と床面直

上から出土 しており、住居廃絶時の遺物 と考えられる。

註)こ こでは、施設が複数あるという広義の「複式炉」として語旬を用いている。

〔S1106住居跡】(第 16図 )

[位置]N35。 E58で確認した。残存状況が悪く、炉、主柱穴、壁柱穴のみを確認した。

[重複]S1108住居跡、SB121B建物跡と重複するが、新旧関係は不明である。

16
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層  付 器  形 特   徴 時  期 写真図 llI

1 la層 深  鉢 ヨ縁日
`:波

状縁 、渦巻文

2 la層 深  鉢 河部 :館状降線 後期初頭

3 la層 深  鉢 口縁部 :平緑 汁線支 中期 末 10-6

層 深  鉢 口縁部 :平縁、沈線文 胴部 :縄文 中期末

5 la'詈 深  鉢 ヨ縁部 :平縁 、沈線文 中期木 l19

la′曽 深  鉢 ヨ縁部 :平縁 沈線文 胴部 :縄文 (RL) 中期末

7 la)曽 深  鉢 コ縁部 :平縁 絹 支 中期末

8 層 深  鉢 コ縁部 :平縁 中期末

9 浜  鉢 桐部 :沈線文、縄文 中期末

lt積上 深 鉢 桐部 :渡状織 、沈線 文、縄 文 (LR) 中期末 ∈7

11 深  鉢 画緑部 :湾状綴 胴部 :渦巻支 後期初 頭 ～前葉

深  鉢 口縁銘 :栢酪盲尉の空H・L 沼碁支 ll1 1

13 層 深  鉢 口縁部 :波状縁 、買通孔 、東ほ突 による円文 胴罰
':10J宇

状ヌ 中期末

14 口綴 部 :竹管状工具 による円形刺突列 、円文 、縄文 中期末 101

15 層 深  鉢 口綴部 :消状綴 、竹答状工具 による橘 円形刺突列 胴ヨ
`:縄

文 (RL) 中期末

6 層 深  鉢 回縁部 :山 形突起 胴部 :横位沈線文、縄文 中期末

1 ,冥  休 口縁部 山形突起 中期末 l117

b)髯 深 鉢 口縁部 :平縁 、隆沈線文 、縄 文 中期末

層 深  鉢 口縁部 :平綴 降渋線支 、縄 支 (LR) 中 期

層 深  鉢 口縁部 :平縁、「OJ字状文、磨消縄文 (則沢 )
中 期

層 深  鉢 胴部 :1丁 1字状文、磨消絶文 (RLRチ 中期末

lb層 鉢 ヨ縁部 i平縁  1同部 :波濤文 、充填縄 文 (則訳 ) 中期木 ←23

lb層 深  算 冊溺 :降 渉線支 絹 支 (駅 ) 中期末

第12図  Sl1 0住居跡la層 、lb層 出土土器
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考

層  付 器 形 特   徴 時  期 写 真 図版
lb層 深  鉢 阿卸

`:況
稼更 ()F違 桁 IS」 子状文か)、 充填縄文 (駅 ) 中期末 0-25

lb層 深  鉢 阿ゆ :抗線更 (非 運緒 18J字状文か )、 縄支 (LRL) 中期末
3 lb層 深  鉢 辞

`:隆
沈線文、縄文 (LR) 中期末 10-27

4 lb層 深 鉢 ・l部 :沈線文 、充填縄文 (RL) 中期末 10-28
lb層 深  鉢 ヨ縁部 :波状縁、縄文 中期末

6 lb層 深  鉢 国縁凱
':版

林縁  胴罰
`1沈

線文、縄 文 中期末
7 lb層 深  鉢 回縁罰

`:半
稼  胴部 :横位沈線文、縄 jL

中期木
8 b層 深  鉢 回稼部 :波状縁 、沈線 文 中期末 2
9 b層 深  鉢 口縁部 :平縁 胴部 :沈線文 中期束

b'曽 深  鉢 口縁剖
`:サ

縁、沈禄文 中期末
深  鉢 ヨ縁司

`:波
状縁 、隆沈線文 中期木

深  鉢 コ縁部 :半縁 中期末
層 深  鉢 コ縁部 :平緑 7

4 層 深  鉢 J縁 部 :子縁 、熙文帝  B IIl罰

`:縄
文 (RLR)

層 深  鉢 コ縁罰
`:半

縁 4・ 部 :縄文 (則LR)

深  鉢 1刺 罰
`:縄

文 (RL)
17 層 深  鉢 TIl部 :縄文 (RLR)

層 深  鉢 側部 :縄又 (RL) 35
lbナ蓮子 深  /tX l・ 罰

`:縄
文 (RL) 13-3

lb層 深  鉢 l al罰

`:縄
文 (RLR) 13-2

屠 深  鉢 口縁部 波状縁 胴部 :沈線文、縄文 中期末 11-10
2,暮 深  鉢 回縁部 :平縁 Л同部 :隆沈線文、縄文 (RL) 中期末
2,曽 深  鉢 H司 剖

':空
沈線 文、縄文 (LR) 中期末

2層 深 鉢 lH罰
`:隆

沈線文 、縄文 中期末 17

第13図 S110住居跡lb層出土土器
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層 位 器  形 特   徴 時  期 写真図版

1 2 層 深  鉢 胴部 :隆沈線文、縄文 (RL) 中期木

2 2層 注  口 胴部 :沈線文 中期末 1-

3 2層 深 鉢 桐部 1降沈線文 、縄 文 中期木 1- 6

4 2層 深  鉢 胴部 :隆沈線文 、縄文 (RLR) 中期末

5 2層 深  鉢 桐部 :隆沈線文、充壊縄文 (RLl 中期末

6 2層 深  鉢 月Π部 :沈線文、縄文 中期末 ■5

7 2 層 深  鉢 胴部 :隆沈線文、充填縄文 (RL) 中期末 14

8 S110A南 西主柱穴 深  鉢 口縁部 :波状縁 沈線文、縄文 中期木

9 SIn卜 北西主柱穴 深 鉢 口縁部 :平縁 胴部 :隆沈線文、縄文 (駅) 中期末

SIЮた 壁柱穴 深 鉢 口縁部 :平縁 胴部 :隆沈線文 中期末

周 溝 深  鉢 I同 部 :沈線文、縄 文 (RLR) 中期末

S110B‐ 床 面 深  鉢 阿部 :隆沈線文 、縄文 中期末

Sl10B床 面直上 ,lb層 深  鉢 口縁部 :平縁 胴部 :「UJ字状文、充填縄文 (LR)、 縄文 (LR)上器 Po〕 中期末

S110B炉 土器埋設掘 り込み部3層 深 鉢 口縁部 :平縁、連続刻 目文 中期末

S110B炉 土器埋設掘 り込み部3層 深 鉢 胴部 :沈線文、縄文 中期末

S110B炉 2層 深 鉢 口縁部 :平縁、隆沈線文、縄文 (RL) 中期末

17 S110B炉 掘 り込み部4層 深  鉢 1同 部 :降沈綬文 、充填縄文 中期末

s1loB‐ 炉掘 り込み部4層 鉢 コ縁部 :平縁、変形「S 字状文、充填縄文 (LRL) 中期末

第14図 S110住居跡ib層 、2層 、床面、柱穴、炉出土土器
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Nr 遺構 層位 器  形 特   徴 時  期 写真図版

1 S110B炉 埋設土器貼付 深 外 口縁部 :波状縁、非連結「S」 字状文、充壊縄文 (RL) 中期末
2 S110B‐ 炉埋設土器鮒付 深 鉢 lΠ部 :縄文 (RLR) 中期木
3 凱10B炉跡理設十器 深 鉢 口縁部 :平縁 胴部 :非連結「S 字状文、充壊縄文 (RL) 中期末 12

4 S110B‐ 炉埋設土器貼付 深  鉢 胴部 :睦沈線文、充填縄文 中期 末

5 S110B炉 埋設上器貼 lNl 深  鉢 口縁部 :平縁、横位隆線文 胴部 :縄文 駅 中期 末

第15図  S110住居跡炉埋設土器
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[規模 。平面形]壁柱穴から推定すると直径約5,Omの不整円形 とみられる。また、柱間寸法は、南西

主柱穴一南東主柱穴で2.3mで ある。

[堆積土・壁]検出されなかった。

[主柱穴]2個検出し、そのうち lヶ 所で柱痕跡を確認 した。柱の配置から主柱は 4本と推定される。

柱穴の平面形は直径40cmの 円形で、残存する深さが47～ 49cm、 堆積土は黒褐色シル トである。柱痕跡

は直径12cmの 円形で、堆積土は焼土を多く合む黒褐色シル トである。

[壁柱穴]4個検出し、そのうち 2ヶ 所で柱痕跡を確認 した。平面形は直径22～ 34cmの 円形で、深 さ

が20～ 33cm、 堆積土は黒褐色または暗褐色シル トである。柱痕跡の平面形は直径12cmの 円形である。

[炉 ]土器埋設掘 り込み部および掘 り込み部の 2部構成による複式炉である。

(土器埋設掘 り込み部〉直径48cm、 深 さ7 cmの 円形で、断面形は皿状を呈する。埋設土器は斜位に据

えられている。掘方は埋設土器とほぼ同じで、土器の周囲は強い加熱を受けて赤変、硬化 している。

〈掘 り込み部〉長径100cm、 短径80cmの 楕円形で、底面から緩やかに立ち上がる。底面直上に炭、灰、焼

土粒を合む層があり、炉機能時の堆積土と考えられる。掘 り込み部底面に直径約34cmの赤変、硬化 し

た面がある。

[出土遺物]炉に埋設 された土器は深鉢で、約3/5が残存 している (第 17図 1)。

IS1108住 居跡】 (第 16図 )

[位置]N35。 E56で確認 した。残存状況が悪く、炉、主柱穴、壁柱穴のみを確認 した。

[重複]S1106、 S112住居跡、M109炉跡と重複する。S112住居跡より古い。S1106住 居跡、SX109炉跡

との新旧関係は不明である。

[規模・平面形]壁柱穴から推定すると直径5。2mの不整円形 とみられる。また、柱間寸法は南西主柱

穴―南東主柱穴で2.Omである。

[堆積土・壁]検出されなかった。

[主柱穴]3個検出 し、そのうち 2ヶ 所で柱痕跡を、 lヶ 所で柱の抜き取 り穴を確認 した。柱の配置

から主柱は 4本 と推定 される。柱穴は長径50cm、 短径40cmの 楕円形で、残存する深さが20～ 47cm、 堆

積土は黒褐色シル トである。柱痕跡の平面形は直径14～ 16cmの 円形で、堆積土は黒褐色シル トであ

る。

[壁柱穴]4個検出し、そのうち lヶ 所で柱痕跡を確認 した。平面形は、長径24～ 50cm、 短径18～ 34

cmの楕円形で、深 さが 8～ 35cm、 堆積土は黒褐色ンル トである。柱痕跡の平面形は直径16cmの 円形で

ある。

[炉]土器埋設掘 り込み部および掘 り込み部の 2部構成による複式炉である。

〈土器埋設掘 り込み部〉長径56cm、 短径40cm、 深 さ12cmの 円形で、断面形は皿状を呈する。埋設土器

は斜位に据えられている。掘方は埋設土器とほぼ同じで、土器の周囲は強い加熱を受けている。

(掘 り込み部〉大部分をSK107土壊に壊 され、赤変し硬化 した面が一部残存 している。

[出土遺物]炉に埋設 された土器は深鉢で、約3/5が残存 している (第 17図 3)。
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No 遺 構 種 類 土  色 土 性 備 考

S1106炉 跡

lAA')

lll■R3/3 シル ト 地山プロック、焼上を多量に合む (人為堆種 )

2 埋設土器内堆積土 黒褐色  10W宅/3 ングレト 地山プロック、焼上を少量含む  (自 然雄積 )

IIB) 的(1こ 共通

l 鋭108炉跡
(GC')

SK107土療堆橋十 黒褐色  lllYR2/2 ンルト 地山ブロック、焼上、炭化物 を少量含む (人為堆積 )

2 炉堆積土 暗褐色  lllVR3/3 ンル ト 地山プロック、焼土 を少量含む (自 然堆積 )

(Dつ
.)

BB に共通

]
SX109炉跡
(EE')

にぶい黄褐色 10YR4/3 シルト 焼土を少量合む (自 然堆積 )
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第16図  S1106、 108住居跡、S� 09炉跡 平面図・断面図 (1/50)
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遺構 層位 器 形 特   徴 時  期 写真図版

1 S1106炉埋設土器 深 鉢 Π部 :「 C」 字縄文、磨消縄文 (駅 ) 中期木 14‐ 3

2 SX109理 設 土器 深  鉢 同音卜:ク ランク】大文、磨,肖縄文 (LR) 中期末 141,28‐21

3 S1108炉埋設土器 深  鉢 1同 音卜: クランク】犬文 、 磨消縄文 (RLR) 中期 末

4 SK107堆 植土 深  鉢 ヨ縁部 波状縁 、破線 文、縄 支 (RL) 後期初頭

5 SK107堆 横土 深  鉢 ヨ縁 部 :波状縁 、 ftl状隆線文 碇状文、磨消縄文 (LR) 陵期 初 IIn

6 SK107堆 積土 深 鉢 ヨ縁部 :波状縁、沈線文、縄文 (LR) 後期初頭

第17図 S1106、 S1108住居跡炉、SX109炉跡、SK107土境出土土器
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睫 遺 構 種 類 土  色 土 性 備 考

1 主柱丈 仏 r) 砦褐色  1噸 /3 シルト 災化物 を多 く合む (人為堆積 )

1

主器埋設炉 0お ')

上器 1 !種上 3色  lllN/3 シル ト

2 土 褐色  ll142/3 ングレト

3 上 1暗褐色   lCIYR3/3 シルト 地山砂 を客量 に含む

第18図  S1147住居跡 平面図・断面図 (1/50)

【S1147住居跡】 (第 18図 )

[位置]S110住居跡の南西、N24・ E29で確認した。残存状況が悪く、炉と主柱穴のみを確認した。

[重複]SB94建物跡と重複し、これより古い。

[規模 。平面形]柱間寸法は、3.3m等 間である。

[主柱穴]3個検出し、そのうち 2-ヶ 所で柱痕跡を確認した。柱の配置から主柱は4本と推定される.。

柱穴は長径60～ 80cm、 短径50～ 66cmの楕円形で、残存する深さは24～ 32cm、 堆積土は地山ブロックを

含む黒褐色シル トである。柱痕跡の平面形は直径26cmの円形で、堆積土は黒褐色シル トである。

[炉]深鉢を正位に据えた土器埋設炉である。焼面は削平によって失われ、埋設上器と掘方のみ残存 し

ている。掘方の平面形は直径32cm、 深さ20cmの 円形で、埋土は地山砂を含む黒褐 。暗褐色のシル トで

ある。埋設土器の北約 lmの ところに径1.4m程の焼土ブロックの広がりがみられ、本住居跡と関連す

24



るものと考えられる。

[出土遺物]埋設された土器は深鉢で、全体の1/2が残存 している (第 21図 1)。

【S1146A・ B住居跡】 (第 19図 )

[位置]N33・ E68で確認 した。残存状況が悪く、炉、主柱穴、壁柱穴のみを確認 した。

[重複]S1123住居跡、SB152建物跡、SK120土羨と重複する。S1123住居跡より新 しく、SB152建物跡、

SK120土羨より古い。本住居跡は、柱穴がほぼ同じ位置で重複 していることから、同規模で一度建て替

えられたと考えられる。

[規模 。平面形]壁柱穴から推定すると直径約6.4mの不整円形とみられる。柱間寸法は北西主柱穴―

北東主柱穴で約3.6m、 北東主柱穴―南東主柱穴で2.6mで ある。

[堆積土・壁]検出されなかった。

[主柱穴]4個検出し、そのうち 2ヶ 所で柱痕跡と柱の抜き取 り穴を確認 した。柱の配置から主柱は 4

本と考えられる。柱穴の平面形は、長軸40～ 80cm、 短軸30～ 56cmの 隅丸方形で、深さが21～ 60cm、 堆

積上は地山ブロックを多く含む黒褐色シル トである。柱痕跡は直径22cmの円形で、堆積土は炭化物を

含む黒褐色シル トである。

[壁柱穴]6個検出した。直径30～ 38cm、 深 さ6～ 29cmの 円形である。

[炉]直径56cmの 円形の炉で、中央に土器が据えられている。土器は焼土を非常に多く合む暗褐色土

を掘方としている。

[出土遺物]炉に埋設 された土器は深鉢で、底部が残存 している (第 21図 2)。

IS1123住 居跡】 (第 19図 )

[位置]N30。 E72で確認 した。残存状況が悪く、炉、主柱穴、壁柱穴のみを確認した。

[重複]S1146住居跡、SB152建物跡、Pit,399と 重複 し、これより古い。

[規模・平面形]壁柱穴から推定すると直径約6.6mの不整円形とみられる。主柱穴の柱間寸法は、南

西主柱穴―南東主柱穴で3.6m、 北東主柱穴一南東主柱穴で3.5mで ある。

[堆積土・壁]検出されなかった。

[主柱穴]4個検出し、そのうち 3ヶ 所で柱廃跡を確認した。柱の配置から主柱は 4本 と考えられる。

柱穴の平面形は直径36～ 54cmの 円形で、残存する深 さが32～ 34cm、 堆積土は地山ブロックを合む黒褐

色・暗褐色シル トである。柱痕跡は直径22～ 24cmの 円形で、堆積土は黒褐色シル トである。

[壁柱穴]7個検出し、そのうち 4ヶ 所で柱痕跡を確認 した。柱穴の平面形は直径26～ 42cmの 円形で、

深 さが11～ 47cm、 堆積土は暗褐色シル トである。柱痕跡は直径12～ 20cmの円形で、堆積土は黒褐色シ

ル トである。

[炉]新 しい柱穴によって壊 されているが、長軸1.6m以上、短軸1.Omの南北方向の炉であると考えら

れる。残存する部分は地床炉で、強い受熱によって赤変、硬化 している。

[出土遺物]深鉢の小破片が出上 している。
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I

Ы146炉

lAA)

土器内堆積土 嗜褐色  10YR3/4 地山粒をやや多く含む
2 据方埋土 暗褐色  10VR3/4 シル ト 焼土粒を多く含む
3 据方埋土 暗褐色  10YR3/4 ンル ト 地山中プロックを多く含む
1

(BB')

S1146主柱穴 抜取り穴 黒褐色  7 5YR3/1 ンルト 也山プロック、炭化物を少量含む
2 S1146主柱穴掘方 票褐色  10YR2/2 シル ト lt山 ブロックを多く含む
3 S1123炉 褐色 75Ⅵ磁/3 ンル ト 地山小プロック、炭化物 を含む

26

第19図 S1146A・ B、 123住居跡平面図・断面図 (1/50)
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第20図  SX130、 SX131炉跡 平画図・断面図 (1/50)

2炉 跡

西区中央付近で土器埋設炉跡が 3基検出された。

これらの炉跡は組み合 う主柱穴、壁柱穴が確認できなかったため、炉跡として分類 したが、住居跡の

炉と同じ構造であることから、屋外炉ではなく、本来は住居跡に伴 う炉であったと考えられる。

【SX109炉跡】(第 16図 )

土器が斜位に埋設された土器埋設炉である。炉跡底面および土器の周囲は強い受熟により赤変、硬

化している。

[位置]N35。 E55で確認した。東側がピットに壊されている。

[重複]S1108住居跡と重複するが、新旧関係は不明で、S1108住居跡に伴う可能性もある。

[規模]残存する炉跡の大きさは、長径66cm、 短径40cm、 深さ8 cmの楕円形である。東辺は新しいピッ

トに壊されている。

[堆積土]1層で、焼上を少し含むにぶい黄褐色シル トである。埋設土器の掘方は土器とほぼ同じ大き

さに掘り込まれている。

[出土遺物]埋設された土器は深鉢で、胴下部のみ残存している。土器の特徴は、S1108住居跡炉埋

設土器と類似する器形、文様と考えられる (第 17図 2)。

【SX130炉跡】 (第 20図 )

上器が斜位に埋設された上器埋設炉である。

[位置]N37・ E67で確認した。

[重複]SB148建物跡と重複し、これより新しい。

遺構 種  類 土  色 土  性 偏 考

1

駅 130
据方埋土 シフレト 腕面

2 据方埋土 I音褐色  75Ⅵ 謝/3 ンフレト 焼上を少量含む

1

SX131
据方埋土 菅褐色  illYR3/3 シル ト 地山プロック (黄色)を 多量に合む (人為堆積 )

2 据方埋土 黒褐色  10Ⅵ謝/2 ンル ト 地山ブロックを少量含む (人為雄積 )



[規模]残存する炉跡の大きさは、長径38cm、 短径32cm、 深 さ19cmの楕円形である。

[堆積土]1層で、焼土を少し含む暗褐色シル トである。土器の掘方と考えられる。残存する炉跡堆積

土の表面から4 cm程度が焼面になっている。

[出土遺物]埋設 された土器は深鉢で、胴下部が残存 している (第 21図 3)。

ISX131炉跡】 (第 20図 )

土器を正位に埋設 した土器埋設炉である。焼面は残っていないが、埋設土器は受熱によって器面に

著 しtゝ 焼けはじけがみられる。

[位置]N86・ E69で確認 した。

[重複]重複はない。

[規模]残存する炉跡の大きさは、直径約50cmの 円形で、残存する掘方の深さは約18cmで ある。

[堆積土]2層 に分かれる。地山ブロックを含む暗褐色・黒褐色シル トで、埋設土器の掘方と考えら

れる。

[出土遺物]埋設された土器は深鉢で、胴下部が残存 している (第 21図 4)。

3 掘立柱建物跡

14棟以上確認 した。発見 した掘立柱建物跡は調査区の制限で、全体の構造を把握できるものは少な

いが、SB94建物跡のように 6本柱の建物とSB153建物跡のように 4本柱の建物がある。これらの建物

跡の柱穴は、残存の良いもので、平面形が直径90cm前後の円形で、柱痕跡は直径50cm程度、壁がほぼ

まっすぐに立ち上がり、深 さは80cm程度である。このような特徴は、縄文時代の竪穴住居跡の柱穴よ

り大 きく、土羨 とは断面形で異なっており、古代以降の遺構 とも平面形や堆積土の特徴で大 きく異

なっている。これらの特徴と柱穴底面の標高値が近似することを条件に、柱穴群を縄文時代の建物跡

として認識 した。標高値の差の許容範囲は、便宜的にもっとも深い柱穴ともっとも浅い柱穴で15cm以

下であることを基準とした。

ISB94建物跡】 (第 22図 )

[位置]N27・ E33で確認 した。

[重複]S110、 S1147住居跡と重複 し、これより新 しい。

[規模]桁行 2間、梁行 1間の南北棟で、桁行が西側柱列で4.8m、 柱間寸法は北から、2.4m等間であ

る。梁行は北側柱列で3.4mで ある。

[柱穴・柱痕跡]6個検出し、それぞれ柱痕跡とlヶ 所で柱の抜き取 り穴を確認 した。柱穴の平面形

は長径70～ 90cmの 円形で、残存する深 さが17～ 68cm、 堆積土は地山ブロックを多く合む黒褐色シル ト

である。柱痕跡は直径約50cmの 円形で、堆積土は焼土ブロックを含む暗褐色シル トである。

[方向]西辺でみると南で東に39° 偏る。

[出土遺物]柱穴から土器片が少数出上 している (第 26図 1、 2)。
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Ncl 器  形 特  徴 時  期 写真図版

1 S1147炉 埋設土器 深 鉢 月同部 : クランク】大文、 撚糸文 (L) 中期木

2 S11467P埋 設土器 深  鉢 胴き卜:縄文 (RL)

3 働(130埋設土器 深  鉢 胴部 :縄文 (LR)

4 0(131埋 設土器 深  鉢 11司 都 縄文 (RL) 1,328‐ 22
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第21図  Sl1 46、 147住居跡炉、S� 30、 SX131炉跡出土土器
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lSB14建物跡J(第醐

[1位鷲]N28.E23で確認した。

[重複]SD 3溝跡と重複し、これより古い.6

[規模]桁行2聞以上、梁行■間以上の南北棟です桁行が東側柱列
―
で5:Om以上、柱間寸法は2:翫等間

で―ある。梁行は首側注列で3ユ車と推定きれiる 。

陣げ゙ 柱痕跡]4-個検出し.そのうち3ヶ所で柱痕跡を確認した。柱穴の平面形1ま直径88～ 140calの

円形で、残存する.深き―が望～80om、 堆嶺土.は、地山ブロッタを多く合む暗褐色また.Ⅲ黒褐色シルトであ
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璃肇 櫂 類 上 色 土 控 編 著

1

識

珪抜 き取 り穴 lllg/3 シルト 囃聖雰 主器片1眸奮含4
2 柱抜 営取り穴 1醒 お― シ

'レ

ト 医坐擁を含む

MB4 嗜縫   iい強働む ンルト 化物時 1等む

整 掘ガ埋上 幣露色   10YR3/4 砂賢 ンル ト |¢プロンクを多く會む
1

醜硼
柱脚 黒 色  10W/1 ンルト ,む

穏 方無 騨 色  ユ噸 /3 シルト valHIプ ロッ|夕 、炭北勧を含む
ユ

醜⑪
継 目  llJYR2/1 ンルト 殆化物を舗

ク 赫 lllYR2/8 シルト H色粘土プロゥクを多く奮よ
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第23図 SB143建物跡 平面図 。断面図 (1/50)

る。柱痕跡の平面形は、直径約50cmの 円形で、堆積土は暗褐色シル トである。

[方向]東辺でみると南で東に55° 偏る。

[出土遺物]柱穴から土器片が少数出土している (第 26図 3、 4、 6)。

【SB134建物跡I(第 24図 )

柱穴が 2個 しか見つかっていないため、詳細は不明だが、SB143建物跡などと同規模の掘立柱建物跡

であると推定される。なお、SB134建物跡の南側柱列の中間に同規模の柱穴があり、これがSB134建物

跡に関連する柱穴である可能性がある。

[位置]N86・ E48で確認した。

[重複]S112住居跡と重複し、これより古い。

[規模]桁行 1問以上、梁行 1間の南北棟である。梁行は南側柱列で約3.8mで ある。

No 遺  構 種  類 土  色 土 性 備 考

I

SB143
(AA  )

柱痕跡 培褐色 OVR3/3 ンル ト 先土粒、炭化物、粘土大ブロックを多く含む

2 培辛 OYR3/8 ンル ト 免土ブロック、炭化物 をやや多く含む

3 掘方埋上 OYR3/3 ンル ト

4 黒褐色 0理 /2 ンルト 也山中ブロックを多 く含む。白色粘土小 ブロ ックを含む

5 黒褐色 llYR2/2 ンル ト 也山大 プロ ックが tF体

黒褐色 OW宅/3 粘質ンル ト

Ｏ
υ
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遺  構 種 類 土  色 土 性 備 考

l

ＳＢ‐３解

柱抜 き取 り穴 黒褐色 OW胞/2 ンル ト 地山プロック、炭化物を少 し含む

2 柱抜 き取 り穴 悟褐色 OYR3/3 シル ト 地山ブロ ックを少 し含む

3 掘方埋土 色 OYR3/4 ンルト 也山プ ロックを多 くに含む

1

‐３
Ｊ

ＳＢ
じ

ミ褐色 OWQ/3 ンル ト 也山小ブロ ック、炭化粒を少 し含む (人為堆積 )

2 周  色 鶴留 /4 シル ト 地山ブロ ンクを多く含む (人 ん堆積 )

3 嗜褐色  ЮⅥ部/3 比土粒、炭化粒 を含む (人為雅積 )

4 褐 色  10YR4/4 地山ブロック、白色粘土ブロックを多く含む (人 為堆積 )

5 褐 色  101R4/4 シル ト 炭化物 を少 し含む (人為堆積 )

第24図  SB134建物跡 平面図・断面図 (1/50)

[柱穴・柱痕跡]2個検出し、そのうち lヶ 所で柱の抜き取 り京を確認 した。柱穴の平面形は長径110

cm、 短径80～ 90cmの楕円形で、残存する深 さは88cmで ある。

[方向]南辺でみると西で北に 3° 偏る。

[出土遺物]柱穴から深鉢の回縁部破片が出土 している (第 26図 5)。

(SB49A・ B、 SB101A・ B、 SB148A・ B、 SB121A・ B建物跡】 (第 25図 )

[位置]N32～ 36・ E58～ 67で確認 した。SB94建物跡に類似する掘立柱建物跡 8棟の重複と推定 したが、

調査区際で柱穴が密集 している状況での確認であるため、建物の規模が不明なものも多く、柱穴の組

み合わせはなお検討の余地がある。それぞれ一度建て替えが認められ、古いものからA、 Bと する。

[重複]SB49A・ B建物跡はSB101A・ B建物跡、SB148A・ B建物跡より古い。SB101A・ B建物跡とSB

148A・ B建物跡の新旧関係は不明である。また、SB121建物跡と他の建物跡との新旧関係は不明であ

る。

[出土遺物]SB148建物跡から小型深鉢が出上 している (第 26図 13)。 また、SB101B、 SB121建物跡か

ら深鉢の小破片が出土 している (同図 8～ 12)。
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ISB149建物跡】 (第 27図 )

[位置]N86・ E73で確認 した。

[重複]重複はない。          '

[規模]桁行 1間以上、梁行 1間以上の東西棟である。桁行は南側柱列で5,lm以上、梁行は東側柱列

で2.2m以上である。

[柱穴・柱痕跡]3個検出し、そのうち lヶ 所で柱痕跡を、 2ヶ 所で柱の抜き取 り穴を確認 した。柱

穴の平面形は直径70～ 90cmの不整円形で、残存する深 さ約90cm、 堆積土は地山ブロックを多く含む暗

褐色シル トなどである。柱痕跡は平面形が直径30cmの 円形で、堆積土は黒褐色シル トである。

[方向]南辺でみると東で北に15° 偏る。

[出土遺物]縄文土器の小破片が少数出土 している。
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評露∵マ名

遺構 層位 器  形 特   徴 時  期 写真図版
1 SB94堆 積土 深 鉢 al部 :維位隆線文、沈線文、磨消縄文 (RL) 後期初頭
2 SB94堆 積上 深 鉢 日縁部 :平縁、横位隆線文 胴部 :縄文 中期末～後期初頭
3 SB1431t積 十 深 鉢 口縁き卜:隆沈線文、縄文 中期末 166
4 SB143堀 方埋土 深 鉢 胴部 :沈線文、磨消縄文 中期末～後期初頭
5 SB134堆 積土 深  鉢 回縁部 :平縁、方形区画文、縄文 (RLR) 中期末 ～後期初頭
6 S3143堆 積土 深  鉢 口縁部 :平縁、列点文、横位沈線文 中期末～後期初IIa

16‐ 5

7 SB148B堆 積上 深  鉢 ヨ縁部 :隆沈線文、列点文 中期末
8 SB101B堆 積土 深  鉢 桐部 :縦位隆線文、縄文 (RL) 後期初頭
9 SB101B t友穴 深 鉢 口縁部 :平縁、連続刻 目支 中期末～後期初頭

SB101B抜 穴 深 鉢 胴部 :隆線文、ボタン状貼付文、縄文 後期初頭
SB101B i友穴 深 鉢 口縁部 :平縁 胴部 :隆線文

SB121B堆 積土 深  鉢 1月部 :隆線文、縄文 中期末 ～後期初頭 1613
SB148A堆 積土 深  鉢 ヨ縁部 :平縁、胴部「コJ字状文、縄文 (駅 ) 中期末

第26図  SB94、 SB143、 SB134、 SB101、 SB121、 SB148建物跡出土土器



E-73

+田

第27図  SB149建物跡 平面図 (1/50)

【SB152建物跡】 (第 28図 )

[位置]N31・ E72で確認した。

[重複]S1123住居跡、SK124土羨と重複し、これより新しい。

[規模]桁行 2間、梁行 1間の南北棟である。桁行は西側柱列で4.5m、 梁行は北側柱列で約3.Omで あ

る。柱間は西側柱列で北から2.3m、 2.2mで ある。

[柱穴・柱痕跡]5個検出し、そのうち3ヶ 所で柱痕跡を、2ヶ 所で柱の抜き取り穴を確認 した。柱

穴の平面形は長径50～ 70cm、 短径46～ 62cmの 不整円形で、深さが30～ 48cm、 堆積土は地山ブロックを

多く含む暗褐色シル トである。柱痕跡は直径24cmの円形で、堆積土は黒褐色シル トである。

[方向]西辺でみると南で西に54° 偏る。

[出土遺物]縄文土器の小破片が出上している。

【SB153建物跡】 (第 29図 )

[位置]N34・ E76で確認した。

[重複]SK127土羨、SD71溝跡と重複する。SK127土頻より新しく、SD71溝跡より古い。

[規模]桁行 1間、梁行 1間の東西棟である。桁行は北側柱列で3.3mで、梁行は西側柱列で約1.8mで

ある。

[柱穴・柱痕跡]4個検出し、それぞれ柱痕跡を確認した。柱穴の平面形は直径60～70cmの円形で、

残存する深さが17～ 24cm、 堆積土は地山ブロックを含む黒褐色ンル トである。柱痕跡の平面形は直径

16～ 24cmの円形で、堆積土は黒褐色シル トである。

[方向]南辺でみると東で北に13° 偏る。

[出土遺物]柱穴から縄文土器の小破片が出土している。
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第23図 SB152建物跡 平面図 (1/m)

E‐30

+N39

臨 遺 糟 種 類 土 色 土 TL 偏 者

1

糾
L癌跡 需褐色  1∝ 整 浴 ンル ト 地山粒 、炭化物 を多 く含む

2 10YR3/3 ンル ト 地山小プロックを多く含む

36

第29図 SE153建物跡 平面図 (1/50)



4土 境

25基確認 した。形態から貯蔵穴と考えられるものとそれ以外のものに大別される。

A 貯蔵穴

5基確認 した。直径0。 8～ 1.8mの 円形で、残存する深 さは1.2～ 1.8mで ある。SX認 7、 SK83、 SK86、

SK95土壊は底面が入口に比べて広がる形態である。いずれも人為的に埋め戻されている。

【SK27土媛】 (第 30図 )

[位置]N18・ E20で確認した。

[重複]S翌6土羨と重複し、これより新しい。

[規模]調査区際で確認したため、全体形は不明である。検出された平面形は、長径0.86m、 短径0.4m

の半楕円形で、確認できた深さは約1.6mで ある。底面は平坦で、壁はオーバーハングするが、調査区

の制限によって土羨壁面まで堆積土を除去できず、断面図は作成できなかった。

[堆積土]地山ブロックを合む黒色上が堆積している。

[出土遺物]縄文土器 (第 38図20～ 24)、 円盤状土製品 (第 53図 6)、 石器 (第 55図 7)が 出土している。

ISK83土媛】(第 30図 )

[位置]N24・ E18で確認した。

[重複]SD 4溝跡と重複し、これより古い。

[規模]上面径約0。 72m、 最大径約2.4m、 底面径約1.54mの 円形で、残存する深さは1.95mで ある。地

山Ⅲc層 まで掘り込まれており、底面は平坦である①壁はオーバーハング気味に立ち上がり、断面形は

フラスコ状を呈する。底面から約34cm上のところで西側に張り出し、段になっている。

[堆積土]17層に分かれる。 9層中に焼土ブロック、灰、炭化物の集中がみられる。17層 は炭化物を

多く含む黒褐色粘質シル トで、貯蔵穴機能時の堆積土と考えられる。17層直上に壁の崩落土が堆積し、

その後、炭化物、灰、焼土、地山粘土ブロックを含む黒褐色シル ト層 (7a～ 13層 )に よって人為的

に埋め戻されている。また、その上には黒褐色シル ト層 (1～ 6b層)な どが自然堆積している。

[出土遺物]縄文土器片 (第 31、 32図 )、 剥片石器 (第 54図 20、 55図 11)、 石皿 (第 57図 )、 多数の剥片、

骨片、木炭やクルミ、クリ、 トチとみられる堅果類の実が出土している。

ISK86土 疲】 (第 30図 )

[位置]N24・ E22で確認した。

[重複]S12住居跡と重複し、これより古い。

[規模]上面径1.lm、 底面径1.65mの 円形の土羨で、残存する深さは1.26mである。地山皿c層 まで掘

り込まれ、底面は平坦である。壁はオーバーハング気味に立ち上がり、フラスコ状を呈する。

[堆積土]8層に分かれる。 8層は黒褐色シル トで、炭化物を多く含む。貯蔵穴機能時の堆積土と考
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層 上 色 土  性 考備

1層 !臨 シ)レ ト 施Ⅲブロッケ、炭化物、赤色土粒を含J(自然狛瞭)

2層
脅  色
7 WR4/R 粘エ 地山粘土主体(秒地合む。量つ崩落土 (自然推横)

3層
黒薇色
10vR年アク

シルト 炭化物、赤色土粒を少量含む (自然雅嶺〉
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1-阻冷

シ
ー
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央推繕Ⅲ

5層
暗褐色
ll143/3

ンルト 期拗 、赤色主粒を少し含む●上器片を合も (自然幾翻

6a思 臨 ンル ト 対口宏 赤色土粒を多く含む (自然堆櫛

6b層
黒衡色
10VR'/4

ンルト 愛化物、赤色土粒を少し含む。と器片含む (自然堆積)

7a層 暴9色
107R3/2 ンルト

魅 炭 ヒヽ靱 、示 色主種を 多 く曾む。主斎庁 そ奮 研o窮二 、雰
ん態曇層  F大滝 鮭結 )

7b層 鵡 砂質シル ト 羨化物を少量合む

彊
黒衡色
lllW/2

シル ト 咆曲粘■プロックt濃化物ブコックを多く宮曹●量の癖洛主
伯 峡推籍ヽ

0層 申ｍ
粘質シルト 臣学警急:轟怪β輿伝惟墾意!lb&渤巖話

プロツク`人,■誘

ユ("蛭繁 色
．別黒鰊

粘質シルト 也山ブロッケを含む。控め耕落■ (人為堆積)

11層黒‐色嘲
粘質シル ト

鋭 物 を持に多く含む。炭化物層と粕質 シル トの理層 (人斎

12層 申磁
冶質ンルト む山粘土プロッタ、炭化物をを多く―含む

198 曙萄色
lnVRAな 粘質シル ト 塾鯉 針 i―臨 、

癖主 プロック、昼化留 々含む9触 、卿

14層
ttA猾色

声印Psお 砂質ンルト 釜の癬 土 (自 終堆積)

1て,偏酵
凋買栂色
とhVR7/S

シル ト質粘土 白色粘土プロッタを特に多く含む (自 1然堆穣)

168 貢褐色
1びrR5/6 砂質!シ ル ト 進山粕上プロックを含む。壁の紳蓄 (ヨ黙堆轡

17層 1鵡 粘質シルト 地山プロック、炭化物を含む 籟 能時堆積)

土  性 備 孝

1層
暇薇協
10VR3/a

ンルト (自然堆積 )

2層 悟綺色
1♂ΥR]/g

ンァレト 贈山粒をやや多く含む (自 然雅轡

3層 臨 ン,レ ト 逝山大プロッタを含む (璧の議落と〉

彊
暗縛色
nvPr1/t

シ,レ ト 地山大ブロウタを非常に多く合む 〈壁の議落上)

S層
1黒薇色
16VR2/Я

ンルト 眈土中デロック、炭化物を含む (人為堆職)

割雪
― 黒禰毒

10W写遵1/]
粘質シル ト 魔化物を多く合む。焼土粒を含む (人為堆積)

7層 黒褐色
10YR3/2

シルト
健土、炭化激、1自色粘土大プロックを

'マ
多く含む (八脅獅

a層
黒  色
lllW/1

シリレト 炭化物層 醸 能時堆櫛
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第30図 SK27、 SK83,SK86土渡 平面図・断面図 (4/50)
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NQ 層  位 器  形 特   徴 時 期 写真図版
1 7a層 深  鉢 国縁部 :波状縁 胴部 :隆線文 後期初頭 171
2 a層 深  鉢 lllp:隆稼 X、 穐 叉 後期初頭 17-2

7a層 深 鉾 縄 文 (趾 )

4 9層 鉢 口縁部 :平縁、貫通孔、磨消縄支 後期初頭 1作 4
5 9層 突 起 渦巻文 後期初頭 1作 5
6 9層 深 鉢 胴部 :鎖状隆線文 後期初頭
7 9層 深  鎌 口縁部 :平縁 胴部 :沈線文、縄文 (RL) 中期末～後期初頭 17‐8
8 9層 深  鉢 国縁部 :平縁 胴部 :隆線文、縄文 中期末～後期初頭 17‐9
9 9層 深  鉢 口縁部 :平縁 胴部「ノ」字状文、磨消縄文 中期木 147

9～ 11層 深 鉢 回縁部 :平縁 胴部 :盲孔、磨消縄文 (RL) 中期木
9～ H層 深 鉢 国縁部 :平縁 胴部 :隆沈線文、縄文 中期末
9層 深 鉢 胴部 :縄文 (駅 )、 摩減 底部 :網代痕 1717.2818

深 鉢 口縁部 :波状縁、円文 後期前葉 17‐ 12

深  鉢 口縁部 :平縁、渦巻状隆線、渦巻状沈線文 後期初頭 1作 13

層 深  鉢 コ縁部 :平縁、列点文、横位沈線文、縄文 中期末～後期初頭 17-14

層 深  鉢 口縁 部 平縁、縄文 (RLI

17 3層 深 鉢 ‖司部 横位沈線 文 、縦位隆線 文

3層 深 鉢 胴部 :縄文 僚D 1418

第31図  SK83土娠出土土器 (1)
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0                        10cm

層  位 器  形 特   徴 時  期 写真図版

堆積土 深 鉢 回縁部 :平縁、縄文 (RLR)舟 同部 :縄文 (RLR)

第32図 SK83土壊出土土器 (2)

えられる。その後、炭化物、灰、焼上、地山粘土ブロックを含む黒褐色シル トによって人為的に埋め

戻 され、その上に壁の崩落土、暗褐色シル ト層が堆積 している。

[出土遺物]縄文土器 (第 33図 )、 土偶 (第 52図 1)な どが出土している。

【SK95土残】(第 34図 )

[位置]N31・ E46で確認した。

[重複]重複はない。

[規模]上面径1.26m、 底面径2.06mの 円形で、残存する深さは1。16mで ある。

[堆積土]18層に分かれる。18層 は黒褐色シル トで、機能時の堆積層である。その後、焼土、地山ブ

ロック、土器片を多く含む黒褐色・暗褐色シル トなどによって人為的に埋め戻されており、薄い炭化

物層 (14層 )も認められる。

[出土遺物]土娠埋め戻し上から、縄文土器 (第 35～ 37図)や円盤状土製品 (第 53図 10)、 石皿 (写真

図版35図 2)な どが出土している。

ISKl10土媛】 (第 34図 )

[位置]N35。 E92の西区東端で確認した。

[重複]重複はない。
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♀        1       10Cm

層 位 器  形 特  徴 時  期 写真図版

1 堆積土 深  鉢 コ縁部 :波状縁 1同部 :沈線文 後期初頭～前葉

2 堆積土 深  鉢 回縁部 :波状縁、沈線文 胴部 :沈線文、縄文 (m 後期前葉 la16

3 堆緒 土 深  鉢 lΠ部 :渦巻文、磨消縄文 後期前棄

4 唯積土 深  鉢 胴部 :渦巻文、磨消縄文 後期前葉

5 堆積土 深  鉢 口縁部 :平縁、列点文、渦巻文 後期初頭～前葉

6 堆積土 深 鉢 日縁部 :平縁 月Π部 :鎖状隆線文、縄文 後期初頭～前棄 1320

7 lt積土 深  鉢 lΠ 部 :渦巻文、縄文 後期初頭～前葉

8 堆積土 深  鉢 口縁部 :波状縁、盲孔、渦巻状隆線文 後期初頭

9 堆積土 深  鉢 国縁部 :波状縁、貫通孔 胴部 :縦位隆帝 後期初頭 1∈ 24

堆積土 深  鉢 コ縁部 :波状縁、鎖状隆線文 後期初頭

堆積 上 深 鉢 胴部 :鎖状隆線文、ボタン状貼付文、縄文 後期初頭 16‐ 25

堆積土 深  鉢 口縁部 :波状縁、無文帯 胴部 :縄文 1326

堆積上 深 鉢 底 部 網代痕

唯積土 深 鉢 氏部 網代痕

堆積土 深  鉢 氏部 :網代痕

第33図 SK86土壊出土土器

[規模]西区東端で遺構の約半分を検出し、その延長を生活道路部分で確認 した。上面径 1.62m、 底径

0.6mの 円形で、残存する深 さは1.68mで ある。地山Ⅲc層 まで掘 り込まれており、底面は平坦である。

壁は底面からほぼまっすぐに立ち上がり、底面から約1.5mの高 さのところで、緩やかに広がっている。

[堆積土]6層 に分かれる。壁の崩落土堆積後、土器片、炭化物を多く含む黒褐色シル ト・暗褐色シ

ル トで人為的に埋め戻 されている。

[出土遺物]縄文土器 (第 38図 1～ 19)、 石器 (写真図版30-50)が 出上 している。
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上 色 土 性 慨 弯

1層 黒預色
ta囁有茫2/2

シ,ア ト 地山プロッタ.1魔化物を少量含む (人為的醐

2層
黒綴色
I繭 /a

ンルト 整山粒、雄上、炭化物を含む (人為堆積)

9層
暗赤脅色
21NR3/3

シル ト 魁 、炭分魔葉層 (人為輸

偏
黒穐魯
inVR2/t シル ト 也中デローックヽ 擁と、炭化物を合む (人持堆倒

5層 籍 色
10VIt2ゑ

ンル ト 也―山ブ●ラク、炭化物を少量含む (人為堆蔽)

6層
暴褐色
1醒 お

シル ト 難 、炭化物を合む (人為薙積〉

イ層 騨聰
粕質シル ト 炭化物を少量含む t自然雅積)

8/8
暗穏色
10VRtノ ∩

ンル ト 地山ブロックを少量合む。壁め崩落土 (自 綸

制露
黒髄
10VR7れ

シール ト 鼈山プロッタを合J。 1璧a講落主 (自 然鴇爾

10層 i雌 /こ
粘性ンルト 睦山プロックを含む。壁の議落土 (自 然堆縛

H層 婚 衡色

1側電 /3
シ)レ ト

鯉躍恐浮
ツクく蹴主―、庚イヒ物 を含4-主 番片が 多くH土 (ム

12層 婚薇亀
l olrot/4 粕性ンル ト 地山プロックを多重|に合4。 壁の崩密土 (自然堆働

131B 嗜褐色
10VRq/q

シル ト 麹山プロック (崩落土)を 多く缶む。12層に類似 (自然堆横)

14層 斃f`物層 (人為推櫛

1581
に
鳥更肝 粘性シル ト 迪山ブロッタ (百色雅■)を―多量|こ含む (人為堆櫛

10雷
黒絡色

1 0Wη?,1/タ
ンル ト 地山|プ ロッタ、炭化物を少重合む (人為雅綺

V層 =ぶ
い票騨

10VF4な 格性シルト猫山デロック (白色櫓■)を合|む  (人漁雑勘

18層 黒褥色
1咆

・

ン
ー
ル ト 贈山粒|、 地山プr2ッ タを少重含む (機能時堆機上)

SKl10

ぺB'

層 土 色 土 樫 備 考

1層 l鵡 シルト 評 寵駐鐵漂ぷ
ツタ 炭`化惣をわずかに熱 、土器片|を多く含

霧
黒衡色
10YR2/8 ン

''ト

え化物を含む。■器片を多く合j (人為堆績)

3層 唖
10VR食 /含

シルト 地山プロィヽタを多量に含哲.璧の崩落土 (自然維働

J野 呻 色
1ぼ葛讚/4

シル ト

鵡
曙脅色
lCIYR3/8

ンルト と器片を含む C人着薙積)

6層 髯褐E
10YR3/8

ンルト 町山粘主プロッタ、白1色粘土プロックを含む (ぅ戦静町⇒
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第34図 SK95,SKl10土壊 平面図・断面図 (1/50)
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第35図 SK95土娠出土土器 (1)
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Ntl 瞬 位 器  形 特   徴 時  期 写真図版
1 堆積土 突 起 霊通孔、盲孔 茉 1伊4
2 堆積土 深 鉢 ヨ縁部 :波状縁、鰭状隆線文 中期末
3 堆積土 深 鉢 ヨ縁部 :波状縁 、鮨状隆線 文 胴部 :縄文 中期末
4 堆積土 深 鉢 ヨ縁部 :鰭状隆線文 月Π部 :縄文 (L) 中期末
5 堆積土 深  鉢 列点文、縄文 中期末

堆積土 深  鉢 口縁部 :平縁、沈線文、縄攻 中期末
7 堆積土 深  然 回縁部 :波状縁、無文帯 胴部 i隆沈線文、縄文 (LR) 中期末

唯積土 深 鉢 ヨ縁部 :平縁、無文帯 胴部 :隆沈線文、縄文 中期末
9 堆積土 深 鉢 ヨ縁部 :平縁、無文書 胴部 :隆沈線文 中期末
10 堆積土 深 鉢 ヨ縁部 :平縁、内面に鰭状隆線文 隆沈線文、磨消縄文 (L) 中期末 1912
11 堆積土 深 鉢 口縁部 :平縁、無文書 胴部 :隆沈線文、髯 中期末 1年 10
12 堆積土 深  鉢 口縁部 :平縁、無文帯 胴部 :隆沈線文、縄 D 中期末
13 堆積土 深  鉢 国縁部 :平縁、無文帯 胴部 :隆沈線文 中期木
14 堆積土 深  鉢 口縁部 :平縁、無文帯 胴部 :隆沈線文 中期末

雄横土 深  鉢 日縁部 :平縁、無文帯 4FEl部 :隆沈線文、縄文 (駅 ) 中期木
lt積土 深 鉢 lll部 :隆沈線文、磨消縄文 (駅 ) 中期末

17 深 鉢 文、磨消縄文 (僚 ) 中期末
堆積土 深 鉢 中 , 胴部:隆沈糠反▼寵薮

「
こ雨 中期末 1915

堆積土 深 鉢 胴部 :二部隆沈線による「0」 字状文、磨消縄文 (駅 ) 中期末
堆積土 深  鉢 束 (皿 )、 突起 中期末 1伊20
堆積土 深  鉢 同部 :隆沈線文

中期末

力
■

第36図  SK95土娠出土土器 (2)
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層  位 器  形 特  徴 時  期 写真図版

1 堆積土 深 回縁部 :無文帯 胴部 1縄文 (LR) 中期末 19‐ 27

2 雄糟土 深 口縁部 :無文帯 胴部 :縄文 (駅 ) 中期末 1併 25

3 堆植土 深  鉢 口縁部 :無文帯 胴部 :横位沈線文、縄文 中期木 1餅 24

4 堆積土 深 鉢 口縁部 :無文帯 胴部 :横位沈線文、縄文 (LR) 中期木 1>23

5 堆積土 深 鉢 回縁部 :無文帯 胴部 :縄文 (LR) 中期末

6 堆積土 深  鉢 月Π部 :縄文 (RLl 中期末

7 堆横土 深 鉢 同部 :撚糸文 (LR)底 許 ・4E代痕 +な で 中期末 18-228-23

第37図 SK95土渡出土土器 (3)
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No 遺特 層位 器 形 特  徴 時  期 写真図版

1 SKl10堆 積土 深 鉢 口縁部 :波状‐
ia、 円文 後期前葉

2 SKl10堆積土 深 鉢 口縁部 :波状縁、縦位隆帯 十刻目文 後期初頭

3 SKl10'ヒ 積土 深  鉢 桐部 :渦巻文、撚糸文 (R) 後期前葉

4 SKl10堆積土 深  鉢 回縁部 :波状縁、渦巻文 胴部 iボ タン抹貼付文、隆線文、縄文 後期初頭

5 SKl10堆 積土 ,栗  鉢 ヨ縁部 :波状縁 、突起 、貫通孔 、縄文 (RL) 後期初頭～前葉

6 SKl10堆積土 深 鉢 回縁部 :波状縁 、盲 後期初頭～前葉 16-32

7 SKl10堆積土 深  鉢 貫通孔 1333

8 SKl10堆 積土 深  鉢 回縁部 :平縁、無文帯 lΠ部 :隆線文、縦位亥」日文 1争34

9 10堆積土 深  鉢 口縁部 :平縁、列点文 胴部 :横位沈線文、縄文

10堆積土 深  鉢 口縁部 :平縁、横位沈線文、列点文 16-36

10堆稽士 深  鉢 コ縁部 :波状縁、縦位隆帯 後期初頭～前葉

10堆積土 深  鉢 祠部 弧状沈線 文、縄文 後期初頭～前葉 16‐38

13 10堆積上 深  鉢 側部 Ⅲ隆線文十刻 日文 後期初頭

14 10堆積土 深  鉢 胴部 :縦位隆帯 十ポタン状貼付文、縄 文 (RLR) 後期初ξ質

15 10堆横土 深 鉢 胴部 :隆線文、縄文 中期末 ～後期初頭 6-41

16 駅 10堆積土 注  回 1日部 :隆線文、縄文 中期末 一後期初頭

17 SK 10雄積土 深 鉢 回縁部 :平縁、沈線文、縫文 中期末～後期初頭

SК 10堆糟 十 深  鉢 口縁部 :波状縁、隆沈線文、列点文 中期末 併45

10塩腔土 深 同部 :降沈線文、列点支 中期末 844

S貶7堆積土 深 ヨ縁部 :波状縁 、重弧文 、ボ タン状貼付支 、盲¶ 後期初頭 346

SX27堆 積土 深  鉢 ヨ縁詐 半縁 、列点文 胴部 :ボ タン状貼付文、貢J突 、縄 文 後期初頭 ←47

S翌7堆積土 深 鉢 1同部 :隆線文 十刻目文、磨消縄文 (RL) 後期初頭

S虚7堆積土 深 鉢 同言卜:隆線文 +刻 目文、縄文 後期初頭

S抱7堆積土 深 鉢 同部 :隆沈線文、磨消縄文 (RL) 中期末

第38図  SKl10、 SK27土壌出土土器
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B その他の上壊 (第 4～ 9、 39、 40図 )

発見された土羨のなかで、黒褐色土を主体とし、縄文土器のみを出土する土羨、または、縄文時代

とわかる遺構より重複関係で古い土壊を縄文時代の土羨とした。貯蔵穴 としたもの以外に20基発見し

た。

【SK33土疲】(第 5図 )

[位置]N10・ E3で確認した。

[重複]重複はない。

[規模]直径1.Om、 深さ20cmの円形である。断面形は皿状を呈する。

[堆積土]1層認められる。暗褐色シル ト層で、自然堆積である。

[出土遺物]縄文土器 (第 41図 1～ 3)、 袖珍土器 (第 51図 1、 2)、 石器 (第 54図 13、 55図 3、 写真

図版30‐12)が出土している。

【SK21土渡】(第 39図 )

[位置]N27・ E26で確認した。

[重複]重複はない。

[規模]直径1.Omの円形で、深さは30cmで ある。底面は平坦で、壁は急に立ち上がる。

[堆積土]2層に分かれる。地山ブロック、焼土粒、炭化物を多く含む黒褐色シル トで人為的に埋め

戻されている。

[出土遺物]縄文土器が出土している (第 41図 5)。

【SK 9土羨】(第 7図 )

[位置]N24・ E28で確認した。

[重複]S1147住居跡と重複するが、新旧関係は不明である。

[規模]長径約1,3m、 短径約1.Om、 深さ36cmの 楕円形である。底面は平坦で壁は急に立ち上がる。

[堆積土]1層認められる。地山ブロックを多く含む黒褐色シル トで、人為的に埋め戻されている。

[出土遺物]縄文土器 (第 41図 6～ 8、 12)、 円盤状土製品 (第 53図 5)、 石器 (第 54図 5、 写真図版

29‐46、 30-46、 33-6)な どが出土している。

【SK135土 疲】(第 7図 )

[位置]N25。 E35で確認した。

[重複]S110住居跡と重複し、これより古い。

[規模]南半が調査区外にあり、S110住居跡に北半を壊されているため、規模、形態は不明である。

[堆積土]1層で、黒褐色ンル トである。

[出土遺物]縄文土器が出土している (第 41図 9)。
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ISK90土羨】 (第 39図 )

[位置]N23・ E23で確認した。

[重複]S12住居跡と重複し、これより古い。

[規模]直径1.2mの 円形で、残存する深さは20cmで ある。底面は平坦で、壁は急に立ち上がる。

[堆積土]3層に分かれる。地山ブロック、焼土粒、炭化物を多く含む黒褐色シル トで人為的に埋め

戻されている。

[出土遺物]縄文土器 (第 42図 1、 2)、 円盤状土製品 (第 53図 9)、 石器 (写真図版29‐52、 30-40)が

出土している。

【SK96土鍍】 (第 39図 )

[位置]N30。 E48で確認した。

[重複]重複はない。

[規模]長径1.3m、 短径1.Om、 深さ50cmの 楕円形である。底面は不整形で、壁は緩やかに立ち上がる。

[堆積土]2層に分かれる。地山粒、炭化物を含む黒褐色シル ト層である。

[出土遺物]縄文土器 (第41図 10、 11)が出土している。

【SK104土媛】 (第 39図 )

[位置]N28・ E37で確認した。

[重複]S110、 S111住居跡、SK145土娠と重複する。S110、 S111住居跡より古く、SK145土羨より新し

1ヽ。

[規模]直径1,4mの不整円形で、深さは0.9mである。底面は平坦で、壁は急に立ち上がる。

[堆積土]1層で、焼土粒、炭化物を多く含む黒褐色シル トで人為的に埋め戻されている。

[出土遺物]縄文土器の小破片が出土している。

ISK145土羨】 (第 39図 )

[位置]N29。 E36で確認した。

[重複]S110、 SI皿住居跡、SK104土羨と重複し、これより古い。

[規模]直径1.16mの円形で、深さは34cmで ある。底面は平坦で、壁はゆるやかに立ち上がる。

[堆積土]1層で、地山ブロックを非常に多く含む暗褐色シル トで人為的に埋め戻されている。

[出土遺物]縄文土器の小破片が出土している。

【SK99土娠】 (第 39図 )

[位置]N28。 E40で確認した。北半部は S111住居跡によって壊されている。

[重複]S111住居跡と重複し、これより古い。

[規模]直径0。 86m、 深さ5。4mの円形と考えられる。底面は平坦で、壁は急に立ち上がる。
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SK90
0半パう

黒据色   104/2 ンルト ブロックi擁土独、療Tヒ物を多ぐ含む
黒褐色   10盟毬/2 シ,レ ト 、娩土粒、炭化物 をやや多く含む  〔人驀

黒褐色   i19YR3/2 ンルト 魁山中 ブ
'ッ

タ、炭化物 を多く含む  t人驀雄積 ,

1

醜一叫
黒褐色  10襲毬な シルト 焼土雅、炭化物をやや多く含む (人為路疲 )

熱  10YR2た ンルト 災化物 を多く含む心焼土粒 を少 レ含む  (メ菌 堆勘

I

螂①
黒褐色  10Ym/a ンル ト 地山粒、炭化物を少 し含む (自然爛

にぶい責褐色 10YR4/3 シルト 池山粒を多く含む (自 然鞠

1 SK145
13Dl)

にぶい資褐色 10YR4/8 シル ト 隆山大 プロ ッタ避 奉 く儀む

llprR3/2 シル ト VtL山 ブロゥタを多く含む (人馘

瑚叫

黒褐 色  llprR2/Z ンルト 硫上、炭化物 を少 し含む  (自然掬

黒褐色  1噸 ん ン,レ ト ptl山粒、地山プ● ッケを少し含tF。 と器片を含む  (自脚

臨 色  10YR3/4 シルート 地山プロラタを少 し含む (自然堆積 )

1
SK99
0■ )

噌禍色  10YR3/4 シルート 地山ブ言ック、土需片を多く含む .し代

'議

箇動

第39図 土渡―平面図・断面図 (1)(1/50)
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[堆積土]1層で、地山ブロックを多く含む黒褐色シル トで人為的に埋め戻されている。

[出土遺物]縄文土器の小破片、石器 (第 54図 4)な どが出土している。

【SK97土疲】 (第 39図 )

[位置]N27。 E42で確認した。

[重複]SK98土療と重複し、これより古い。

[規模]長径1.46m、 短径1,3m、 深さ20cmの 楕円形と考えられる。底面は平坦で壁は急に立ち上がる。

[堆積土]3層に分かれる。地山粒、炭化物、焼土粒を含む黒褐色シル トである。

[出土遺物]縄文土器 (第 42図 3～ 14)、 土偶 (第 52図 2)な どが出上している。

【SK100土羨】 (第 40図 )

[位置]N31・ E60で確認した。

[重複]SK102土羨と重複し、これより新しい。

[規模]直径1.2m、 深さ56cmの 円形と考えられる。底面は平坦で、壁は急に立ち上がる。

[雄積土]2層に分かれる。地山粒、炭化物、焼土粒を含む黒褐色シル トである。

[出土遺物]縄文土器 (第 43図 1～ 14)、 土偶 (第 52図 4)、 円盤状土製品 (第 53図 11～ 13)、 石器 (第

56図 4、 5)な どが出土している。

【SK102土疲】(第 40図 )

[位置]N31・ E61で確認した。北辺部は削平によって失われている。

[重複]SK100土羨と重複し、これより古い。

[規模]直径1.lm、 深さ0.2mの円形と考えられる。底面は平坦で、壁は急に立ち上がる。

[堆積土]2層に分かれる。炭化物、焼土粒を含む黒褐色シル トである。

[出土遺物]縄文土器が出上している (第 43図 15)。

ISK103土羨】 (第 40図 )

[位置]N33・ E63で確認した。

[重複]重複はない。

[規模]長径1.lm、 短径1.Om、 深さ0.2mの楕円形と考えられる。底面は平坦で、壁は緩やかに立ち上

がる。

[堆積土]1層認められる。地山粒、炭化物、焼土粒を少し含む黒褐色シル トである。

[出土遺物]縄文土器 (第 43図 16～20)が出土している。

【SK120土媛】 (第 8図 )

[位置]N29・ E68で確認した。
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層 遺 構 上  色 土 性 備 考

SK100
(AA  )

黒褐色  10Ⅵ諺/2 ンル ト 焼土、炭化物 を少 し含む (自 然堆積 )

黒褐色 OYR3/2 ル ト 地山 ブロ ック、炭化物 、焼土 を少 し含む  (自 然堆積 )

SK102
(B― B')

黒褐色  10Ⅵ餞 /3 ンルト 院上、炭化物 を含む  (自 然堆積 )

黒 色  10Ⅵ毯/1 シフレト 碇土、炭化物 を少量合む。地山粒を含む (自 然堆積 )

SK103
(C―C')

黒褐色 llYR2/3 ンル ト 地山ブロック、焼土、炭化物 を含む (自 然堆積 )

黒褐色 鋭宅 /2 ンル ト 也山プロックを少 し含む (自 然雄積 )

l

SK124
rn_ら

.、 黒褐色 阻 /3 ンル ト 発生粒、炭化物を多く含む (人為堆積 )

SK133
(3E')

暗褐色 llYR3/3 ンル ト

“

十を含む (自 然堆種)

黒褐色 OWQ/3 ングレト 上 を含む  (自 然堆橋 )

暗褐色 llYR3/4 シル ト 也山ブロックを含む (自 然堆積 )

SK132
(「F')

黒褐色 OW瑠/2 ンル ト (人為堆積 )

暗褐色  10YR3/4 (自 然堆積 )

SK82
(GG')

黒褐色  10Ⅵ貶/2 ンル ト 売上粒、炭化物、土器片を多く合む (人為堆積 )

黒褐色  ЮⅥ睦/3 発生粒、炭化物 を含む (人為堆積 )

黒褐色  lll■TR3/2 ンル ト

第40図 土境 平面図・断面図 (2)(1/50)



[重複]S1146住居跡と重複 し、これより新 しい。

[規模]長径80cm以上、短径約1.lm以上、深 さ約20cmの 不整円形である。底面は平坦で壁は緩やかに

立ち上がる。

[堆積土]1層認められ、黒褐色シル トである。

[出土遺物]条痕文が施 された深鉢の胴部破片 (第43図 21)、 円盤状土製品 (第 53図 8、 14)、 石器 (第

54図 10、 18、 写真図版29-16)な どが出土 している。

【SK124土媛】 (第 40図 )

[位置]N34・ E73で確認した。

[重複]SB152建物跡と重複し、これより古い。

[規模]長径1,3m、 短径1.lm、 深さ28cmの 不整円形と考えられる。底面は中央からゆるやかに浅くな

り、壁は急に立ち上がる。

[堆積土]1層認められる。地山粒、炭化物、焼土粒を少し含む黒褐色シル トである。

[出土遺物]縄文土器 (第44図 1～ 9)、 円盤状土製品 (第 53図 20)、 石器 (第 54図 1)が出上してい

る。

【SK133土残】 (第 40図 )

[位置]N32・ E78で確認した。

[重複]重複はない。

[規模]直径0.8m、 深さ32cmの 円形と考えられる。底面から緩やかに立ち上がる。

[堆積土]3層に分かれる。地山ブロック、焼土粒を含む暗褐色シル トである。

[出土遺物]縄文土器 (第 44図 10～ 12)、 袖珍土器 (第 51図 6)が出土している。

ISK132土鍍】 (第 40図 )

[位置]N31・ E79で確認した。

[重複]重複はない。

[規模]直径0。 65m、 深さ0,lmの 円形と考えられる。底面から緩やかに立ち上がる。

[堆積土]2層に分かれる。黒褐色シル トで人為的に埋め戻されている。

[出土遺物]縄文土器が出土している (第 44図 22、 23)。

【SK127土羨】(第 9図 )

[位置]N36・ E80で確認した。

[重複]SB153建物跡と重複し、これより古い。

[規模]直径1.2m程度の円形と推定されるが、SD56溝跡によって大部分が壊されている。

[出土遺物]縄文土器が出土している (第44図 13)。
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配 遺構 層位 器  形 特   llk 時  期 写真 図版

I SK33堆 積土 深  鉢 口縁部 :波状縁 、頂部盲了L 胴部 :維位鎖状隆線 支、Sft状 区画沈線文 、磨消縄 文 (LR) 後期初頭

2 SK33堆 積土 深  鉢 回縁部 :平縁、縄文 中期末

3 S℃ 3堆積土 深  鉢 胴部 :隆線文、縄文 (LR) 中期末～後期初頭

4 S蒸24堆 横土 深  鉢 橋状突起、貫通孔 3イ固、盲孔4個 中期末一後期初頭

5 SК舅堆橋 十 深  鉢 胴部 :縄文 (RL) 23-5

SK91t積 土 深  鉢 ヨ縁部 :波状縁 、渦巻文 後期前葉

7 SK9堆 植土 突  起 垂通孔

8 関 堆積土 深  鉢 笙線 による渦巻文 後期初頭 ～前葉 20‐ 7

9 SK135堆 積土 深  鉢 回縁部 :平縁、無文帯 月Π部 :沈線文、縄文 中期末 ～後期初頭

SK96堆 積土 深  鉢 胴部 :蕨手状文、磨消縄文 (LR) 後期前葉

11 SK96堆 積土 深 鉢 底部 :網代痕

SK9堆 積土 深  鉢 胴部 :縄文 (RL)

第41図 土渡 (SK)出土土器 (1)
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陥 遺構 層位 器 形 特   徴 時  期 写真図版

1 説⑬O堆積土 深 鉢 口縁部 :平縁、条痕文 胴部 :条痕文

2 SK911 1層 深  鉢 回縁部 :平縁、横位沈線文 中期末

3 鋭⑬7堆横土 深 鉢 回縁部 :波状縁 胴部 :沈線文 後期初頭 211

4 SЮ71t縦土 深  鉢 口縁部 :平縁、横位沈線文、弧状隆線文、 後期初頭 2併

5 SK97堆 積土 深  鉢 口縁部 :波状縁、隆線による渦巻支 胴部 :ボ タン状貼付文、縄文 (RL) 後期初頭 211

6 SK97堆 積土 深  鉢 日縁部 :平縁 胴部 :鎖状隆線文、列点文、縄文 後期初頭 211

7 SI⑬7堆積土 深  鉢 口縁 部 :波状縁 、鎖状隆線 文、縄文 後期初頭 21114

8 SK97堆 積土 深  鉢 口縁部 :平縁 、無文帯 胴部 :隆沈線文刻 目文、方形区画沈線支 経支 後期初頭

9 SK97堆 積土 深  鉢 胴部 :盲孔、縦位隆線文、縄文 後期初 5箇

10 SKtJ7堆 積土 深 鉢 国縁部 :平縁、無文帯 胴部 :隆線文、縄文 (LR) 中期末

1: SK97堆 積十 深  鉢 回縁部 :波状縁、弧状隆線文 月Π部 :縄文 (RL) 中期末～後期初強

12 SK97堆 橋土 深  鉢 氏部 :網代痕

13 SK97堆 積土 深  鉢 氏部 網代痕

14 SK97堆 積土 深  鉢 底部 :網代痕
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遺構 層位 器  形 特  徴 F寺  期 写真図版
1 SK100堆 糟十 突  起 ボタン状貼付文、弧状隆線文 後期初頭 20-21

Z SK10随 積土 深  鉢 口縁部 :波状縁、ボタン状貼付文、渦巻文、隆線文 胴部 :縄文 (RL) 後期初頭
3 SK 00堆積土 深  鉢 回縁部 :波状縁 胴部 i鎖状隆線文、縄文 後期初頭 2∈23
4 SK 00堆積土 深  鉢 ヨ縁部 :波状縁、ffft】大文、刺突列 後期初頭～前葉
5 SK 00堆積土 深  鉢 コ縁部 :平縁、FTl状隆線文、刺突列 中期末～後期初頭
6 SK 00堆横土 深 鉢 口縁部 :平縁、渦巻文、束」突列、縄文 (RL) 後期初頭一前葉
7 SK 00堆横土 深 鉢 弧状沈線文、刺突列、縄文 後期初頭
8 SK100堆 紺 ト 深  鉢 1同部 :ボ タン状賊付文、9「l状 沈線文 縄文 後期初頭 21128

9 SK100堆 積■ 深  鉢 胴部 :鎖状隆線文 後期初頭 21129

SK100堆 概土 深  鉢 同部 :弧状隆線文

SK100堆 積土 深  鉢 口縁部 :平縁、沈線文、縄文 中期末～後期初頭 20-31

SK100堆 積土 深  鉢 医部 網代痕

SK100堆 積土 深 鉢 阿部 :猟状沈線文 十列点文、磨消縄文 (LR) 中期末～後期初頭 20‐ 32
SK100堆 積土 深  鉢 ヨ縁部 :波状縁、隆線文、縄文 中期末

15 SK102堆 積土 深 鉢 ヨ縁部 :平縁、横位沈線文

SK103堆 権土 深 鉢 同部 :弧状沈線文 +列点文 中期末～後期初頭 20-36
17 SK103堆 植土 深  鎌 同部 :鎖状隆線文 後期初頭
18 SK103堆 積土 深  鉢 ヨ縁部 :平縁 胴部 :方形区画文、縦位隆線 十刻目文、磨消縄文 (RL) 中期末～後期初頭 21138
19 SK103堆 積土 深  鉢 回縁部 :平縁、無文帯 胴部 :縄文 (LR) 20-37

SK103唯 積土 深 鉢 口縁部 :平縁、縄文

21 SK120堆 積土 深 鉢 胴部 :条痕文

第43図 土墳 (sK)出土土器 (3)
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鼈 遺構 層位 器  形 特  徴 時  期 写真図版

1 SK124堆 積土 深 鉢 口縁部 :平縁 胴部 i渦巻文 後期前葉

2 SK124堆 積土 深  鉢 ヨ縁部 :波状縁、隆線文、列点文 中期末～後期初頭

3 SK124堆 橋上 深  鉢 口縁部 :平縁、貫通孔、環状突帯+列点文 中期末～後期初頭

4 SK124堆 積土 深  鉢 口縁 部 平縁 、斜位刻 目文 沈線文

5 SK124堆 積土 深  鉢 回縁 部 :半縁 、沈線文、縄 文 中期末～後期初頭

6 SK124堆 積土 深 鉢 胴部 :磨消縄文 中期末

7 SK124堆 積土 深 鉢 口縁部 :平縁、無文帯 胴部 :縄文 (RL) 中期末

8 SK124堆 積土 深 外 国縁部 :平縁、無文帯 胴部 :縄文 (LRL) 中期末

SK124堆 積土 深 鉢 底部 :木葉痕 239

SK133'ヒ積十 深  鉢 口縁部 :平縁、無文帯 胴部 :横位沈線、縄 文 (LR) 中期末

11 SK133堆 植土 深  鉢 口縁部 :波状縁、無文帯 胴部 :破繰文、縦位区画沈線文、縄文 (RL) 後期初頭

12 SK133堆 積土 深  鉢 医部 :網代痕

13 SK127堆 積土 深  鉢 口縁部 :波状縁、縦位隆線文 十刻目文 胴部 :横位沈線、縄文

14 SK82堆 積土 深 鉢 回縁部 :平縁 胴部 :横位隆線文、縄文 (RL) 中期末～後期初頭

15 SK82堆 積土 深  鉢 口縁部 :波状縁、隆線文 中期末 2113

16 SK82堆 積土 深 鉢 口縁部 :平縁 胴部 :横位隆線文、縄文 中期木

17 SIt82堆 積土 深  鉢 口縁部 :平縁 胴部 i横位沈線文、縄文 (RL) 中期末 2卜 15

SK82堆 権土 深 I同 部 :降沈線文 +刻 目文、縄 支 中期末～後期初頭

SIC82堆 積土 深 口縁 部 :沈線文

SK82堆 積土 深  鉢 胴部 :隆沈線文、条痕 21-17

SIC82堆 積土 深 鉢 口縁部 :縄文

SK132堆 積土 深 鉢 底部 :網代痕

SK132堆 積土 深 鉢 胴部 :縄文 (R)底部 :網代痕 22-2,28‐ 24
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ISK82土娠】 (第 40図 )

[位置]N34・ E81で確認した。北半部をカクランによって壊 されている。

[重複]重複はない。

[規模]直径1.4m、 深さ0。 42mの不整円形と考えられる。底面は不整形で、壁は急に立ち上がる。

[堆積土]3層に分かれる。地山粒、炭化物、焼土粒を含む黒褐色シル トで、人為的に埋め戻 され

ている。

[出土遺物]縄文土器 (第 44図 14～ 21)、 土偶 (第 52図 3)、 円盤状土製品 (第 53図 7)が出上している。

5 その他の出土遺物

A 土 器 (第 45～ 50)

調査区内で検出された小穴 (Pit)、 古代以降の遺構、西区および東区遺構確認時に出土 した縄文土器

について特徴的な個体を中心に記述する。第45～ 49図は西区出土土器である。第45図 1は波状縁の深

鉢で、胴部がやや張 り、日縁が外反する器形である。日縁の波頂部には円形の盲孔が施 される。胴上

部に沈線で渦巻文が 6単位施 され、単位文様間には、小型の渦巻文と円形の盲孔が 2個加えられる。

第47図 1は平縁の深鉢で、胴上部に玉抱「S」 字状文が施 されている。文様は沈線と隆沈線で描かれ、

磨消縄文手法である。 5は深鉢の胴部破片で、沈線で「0」 字状文が施 され、沈線に沿って列点文が加

えられている。第49図 8は鍔付きの波状縁の深鉢で、胴部には鎖状隆線文が施されている。第50図 は

東区出土の上器で、東区の西端付近で出上 した。 5は深鉢の胴部破片で、平行する沈線で渦巻文が描

かれ、ボタン状貼付文と沈線文間に円形の刺突列が施 されている。

B 袖珍土器・土製品 (第 51、 53図 )

袖珍土器は、深鉢、鉢、壺がある (第 51図 1～ 7)。 1は壼形で、渦巻状の沈線文が施 されている。

3は壺形で、方形区画状隆帯に円形刺突が施 されている。 7は丸底風の鉢形で、無文である。 3は後

期初頭で、その他は時期不明である。

土製品は、上偶、支脚付きの台状土製品、耳飾 り、斧状土製品、土製円盤がある。

第52図 1～ 4は土偶で、 1は SK86土壊 (貯蔵穴)4・ 5層 (人為堆積)か ら出上 し、左腕の一部を

欠損 している。丸みをもった三角形の頭部が板状の胴部から前に突き出 し、両腕が横斜め上方に広

がっている。肩から脇に抜ける貫通孔が施 されている。孔には明瞭な擦れ跡は認められなかった。顔

は、鼻が隆線、日、日は盲孔で表現 されている。目の上から鼻上にかけて剥落痕があり、眉を隆線で

表現 していた可能性がある。脚の表現はない。背面の肩に三叉状にわかれる渦巻文が施 され、首と背

面中央に正中線が施 されている。肩から脇に抜ける貫通孔がある土偶は、一関市清水遺跡 (村上 :2002)

に類例がみられる。 2、 3は土偶の腕部で、 2は表面に平行沈線文、裏面に幾何学的な文様が施 され、

先端にくぽみがある。 3は竹管状工具によって刺突が施 されている。 4は土偶の胴下部で、脚は横に

開いている。表面には正中線とそれに直交する短沈線が 2条施 され、裏面には正中線が施されている。
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遺構 層位 器 形 特   徴 時  期 写真図版
1 P■ 34堆繕 十 深 鉢 口縁部 :波状縁、盲孔、連結渦巻文、磨消縄文 (RL) 後期前莱
2 P■ 343堆 構土 深  鉢 ヨ縁部 :波状縁 胴部 :渦巻文 後期前葉
3 Plt 393堆 檀土 深  鉢 ヨ縁部 弧状文 後期前葉

4 PIt 617堆 積土 深  鉢 ヨ縁部 波状縁 、渦巻文 後期前棄

5 PIt 281堆 積土 深  鉢 El部 :蕨手文 、縄文 後期前薬

6 PIt 86堆 積土 深 鉢 ヨ縁部 :平縁、円形刺突列 胴部 :弧状沈線文、縄文 後期初頭～前葉
7 P■ 349堆積土 深 鉢 ヨ縁部 :波状縁、円文 後期初頭～前葉
8 Pit 642堆 稽 十 深 鉢 同部 :渦巻文、縄文 後期初頭～前葉 2争8

9 P■ 372堆糟士 深  鎌 ヨ縁部 :波状縁、ボタン状貼付文 後期初頭～前葉
10 P■ 250堆積土 深  鉢 同部 :渦巻文、磨消縄文 後期初頭 ～前葉 23‐10

11 P■ 614堆 積土 深  鉢 F・I部 :蕨手文、lVE支 後期前棄 2311
12 P■ 92堆積土 深  鉢 口縁部 :波状縁、ボタン状貼付文、渦巻文 胴部 :渦巻状隆線文 後期初頭 2312
13 PIt 420堆積土 深 鉢 口縁部 :波状縁、渦巻状隆線文 胴き卜:渦巻状隆線文、縄文 (LR) 後期初頭 2313
14 PIt 228堆積土 深  鉢 口縁部 :無文帯 胴部 :鎖状隆線文、縄支 後期初頭 2314

P■ 264堆積土 深 鉢 国縁部 :波状縁、隆線文 十刻目文 胴部 :横位降線文、縄支 後期初頭 2争 15

P■ 47娩積土 深  鉢 口縁部 :波状縁、隆線文、列点文、縄文 中期末～後期初頭 2子 16

17 P■ 646堆 積土 深  鉢 回縁部 i波状縁、鎖状隆線文 後期初頭 23‐ 17

18 PI S110 7堆 積土 深  鉢 口縁部 :鎖状降線支 後期初 5雷 2318
19 P■ 647堆 積土 深  鉢 口縁部 :平縁 胴部 :隆線 文、縄文 23‐ 19

PIt 391堆横土 深 鉢 口縁部 :波状縁、列点文 中期末～後期初頭
2] Pit 194堆積土 深 鉢 回縁部 :波状縁、列点文 中期末～後期初頭 23‐21
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第45図  西区 P此 出土縄文土器 (1)
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遺構 層位 器 形 特  徴 時  期 写真図版

1 PIt 373堆藉十 深  鉢 回縁部 :盲孔  竹書状工具による円形刺突 中期末～後期初頭 23‐ 22

2 PIt 634堆積土 突  起 方形突起 、列点文 後期前葉 23‐ 23

3 PIt 323堆 積土 深  鉢 回縁部 :波状縁 、夕〕点 文 4・l部 :弧状隆沈線文 、縄文 中期末～後期前葉 23‐24

4 PIt 648堆横土 深  外 口縁部 :平縁、隆線文+亥1日 文 中期末～後期初頭 23‐ 25

5 PIt 251堆積土 深 鉢 口縁部 :平縁、円形刺突列、横位沈線文 中期木～後期初頭 2332

6 PIt 373堆積土 深  外 回縁部 :波状縁、隆沈線文+列点文 中期末 23‐ 33

7 PI S110 15堆 積上 深 鉢 胴部 :隆沈線文、縄文 (RLR) 後期初頭

8 Pit SIll1 15堆 稽 十 深  鉢 胴部 |ボ タン状貼付文 、縄文 後期初頭

9 Pit 614雄糟土 深  鉢 口縁部 平縁  胴部 :維位 1笙線 文 キ刻 目文 ボ タン状貼付文、沈線文 後期初頭 23‐ 26

0 PIt 662堆積土 深  鉢 回縁部 :半縁  口縁部 一胴部 :維位隆線 文 +亥1目 文 、磨消縄文 (LR) 中期末～後期初頭

P■ 7堆積土 深  鉢 胴部 :縦位鎖状隆線文、磨消縄文 (駅 ) 後期初頭 23‐ 27

P■ 253堆積土 深 鉢 胴部 :縦位鎖状隆線文、磨消縄文 (LR) 後期初頭 23‐35

PIt 609堆積土 深  鉢 胴部 :隆線文 +刻 目文、縄文 後期初頭

P■ 382堆横土 深  鉢 胴部 :隆線文 十刻 目文、縄文 (RLl 後期初頭

5 Pit 347堆 積 十 深  鉢 1同 部 ,膨猛線支 +フ U目 文 後期初 I・ n 23-31

P■ 648堆槽土 深  鉢 1同 部 :鎖状隆線 文、縄 文 後期初頭 23-38

P■ 435堆積土 深  鉢 lF・l部 :隆線文、縄文 後期初頭

P■ 386堆 積 土 深  鉢 胴部 :鎖状隆線文、ボタン状貼付文、縄文 後期初頭

9 P■ 648堆積上 深 鉢 口縁部 :平縁、破線文 1同 部 :縦位沈線文、列点文、縄文 (LR) 中期木

Pit S110 16堆積土 深  鉢 口縁部 :平縁、無文帯 胴部 :隆線文、方形沈線文、縄文 (L) 中期末～後期初頭

P■ 353堆積土 深  鉢 国縁部 :平縁、無文帯 丹Π部 :隆線文、縦位沈線文、縄文 中期木

Pit 314)t稽 十 深  鉢 口縁部 :平縁、無文帯 、横位隆線 文

P■ 251堆糟土 深  鉢 胴部 :鎖状隆線 文 、縄 文 後期初頭

P■ 249堆積土 深  鉢 口縁部 :渦巻状隆線 文 中期末～後期初頭

P■ 391堆 積土 深  鉢 1同部 :弧状沈線 文 、縄 文 中期末

P■ 391堆積土 深 鉢 口縁部 :波状縁 胴部 1弧状隆沈線文、縦文 中期末

第46図  西区 PК 出土縄文土器 (2)
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No 遺構 層位 器  形 特   徴 時  期 写真図版
1 P■ 3■ 雄積土 深  鉢 回縁部 :平縁、玉抱 IS」 字状文、磨消縄文 (RL) 中期末
2 P■ 399堆 積土 深 鉢 口縁部 :波状縁、無文帯 胴部 :沈線文、縄文 (LRl 中期木
3 P■ 391堆 積土 深  鉢 口縁部 :波状縁、隆沈線文、縄支 24-4

4 Pit 664堆 糟十 深 鉢 胴部 OJ字状文、磨消縄文 (R) 中期末

5 PIt 394堆 積土 深  鉢 胴部 0」 字状文、磨消縄文 (RL: 中則末
6 P■ 206堆 積土 深  鉢 月Πき卜: クランク】犬文、 磨1肖縄文 (RL) 中期末 24■ 2
7 PI S110 151t積土 深  鉢 ヨ縁部 :平縁、無文帯

8 P■ 350雄 積土 深  鉢 ヨ縁部 :平縁、無文帯 24■ 4
9 Pit 206堆 桜土 深  鉢 口縁部 :平縁、無文帯 胴き卜i縄文 24■ 6

PIt S110-16堆 積土 深  鉢 口縁部 :平縁、無文帯 胴部 縄文 (RLR)
P■ 8堆積土 深 鉢 口縁部 :平縁、無文帯

Bt 941t積 土 深 鉢 ヨ縁部
「
平縁、無文帯 胴部 :縄文

P■ 347堆 積土 深  鉢 口縁部 :平縁、縄文 (LR)

14 P■ 648堆 積土 深  鉢 口縁部 :平縁、無文帯 胴部 :横位隆線文、縄文 24‐ 17

15 Pit 391堆 積土 深  鉢 口縁部 :平縁 、縄文 (RL)

16 Pit 91堆積上 深 鉢 月同言卜:縄文 (LR) 24‐ 21
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第47図 西区 P比 出土縄文土器 (3)
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叱 遺構 層位 器  形 特   徴 時 期 写真図版

ユ P止 347堆 積土 深 鉢 同部 :縄文 (馳)底 部 :木乗痕 2542317

2 P■ 399堆 積土 深 鉢 部 :木葉痕 2313

3 PIt 330堆 積土 深  鉢 部 :網代痕 2315

4 Pit 392堆 糟土 深  鉢 28‐4

5 PIt 648堆 積土 深  鉢 同部 :縄文 (RL)底部 :網代痕

6 P■ 664地 積土 深 鉢 氏部 :網代痕

7 P■ 399堆 積土 深 鉢 同部 :縄文 (RLl 底部 :網代痕 255,232

8 P■ 665堆 積土 深 鉢 同部 :縄文 (RLl 25‐12819

9 P■ 506堆 積土 深 鉢 阿部 :縄文 (RL) 2子2

10 PIt 399堆 積土 深  鉢 同部 :縄文 (RL) 25毛

第48図 西区 PК 出上縄文土器 (4)
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No 遺構 層位 器 形 特   徴 時  期 写真図版

1 S11‐ 1層 深 鉢 底部 :網代痕、円盤状土製品か

S12柱 穴堆積土 深  鉢 口縁部 :波状縁、無文帯 胴部 :ボ タン状貼付文、鎖状隆線文 後期初頭

3 S122層 1栗  鉢 lΠ部 :沈線文 、列点文、縄 文 (RL) 中期末一後期初頭

4 S11周層 深  鉢 l同部 :暦消縄文 (RL)、 隆線文 士列点文 中期末

5 S111■ 層 深 鉢 胴部 :隆沈線文 、ヘ ラ状工具 による刺突列 後期初頭 21‐22

6 SIH貯蔵穴 深 鉢 口縁部 :波状縁、隆線文 2123
7 SK104 鉢 円形沈線文

8 SD56堆 積土 深 鉢 口縁部 :波状縁、鎖状隆線文、渦巻状隆線文 後期初頭 2■24

9 SD57堆 稽 十 深  鉢 口縁部 :波状縁、隆線文 21‐25

[0 西区遺穏確認面 深  鉢 回縁部 :平縁、無文帯、検位隆線文

11 SD125堆 積土 深  鉢 口縁部 :平縁、ボタン状貼付文、弧状文、列点文、縄文 (RL) 後期初頭 2127
12 働 125堆積土 深  鉢 回縁部 :半縁 胴部 :隆線文 、縄 文 中期末一後期初頭

13 SD125堆 積土 深 鉢 日縁部 :平縁 胴部 :縦位隆線文 十刻目文、沈線文、縄文 (RL) 中期木～後期初頭 2129
14 SD125堆 積土 深 鉢 口縁部 :平縁、無文帯 胴部 :隆線文 +刻 目文 中期末～後期初頭

15 SD125雄 積土 深 鉢 口縁部 :平縁、無文帯 胴部 :縄文 (RL) 中期末～後期初頭

SD12雖積土 深 鉢 胴部 :隆線文 +刻 目文 後期初頭

SD12陀積土 深  鉢 阿部 :5fl状沈線文、縄文 (RL) 中期末～後期初頭

SD125堆 積土 鉢 口縁部 :平縁 、円形刺突列 (R) 2134

SD125堆 積土 深  鉢 口縁部 :渡状縁 、渦巻支 、縄 文 (R) 後期前棄 2+35
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第49図 西区出土縄文土器
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第50図 東区出土縄文土器

1は共伴 して出上 した土器から、後期初頭～後期前葉のものと考えられる。 2、 4は大木10式新段

階～後期初頭のものと考えられ、 3は時期不明である。

第51図 8は四脚付の台状土製品で、同形の石皿を模 していると考えられる。

同図 9～ 12は耳飾 りで、滑車状耳飾 り3点 と球形のものがある。 9は貫通孔があり、表面に円形刺

突によって孔の周囲と縁辺に円文が描かれ、 2条一組の刺突列でそれを連結 している。裏面は無文で

ある。10、 11は断面が「く」字状の臼形で、11に はLR縄文が施 されている。12は玉状で貫通孔があり、

無文である。 9、 11は共伴 して出土 した土器から大木10式期、その他は時期不明である。

第52図 5は斧状土製品の先端部と考えられ、表面にはLR縄文が施 されている。S110住居跡 lb層か

ら出上 しており、大木10式期のものと考えられる。斧状土製品は、大衡村上深沢遺跡や岩手県大迫町

観音堂遺跡などで出土 している。

第53図は円盤状土製品で、土器片を加工 して円形に仕上げているものを円盤状土製品とした。24点

出土 している (第 53図 、写真図版27)。 平面形では不整円形のものと楕円形のものがある。ほとんどは

土器の胴部破片を素材とし、 8は円形の突起を素材としている。周縁に敲打が加えられ、全体の形が

作 られている。12は周縁を敲打後、一部研磨を加えている。大きさは直径 4 cm前後のものが多く、使

用の痕跡が認められるものはなかった。表面は地文のみのものが多く、文様がみられるものは 4点あ

る。表面の文様から14と 15は後期前葉と考えられるが他は時期不明である。

Nα 遺構 層位 器  形 特  徴 時  期 写真図版

1 東区遺構確認面 深 鉢 ヨ縁部 :波状縁 胴部 :渦巻文、盲孔、縄文

2 東区遺構確認面 深  鉢 コ緑部 :波状縁 、渦巻状降線 切頭 ～前葉

3 東区遺 構確認面 深  鉢 口縁部 波状縁 胴部 :隆線文 、縄文 後期初頭 ～前葉

4 深  鉢 日縁部 :半縁 、無文骨  1同部 :横位沈線 文 、縄 文 (RL)

5 東区遺構確認面 深  鉢 胴部 :渦巻文、ボタン状貼付文、刺突列 後期初頭 2+41

6 東区遺構確認面 深 鉢 胴部 :鎖状隆線文、縄文 (LR) 後期初頭

7 束区遺構確認面 深  鉢 胴部 :平縁、沈線文、縄文 (LR) 2}37
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遺構・層位 器  形 特  徴 時 期 写真図版

1 田 3堆積土 壺 伺部 波状文

2 SK33雄 積土 同部 :渦巻文 232

3 訳 107堆積土 壷 口縁部 :平縁 胴部 :方形区画文 +円形刺突 後期初頭 269

4 S110‐ lb層 胴部 :無文

5 創2掘方埋土 胴部 :沈線文、刺突列 26-6

SK133堆 積土 鉢 口縁部 :平縁 胴部 :無文 (ナ デ)底 部丸底気味

7 S11∈ la層 深 鉢 桐部 :無支 底部 に凹面 26-5

8 SK87堆 積土 台状上製品 四脚付 、全面 ナデ調整 233

9 SIll1 lb層 rT 飾 滑車状、表面 :円形刺突列による円文、裏面 :無文 貫通孔

S110付近遺構確認面 耳  飾 「くJ字状、縄文 268

11 S11∈ lb層 耳 飾 「くJ字状、縄文

PIt 372堆 積土 耳 飾 玉状、無文 25H

第51図 鰻沢遺跡出土袖珍土器、土製品

C 石 器 (第 54～ 57図 )

遺構出土石器が少なく、まとまりとして捉えられないため、遺跡出土石器について一括 してその特

徴を述べる。器種は石鏃122点、石匙 5点、石錐 4点、不定形石器、剥片、石核、磨石、凹石、敲石、

石皿、石製円盤などがある。今回の調査では、石斧はなく、石核 もほとんど出上 していない。定形石器

に使われている石材は、碧玉 。鉄石英が最も多く、ついで頁岩、黒曜石などがある。
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0                5cm

血 器 形 特   徴 写真 図版

l SK864 5層 土  偶
左腕欠損。頭部 :円 盤状、円形刺突によって 目・口 鼻穴を表現、鼻は粘土貼付。目上部に剥落痕あり、

眉の表現か。胴部 :板状、前面無文、背面、首に中軸線、肩に三叉状渦巻文。腕部上から下に貫通孔
2卜 1

2 SK97堆 積土 土  偶 婉部 表面に平行沈線文、背面に幾何学文、先端に凹部 27お

3 SK82堆 積土 土  偶 流部 :全面に竹管状工具による刺突 242

4 SK100堆 積土 土  偶 胴部 :表面に中軸線 と横位短沈線文、裏面に中軸線、脚部 :無文 27望

5 S1101a 斧状土製品 先端部のみ残存、表裏面に RL縄文 2作5

第52図 鰻沢遺跡出土土偶、斧状土製品
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遺構 層位 長径 (mm) 短径 (mm) 重量 (富 )

1 S110■b)唇

2 S110‐ lb層 275 63
3 S1101b層

4 S110堆積十

5 関 堆植土

6 S燈 7堆積土

7 SK82堆 積土

8 SK120堆 積土

9 SK90堆 積土

SЮ 5堆積土

SK100堆 橋土

SK100堆 植土

第53図 鰻沢遺跡出土円盤状土製品

【剥片石器】 (第 54、 55図 、写真図版29～ 31)

定形石器は形態の特徴から次のように分類 した。

石 鏃 (54図 )

122点出土 している。これらは基部と側縁の形態に違いがあり、以下のように分類 した。

A 凹基 :基部の中央にえぐりを入れて凹状にしているもの (1～ 15)

1 側縁が強 く膨 らむもの (1)

2 側縁が直線的か、やや膨 らむもの (2～ 13)

3 側縁が凹むもの (14、 15)

B 平基 :基部をほぼ直線的にしているもの (16～ 19)

C 凸基 :基部側縁にえぐりを入れて、凸状の茎部をを作 り出しているもの (21)

D 丸基 :基部を丸 く膨 らませているもの (20)

E 基部が棒状のもの (写真図版30‐46、 47)
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No 遺構 層位 長径 (mm) 短径 (mm) 重量 (

SK100堆 積土 56

SK120堆 積土 375 8

5 SD4堆糟 十 6

6 SD56堆 植土 6

SD57堆 積土

PIt 409

Pit 656

SK124堆 積土

西区遺構確認 202

東区潰積確認

東区遺構確認

東区遺構確認
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第54図 鰻沢遺跡出上剥片石器 (1)
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第55図 鰻沢遺跡出土剥片石器
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石 匙 (第 54図 )

5点出上 している。主要刃部に対 してつまみ部軸線がほぼ平行なもの (28)と 主要刃部に対 してつ

まみ部軸線が斜方向なもの (25)が ある。

石 錐 (第 54図 )

13点 出上 している。錐部の全面を調整 し棒状に作出したもの (26、 27)、 素材の一端に錐部を短 く作

出したもの (29)、 錐部を尖頭器状に作出したもの (30)が ある。

これらの器種の中では石鏃が比較的まとまった資料が得 られた。各類型ごとに比較すると、A2類

(凹基)が最 も多く出上 し、石鏃全体の約 5割に相当する。凸基 (C類 )、 丸基 (D類)は非常に少な

い。A2類に次いで、B類 (平基)が多くみられる。B類は薄手のもの (第 54図17)と 厚手のもの (同

図20)が ある。このように鰻沢遺跡出上の石鏃は、形態から大別 5類型に分類 され、その中で凹基 (A

類)を主体とし、約 6割に相当する。本遺跡と時期の近接する菅生田遺跡 (縄文時代中期末～後期初頭 )

と比較すると、菅生田遺跡では凹基が全体の 6割、平基、丸基は各 1割未満、凸基の出土はない。凸

基の出上が本遺跡でわずかに認められる点を除いて良く一致している。出土数からみた石鏃の形態的

特徴はこの時期の特徴があらわれていると考えられる。

不定形石器 (第 55図 )

不定形石器は、素材となる剥片に両面加工を施しているものと片面のみに加工を施しているものと

に大きく分かれる。両面加工の不定形石器には、縁辺に調整剥離を巡らして、尖頭器状のもの (1)、 厚

手の円形のもの (2)、 小型のヘラ状のもの (3)、 棒状のもの (4)が ある。片面加工の不定形石器

は、一方の側縁に調整剥離が施されているもの (5、 11)と両側縁に調整剥離が施されているものが

ある (6～ 9、 10、 12)。

【礫石器】(第 56、 57図 、写真図版34～ 37)

敲石、磨石、凹石、石皿が出上している。敲石、凹石、磨石は、ほとんどがそれぞれの機能を複合

しており、形態と使用痕跡から推定される主要な機能に基づいて分類を行った。石皿は脚をもつもの

(第 56図 8)と 不整形で形状の加工を施さないもの (第 57図)がある。

円盤状石製品 (第 56図 7、 写真図版34-1)

直径約 5 cmの不整円形で縁辺に敲打が加えられて整形されている。大きさ、形態は円盤状土製品と

類似する。使用痕跡は認められなかった。
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第56図 鰻沢遺跡出土礫石器 (1)
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Ⅱ 古 代

竪穴住居跡 4軒、土羨 3基、溝跡 4条 を発見した。

1 竪穴住居跡 (SI)

西区西部で 4軒確認 した。

【S11住居跡】 (第 58図 )

[位置]N14・ E13で確認 した。カマ ドの一部と住居跡南東部は調査区外にのびる。

[重複]SD 4溝跡と重複 し、これより古い。

[規模 。平面形]北辺4。 7m、 西辺5,Omの方形である。

[堆積土]1層認められる。地山粒、炭化物を含む暗褐色シル トで自然堆積である。

[壁]地山を壁としており、床面から住居跡の外側にやや開いて立ち上がる。壁高は残 りのよい南辺で

17cmで ある。

[床面]ほぼ平坦である。住居跡の南辺付近は厚 さ3～ 9 cmの 掘方埋土を床面とし、その他の部分は

地山を床面としている。

[床面の焼面]床面南部で焼面 1カ所を確認 した。

[主柱穴]4個検出し、そのうち 3ヶ 所で柱痕跡を確認 した。柱間寸法は北西主柱穴―北東主柱穴で

2.2m、 北西主柱穴―南西主柱穴で2.7mで ある。柱穴の平面形は長径28～ 42cm、 短径22～ 28cmの 楕円形

で、深 さが32～ 52cm、 堆積土は地山粒を合む褐色シル トである。柱痕跡の平面形は直径16～ 22の 円形

で、堆積土は炭化物を合む暗褐色シル トである。

[周溝]南西部分は未確認だが、ほぼ全周で確認 された。カマ ド部分で途切れる。幅 8～ 17cm、 深 さ

5～ 9 cmの壁材痕、幅12～ 18cmの掘方を検出した。北西隅、北東隅で土羨と重複 し、これより古い。

No 遺  橋 種  類 土  色 土  性 備 考

I

Ыl

(∬  )

(B― B')

(C― C')

1層 ほ褐色 10Ⅵ毬/4 ンル ト え化物を含む (自 然堆積)

2 周溝掘方埋土 掲 色 101TR4/4 粘質 シル ト 也山プロ ックを多く合む

3 周溝壁材痕 嗜褐色 10Ⅵ毬/3 ンフレト え化物 を含む

4 掘方埋土 曽褐色 ЮⅥ昭/3 シル ト質粘土 地山プロック、砂粒を多く含む

煙道内堆積土 曽褐色 7開R3/3 シフレト 焼土ブロック、炭化物、灰を多く含む

6 南東ギ柱穴緯痕跡 褐色  lllYR3/3 ンル ト 炭化物 を含む

商東主柱穴掘方埋土 褐色  lllYR3/4 シル ト

1

1ヒ 東隅土娠
喧褐色  lll■TR3/3 ンフレト 地山粒を多く含む。焼土小ブロック、炭化物 を含む (人為堆積 )

北西隅土躾

(3E')
ヒ褐色 lllYR3/4 ,レ ト 炭化物を多く含む (自 然堆積 )

褐 色 10■TR4/4 地山粒を含む (人 為堆積 )

北西主柱穴

(F‐ F')

柱痕跡 喧褐色 lllYR3/3 炭化物を含む

掘方埋土 13 色 10YR4/6 砂質ンル ト 地山粒、砂粒を含む

北東主柱穴 柱痕跡 褐色  lllYR3/3 ングレト 炭化物 を含む

(G‐ G') 掘方埋土 弓 色  10YR4/6 粘質 シル ト 地山粒 を多 く含む

南西主柱穴

(H―■ )

柱痕跡 暗褐色  10Ⅵ略 /3 シル ト 炭化物 を含む

掘方埋土 掲 色 10YR4/6 砂質 ンル ト 地山粒、砂粒を多く合む

壁除の柱穴

(I■ ')

柱痕跡 官褐色 10YR3/3 ンル ト 炭化物を含む

掘方埋土 喧褐色 101R3/4 地山粒を含む

掘方埋土 褐 色  75Ⅵ望/6 粘質シル ト 地山ブロックを多く含む
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第59図  Sl l住居跡出土土器

[土羨]住居跡北東隅と南西隅付近で検出した。北東隅の土羨は長径89cm、 短径80cm、 深 さ20cmの 円

形で、断面形は皿状を呈する。地山・焼土ブロックを含む暗褐色シル トで人為的に埋め戻 されている。

位置的にみて貯蔵穴の可能性がある。北西隅の土羨は平面形が長径96cm、 短径76cmの楕円形で、深 さ

は34cmで ある。断面形は福鉢状を呈する。地山粒を多く含む褐色シルトで人為的に埋め戻されている。

[壁柱穴]住居跡北東隅、北西隅、南西隅に柱穴が認められた。周清と重複 しこれより古い。

[カ マ ド]東辺の中央でカマ ドのかき出し部と調査区壁に煙道の一部が確認された。かき出 し部に焼

面はみられず、焼土、灰、炭化物のブロックが集中している。

[出土遺物]機能時、または廃絶時の遺物として、床面から非ロクロの土師器邪、甕、鉢が出土 して

いる。また、構築時の遺物として、周溝から須恵器蓋が出土している (第 59図 )。

【S12住居跡】 (第 60図 )

[位置]N23。 E23で確認した。住居跡南東隅は調査区外にのびる。住居跡北辺は大部分が撹乱によっ

て失われている。

[重複]SK84土羨、SD 3、 SD 4溝跡と重複する。SK84土羨より新しく、SD 3、 SD 4溝跡より古い。

76

Nr 種 類 遺構 層位 口  径 は  径 器  高 残  存 特   徴 写 真図版

1 上師器郭 床 面 150 1/6
身Fロ クロ調墜。711曲 :1本 い部 lこ段、 L」 縁 ヨコナテ、1不晋い̂ヽ ラ ミカキ.1月 lm:お ラヽ ミカキ

2 須恵器蓋 周 溝
つ まみ以

外残存

つ まみ 欠損。外面 :ロ クロナデ→体部 回転 ヘ ラケズ リ→つ まみ接 合→ ロクロナ デ。内
面 :ロ クロナデハ重ね雄 き痕 _14成 時 dllみ合わ され た言台イのロイモ13 2cm、 台径8 5cm

342

3 土師器墾 床  面 174 破 片 非ロクロ調整。外面 :1同部ハケメ→口縁 ヨコナデ。内面 :胴部ハケメ→口縁 ヨコナデ。 343
4 土師器鉢 床  面 非ロクロ調整。外面 :磨 き、摩滅。内面 :ヘ ラミガキ→黒色処JBII。
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第60図 S12住居跡 平面図・断面図 (1/50)
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遺 構 種 類 土   色 土 性 備 考

1

S12

(角ギ )

(3-B｀ )

ユ層 菅褐色 OY留/3 ンフレト (自 然堆橋 )

2 2層 嗜褐 色 OW臀/4 ンル ト 灰白色 火山灰 を多量 に含む  (自 然堆積 )

3 3層 掲色 OYR3/3 シフレト 冤土粒、炭化物 を極少量含む (自 然堆積 )

4 カマド天丼部崩落土 婚褐色 OYR3/3 ンル ト 匂色粘土大ブロック、焼土 を多量に含む

5 カマ ド内堆積土 菅褐色 餞R3/4 シルト 焼土粒を多量に含む カマ ド廃絶後 (自 然堆積 )

6 煙道天丼部崩落土 砦褐色 OW電/3 白色粘土大ブロック、焼土 を多く含む

7 煙道天丼部崩落土 嗜褐色 OYR3/4 焼土粒、自色粘土小粒を多く含む。炭化物 を含む

8 煙道壁崩落土 嗜褐色 儀R3/4 シル ト 地山粒 、焼土小 ブ ロ ックが全体 に広が る

9 自然流入土 砦褐色 llYR3/3 ンル ト 地山小 粒 を少量 含む  (自 然堆積 )

10 揮道崩落土 婚褐色 ll■TR3/4 シルト lyt土粒を多く含む。白色粘土小ブロックを少量含む

11 自然流 入土 悟褐色 OЧ留 /4 シル ト 焼土粒を全体的に含む (自 然堆積土 )

カマ ド掻出部堆積土 嗜褐色 0円 /3 焼土粒、炭化物 を多量に含む

13 貼床 嗜褐色 OY電 /3 シル ト 地山ブロックを多 く含む

14 周濤掘方埋土 培褐色 OYR3/4 地山粒 を多く含む

15 周溝掘方埋土 にぶい黄褐色1儀R4/3 ンル ト 地山粒 を少量含 む

1 北西主桂穴

(CC')
柱痕跡

'き

褐色 OYR3/4 シルト 地山 ブロ ック多 く含 む

2 掘方埋土 H音褐色 lllTR3/3 シル ト 炭化物 を含む

1 南西主柱穴

(D― D')

柱痕跡 暗褐色 OY臀/4 シル ト 地山小ブロックを含む

2 掘方埋土 暗褐色 OW電/3 ンル ト 地山中ブロックを含む

1 北東主柱穴

(E―E')

暗褐色 OW電/3 白色粘土、焼上粒 を多く含む

2 黒褐色 OYR3/2 シル ト

[規模・平面形]南辺約6.2m、 西辺約6.2mの方形である。

[堆積土]2層に分かれる。焼土、炭化物を含む暗褐色シル ト、その上に灰白色火山灰を多く合む暗

褐色シル トが約10cm堆積している。いずれも自然堆積である。なお、S12住居跡堆積土はSK84土羨の

位置で陥没がみられる。

[壁]地山を壁としており、床面からほぼまっすぐに立ち上がる。壁高は残りのよい東辺で34cmで あ

る。

[床面]ほぼ平坦である。住居跡の中央付近は厚 さ10cm程の貼床を床面とし、その他の部分は地山を

床面としている。

[主柱穴]4個検出し、そのうち 4ヶ 所で柱痕跡を、 2ヶ 所で柱の抜き取 り穴を確認 した。柱間寸法

は北西主柱穴一北東主柱穴で3.8m、 北西主柱穴―南西主柱穴で3.6mである。柱穴の平面形は長径40～

42cm、 短径86～ 50cm、 の楕円形で、深 さが46～ 67cm、 堆積土は地山ブロックを含む黒褐色シル トであ

る。柱痕跡の平面形は直径18～ 28cmの 円形で、堆積土は地山小ブロックを含む暗褐色シル トである。

[周溝]南東部分は未確認だが、ほぼ全周で確認 された。カマ ド部分で途切れる。幅20～ 28cm、 深 さ

6～ 13cmの周溝を検出した。壁材痕、壁柱穴は確認されなかった。

[カ マ ド]東辺のやや南寄に付設されている。カマ ド天丼部、左側壁、煙道は住居廃絶後に崩落 して

いる。カマ ド本体は壁内幅約94cm、 奥行約67cmで、側壁の長 さは約60cmで ある。ある程度地山を削 り

出し、その上に自色粘上を積み上げて構築 している。煙道は、長 さ1.8m、 幅44cm、 深さ約17cmで 、先

端に向かって次第に浅 くなる。先端部は直径56cmの 円形のピット状 を呈 し、煙道底面より約28cm深 く

なっている。カマ ド側壁の外側には掘方が直径約30cm、 深さ約25cm、 柱痕跡の平面形が約15cmの 円形

の柱穴がある。カマ ドの前面には、堆積土に焼土、炭化物を多く含む、長径57cm、 短径46cmの 円形の

ピットがあり、かき出し部と考えられる。
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No 種  類 口  径 底  径 器  高 残  存 特   徴 写真図版

1 須恵器郷 2層 外面 :辰部ヘ ラ切 りか焼成不良ハ 3作 5

2 須恵器邪 2層 ほぼ完形 外面 :底部 ヘ ラ切 り。 3卜 6

3 須恵器 lTN カマ ド 外面 :底部ヘ ラ切 り。火欅痕顕著。 3み 7

4 須恵器郭 周溝埋土 1/2 外面 :底部回転糸切り無調整。粘土紐積上痕。 348
5 土師器寮 カマ ド 破片 ロクロ調整。国縁部受け口状。 3子9

6 頂恵器高台 jT 2 1/4 ヘラ切 り→台部接合→ ロクロナデ。焼成前ヘラ記号「―」。台径8 9cm 37‐ 10

7 演恵器長頸蔦 1 回頸部 1/2 内面に粘土紐積上痕。黒茶色。残存高8 7cm 11

8 土師器姿 煙道堆横土 189
/1・ 国 :娯部ハ ケメ縦万同。 4H凱

`ハ
タ メ→ヘ ラ ミカキ、ヘ ラタス リ。眸寂。肉白 :ハ ク

37‐ 13

9 須恵器甕 2層 国径部 1/5

ロクロ調整。外面、回径部に鋸函文。胴部平行叩き目。内面 :口 頸部ロクロナデ→苺
ナデ。胴部放射状叩き目。焼成堅級。SIH l層 、SB166柱 穴、SD125堆 積土から同一枢

体出土接合。

38-1

第61図 S12住居跡出土土器
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[出土遺物]機能時、または廃絶時の遺物として、カマ ドから須恵器郭、ロクロ土師器甕が出上 した (第

61図 3～ 5)。 5の甕は口縁部を下にした状態でカマ ド中央から出上 しており、カマ ドの支脚に関係す

るものと考えられる。また、周溝埋土から須恵器邪、土製支脚 (写真図版37-12)が 出土 している。廃

絶後の遺物 としては、煙道堆積土から非ロクロの上師器甕、住居跡堆積土から土師器不、須恵器高台

lTX、 甕、長頸壺などが出土 している (1、 2、 6～ 9)。

IS111住居跡】(第 62図 )

[位置]N30。 E38で確認した。

[重複]SK104、 SK145、 SK156、 SK157、 SK158土娠、SD36溝跡 と重複 し、これより新 しい。

[規模 。平面形]南辺約4.8m、 西辺約4.7mの方形である。

[堆積土]2層 に分かれ る。地山ブロックを多 く含む褐色砂質 シル トが住居跡壁際に堆積 し、その上に

地山ブロック、灰白色火山灰のブロックを含む暗褐色シルトが堆積している。いずれも自然堆積であ

る。

[壁]地山を壁としており、床面からほぼまっすぐに立ち上がる。壁高は残 りのよい南辺で20cmであ

る。

[床面]ほぼ平坦である。住居跡の中央付近と西辺付近に部分的に貼床がみられる。その他の部分は

地山を床面としている。

[主柱穴]検出されなかった。

[周清]ほぼ全周で確認 されるが、カマ ド部分で途切れる。幅 8～ 29cm、 深 さ2～ 8 cmで ある。壁材

痕は西辺の一部で確認された。

[カ マ ド]東辺のやや南寄に付設 されている。カマ ドの右側壁と燃焼部を確認 した。カマ ド本体は壁

内幅約76飢 、奥行約106cmで 、側壁は地山を肖1り だした上に白色粘土を買占り付けて構築 している。右側

壁は礫片を心材としている。側壁の長 さは約42cmで、燃焼部は東壁から張 り出すように地山を50cmほ

ど掘 り込んで造られている。燃焼部中央に支脚石が据えられている。

[土羨]南東隅で検出した土娠は直径約80cm、 深さ18cmの円形である。底部は平坦で、壁は緩やかに

立ち上がる。堆積土は焼土ブロック、地山ブロックを多く含む灰黄褐色のシル トなどで人為的に埋め

戻 されている。位置的に貯蔵穴の可能性がある。

また、本住居跡内西辺沿いに、S111住居跡より古いSK104、 SK145、 SK156、 SK157、 SK158土羨を

検出した。これらの土疾は堆積土上層に地山ブロックを多く含むにぶい黄褐色シル ト層が確認 され、

それらは硬 くしめられていることから、住居構築時に土羨上に貼床 をしたか、土羨を人為的に埋め戻

して床面にしたと考えられる。

[出土遺物]機能時または廃絶時の遺物としては、須恵器甕の胴部破片が床面から出上 している (第

63図 9)① 廃絶後の遺物 として、堆積土からロクロ土師器郭、須恵器邦、ロクロ土師器甑などが出土 し

ている (同図 1～ 8)。
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遺 構 種  類 土  色 土  性 備 考

S111

(Af/■ )

唯糟土 暗褐色 10YR3/4 シアレト 地山小ブロックを多く合む。灰白色火山灰ブロックを含む (自然堆積 )

2 壁崩落土 掲 色 10YR4/4 ンル ト 地山粒を多く含む (自 然堆積 )

3 壁材痕跡 黒褐色 10YR3/2 砂質ンル ト

4 周溝掘方埋土 にぶい黄褐色 10YR4/3 ンル ト

5 SK156 l層 黒褐色 101TR2/3 シル ト 3色 土が混じる。1～ 3cmの 地山プロックを多く合む (人為堆積)

6

SK157

1層 黒褐色 ЮⅥ磁/3 ンル ト ]色上が混 じる。1～ 3cmの 地山ブロックを多く含む (人為堆積 )

7 2層 Hき褐色 10YR3/3 ンルト 5mm位の焼土ブロックを含む

8 3,唇 にぶい責褐色 10YR6/4 粘 上

9 4R雪 増褐色 10■TR3/3 ンル ト 5mm位の焼土ブロックを含む

飢11 貼床 にぶい黄褐色 10YR4/3 5～ 10mmの 地山プロックを多く含む

SK158
1層 暗褐色 10Ⅵむ/4 地山ブロックと焼土ブロックを非常に多く含む。須恵器出土 (人為堆積 )

2層 褐 色 10YR4/4 ンル ト 焼土 を含む

1 Pit(CC') 黒褐色 10YR3/2 ンルト 戻化物 を多 く含む

1 Rt(D‐ D') 色  10YR4/4 ンルト と化物を多く含む

1

PIt(3E')
培褐色  10YR3/3 ンル ト

2 灰黄褐色 10YR4/2 ンル ト 地山ブロック、焼土ブロックを多く含む (人 為堆積 )

第62図  S111住居跡 平面図・断面図 (1/50)
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種 類 口  径 底  径 器  高 残  存 特   徴 写真図版

1 上師器郭 1層
ロクロ調整。外面 :ほ部切 り離 し不明→手持ちヘラケズ リ。内面 :ヘ ラ ミガキー黒色処理。塀
戎不良 335

2 土師器邪 l層 ロクロ調整。外血 :底部切 り離 し不明→体下部～底部回転ヘラケズ リ。内面 !ヘ ラミガキ→冥
色処理。焼けはじけ有 3&2

3 上師器邪 SK158‐2層
ロクロ調整。外向 :ほ部回転系 切 り無調整。体下部手持 ちヘ ラケズ リ。内面 :ヘ ラ ミガキー纂
色処理

4 須恵器 ITN SK158‐2層 外面 :回転糸切 り無調整。焼成不良。灰白色。住居に伴 う土疲か 38毛

5 須恵器野 外面 :回転糸切 り無調整。焼成不良。灰白色。住居跡より新 しい PIt

6 土師器贅 l層
ロクロ調整。国縁部受け口状。外面 :胴部ロクロナデ→ヘ ラケズ リ。内面 :ロ クロナデ、粘土
紐積■痕

7 土師器甑 l層 収手付進のみ残存。ロクロ調整。外面 :ロ クロナデ→取手接合→接合部指ナデ。内面 :ロ クロ
ナデ。取手 :削 り

8 土師器甕 1層 1/2 lFロ クロ調整。外面 :ハ ケメ→国頸部 ヨコナデーヘラミガキ。内面 :ハ ケメ→口頸部 ヨコナテ

9 須恵器摯 床  面 破  片 ■面 :格子状ロロきロハ内面 :ナ デ
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【S112住居跡】(第 64図 )

[位置]N33・ E51で確認した。

[重複]重複はない。

[規模 。平面形]南辺約5.3m、 西辺約5。4mの方形である。

[堆積土]1層認められる。地山粒、炭化物を含む暗褐色シル トで、自然堆積である。

[壁]地山を壁としており、床面からほぼまっすぐに立ち上がる。壁高は残りのよい北辺で40cmであ

る。

[床面]ほぼ平坦で、住居跡の北西付近で貼床がみられる。中央部分は掘方埋土、その他は地山を床

面としている。

[主柱穴]4個検出し、そのうち 4ヶ 所で柱痕跡を、 3ヶ 所で柱の抜 き取 り穴を確認 した。柱間寸法

は2.7m等間である。柱京の平面形は長軸44～ 56cm、 短軸38～ 42cmの方形または円形で、深さが52～ 65

cm、 堆積土は地山粒を含む暗褐色シル トである。柱痕跡の平面形は12～ 32cmの 円形で、堆積土は地山

粒、炭化物を含む暗褐色シル トである。

[周溝]ほぼ全周で確認 された。カマ ド (古 )部分で途切れる。幅 8～ 29cm、 深 さ2～ 8 cmの 周溝を

検出した。壁材痕は各辺において部分的に確認 された。

[カ マ ド]北辺中央と東辺中央に付設されている。北辺のカマ ドが古 く、東辺に作 り替えられている。

北辺のカマ ド (古)は燃焼部と側壁を確認 した。煙道は調査区外にのびる。カマ ド本体は壁内幅約44

cm、 奥行約62cmで、側壁は、長 さ約70cmで、白色粘土を積み上げて構築 されている。煙道は幅約34cm

で、カマ ド燃焼部から約30cm高 くなっている。カマ ド (古 )は、天丼、側壁が壊 され、燃焼部を埋め

戻 して床面にしている。周溝は新 しく造られていない。東辺のカマ ド (新 )は、燃焼部と側壁を確認

した。カマ ド本体は壁内幅約52cm、 奥行約70cmで、側壁は長 さ約60cmあ り、白色粘上を積み上げて構

築 されている。燃焼部は周清を埋め戻 した後、その上に構築 され、煙道は燃焼部から約20cm高 く、長

遺 構 種  類 土  色 土  性 備 考

1

鋭12

(角ゞ )

(B-3')

1)唇 暗褐色 OW電/3 ンル ト 地山粒、炭化物 を全体に含む

2 買占ラ罠 明黄褐色 鋭電 /6 粘質シル ト 地山粒、炭化物 を含む 北側 カマ ド (古)廃棄後の燃焼部上の貼床

3 カマ ド埋 め戻 し土 暗褐色 OW駅3/3 ングレト lll山 粒、炭化物 を含む 北側 カマ ド (古)の埋め戻 し上

4 カマ ド埋 め戻 し土 黄褐色 llYR5/6 粘 土 地山粘土ブロック カマ ド燃焼部の埋め戻 し土

5 カマ ド埋 め戻 し土 褐 色 10■R4/4 シルト 続土粒、炭化物 、白色粘上を多量に含む

6 煙道埋め戻 し上 褐 色 101TR4/4 ンフレト 白色粘土ブロックを多くに含む。焼土粒を含む

7 カマ ド内堆積土 にぶい貢褐色 lll1/R5/4 砂質 シル ト 炭化物をわずかに含む カマド機能時の堆積土

8 カマ ド内堆種上 暗褐色  lllYR3/4 暁上を多く含む カマ ド機能時の燃焼部の堆積土

9 周溝埋上 暗褐色  10YR3/4 丈化物 をわずかに含む

周溝埋土 暗褐色  1儀R3/4

掘方埋土 掲 色 10YR4/4 也山プロック、自色粘土ブロックを多く含む

煙道内堆枝土 暗褐色  10Ⅵむ/4 シ ル 也山小ブロ ック、境土小ブロ ックを多く含む

カマ ド埋 め戻 し土 褐  色  10Ⅵ望/6 ン,レ 免上、白色粘土 を全体に多く含む

カマ ド古機能時周溝 暗褐色  10YR3/4 ンフレ え化物をわずかに含む

カマ ド古終 能時周溝 暗褐色  10Y電 /4 地山粒を多く含む カマ ド (古)機能時周涌

1 北西主柱穴

(C‐C')

柱抜 き取 り穴 暗褐色  10YR3/3 地山小プロック、炭化物 を含む

2 柱痕跡 褐 色 10Ⅵ望/4 シ ,レ 地山ブロック、白色粘土ブロ ックを多く含む

1 北東主柱穴
(D‐ D )

柱抜 き取 り穴 暗褐色  10YR3/3 シ ル 也山小ブロック、炭化物 を含む

2 掘方埋土 褐  色 10YR4/4 也山ブロックを多く含む。炭化物をわずかに含む

1

南西主柱穴

(E―E.)

柱抜 き取 り穴 暗褐色  lllYR3/4 夫化物 をわずかに含む

2 柱抜 き取 り女 褐 色 101R4/4 ン ル 地山ブロ ック、白色粘土ブロックを含む

3 掘方埋土 R音褐色  10HR3/4 ン ル 地山を多く含む

ユ

南東主柱穴

(「F')

柱抜 き取 り穴 褐  色  10■
/R4/4 地山粒、炭化物 を含む

2 柱痕跡 暗褐色  10Ⅵ調/3

掘方理土 口言褐色  10YR3/3 地山 を少量含む

4 掘方埋土 暗褐色  10YR3/4 地山 を多 く含む

1 南東隅 PH
(6G')

褐  色 1鋭R4/4 暁土、炭化物、白色粘土ブロックを多く含む (人為堆積 )

2 暗褐色  10Ⅵも/4 ン ル
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第64図  S112住居跡 平面図・断面図 (1/50)
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第65図 S112住居跡出土土器

さ約137cm、 幅約26cmである。煙出しピットはない。

[出土遺物]機能時、または廃絶時の遺物 として、北側のカマ ド (古)内からロクロ土師器甕、左側

壁から非ロクロで、頸部に沈線の巡る土師器長胴甕が出土している (第 66図 3、 4)。 また、東側のカ

マ ド (新 )内から土師器高邦、右側壁上面から須恵器郭が出土 し (同図 1、 2)、 郷には底部に焼成後

の穿孔がある (写真図版40)。 廃絶後の遺物 として、住居跡堆積土から非 ロクロの甕が出上 している

(5)。

2 土 境 (第 62図 )

S111住居跡の床面下からSK156、 SK157、 SK158土羨を検出した。これ らはS111住居跡より古 く、S

種 類 遺構 層位 口  径 医  径 器  高 残  存 特  徴 写真図版

1 須恵器 ITN
カマ ド (新 )

完 形
外面 :ヘ ラ切 り→軽 い手持 ちヘ ラケズ リ。体下部 V●

Xい ヘ ラケズ リ。 7Nl山 :体 卜部～底部
ヘ ラケズ リ^勝成後庚部 中央 に外面 か ら穿孔

2 上師器高郷 カマ ド (新 )内 157
ロクロ調整。外山 :ロ クロナデ→ ヨコ ミガキ、体 卜部～底胤

'回
転ヘラケズ リ→台罰

'標合.摩減^内面 :ヘ ラミガキ→黒色処理。台部 :ロ クロ調整。内面回転ヘラケズ リ

3 土師器甕 カマ ド (古)内 ロクロ調整。国縁部受 け口状。外面 :体下部回転ヘ ラケズ リ。粘土紐積上痕

4 上師器餐
カマド (百 ,

破  片
作ロクロ調整。外面 :沈線状の段→ハ ケメ→国頸部 ヨコナデ→ 回縁部ハ ケメ。内面 :にヨ

畏部 ョコナデ Я同部ヘ ラナデバ粘 十ネ干結 卜席

5 土師器菱 1層
坤ロクロ調整。外面 :ナ デ→体下半ヘ ラケズ リ。 F/hl面 :ナ デ→口頸部 ココナデ。粘土IE

6 土師器甕 南西隅土嫉 破 片 十ロクロ調整。外面 :ヘ ラケズリ、口頸部 ヨコナデ。内面 :ヘ ラナデ→口頸部 ヨコナデ



K156土羨 はSK157土族 より新 しい。SK156土娠

は、長径1.7m、 短径 0。 9m、 深 さ20cmの楕円形で、

断面形は皿状 を呈す る。SK157土 療は、長径0,9

m、 短径0。 4m、 深 さ40cmの楕円形で、断面形は底

面が平坦で壁が急に立ち上がる。SK158土羨は、

長軸1.2m、 短軸0,7m、 深 さ20～ 30cmの 不正形で、

断面形は底面が不正形で壁は急に立ち上がる。S

K156、 SK157、 SK158土 娠の堆積土からは土師器

または須恵器が出上 しており、SK157土羨からは

土師器長胴甕が出上 している (第 67図 )。

3 溝 跡 (第 4～ 7図 )

南北方向の溝跡を 4条検出した。

ISD154溝跡】 (第 6図 )

[位置]N24・ E8付近で確認した。

[重複]重複はない。

[規模]上幅約0。 4m、 下幅約0.2m深 さ約20cmで ある。

0                          10cm

―

―

―

方向は南―北方向で東に15° 偏る。底面は平坦で

断面形は皿状を呈する。

[堆積土]1層認められる。地山粒を含む暗褐色シル ト層で、自然堆積である。

[出土遺物]土師器片、縄文土器片が少数出土 している。

【SD 6溝跡】 (第 6図 )

[位置]N21・ E14付近で確認した。

[重複]SD 5溝跡と重複し、これより古い。

[規模]上幅約0.4m、 下幅約0.2m、 深さ約0。 lmである。方向は南一北方向で東に 5° 偏る。断面形は

皿状を呈する。

[堆積土]1層認められる。地山粒を少し含む暗褐色シル ト層で、自然堆積である。

[出土遺物]土師器片、縄文土器片が出土している。

ISD 3溝跡】 (第 6図 )

[位置]N20。 E19付近で確認した。

[重複]S12住居跡、SK89土羨と重複し、S12住居跡より新しく、SK89土族より古い。

[規模]上幅約0,6m、 下幅約0。 35m、 深さ約17cmである。方向は南―北方向で東に10° 偏る。断面形は

皿状を呈する。
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土師器密 破  片
'倖

ロクロ調整。外面 :月同部ハケ
メ→口縁 ヨヨナデ。内面 :胴部
′ヽケメ→口縁 ヨコナデ。炭化杉

寸者

第67図 SK157出土上器



[堆積土]2層に分かれる。暗褐色シル ト層で、上層は地山粒を含む。自然堆積である。

[出土遺物]須恵器片、縄文土器片が出土 している。

ISD36溝跡】 (第 7図 )

[位置]N33・ E41付近で確認した。

[重複]S111住居跡と重複し、これより古い。

[規模]上幅約0.5m、 下幅約0.2m、 深さ約30cmで ある。方向は南―北方向で東に 6° 偏る。断面形は

皿状を呈する。

[堆積土]1層認められる。地山ブロックを少し合む暗褐色ンル ト層で、自然堆積である。

[出土遺物]土師器片、縄文土器片が少数出上している。

Ⅲ 中世以降お よび時期不明の遺構 (第 4、 68、 69図 )

西区全体に径60cm以下の柱穴が密集して検出された。これらは、縄文時代や古代の柱穴と規模や埋

土の特徴で異なっているものが多い。そのうち、柱穴底面の標高値や柱間などをもとに掘立柱建物跡

13棟を検出したが、建物の規模や構造が不明なものも多く、柱穴の組み合わせはなお検討の余地があ

る。柱穴からは、ほとんど遺物が出土していないため、時期の特定は困難であるが、遺跡の南西に中

近世の城館である萩沢城址があり、これらの建物跡はこの城館に伴う可能性がある (第 68図 )。

また、この他に時期不明の井戸跡、土羨、溝跡などを検出した。

溝跡では、SD4、 SD 5、 SD56、 SD57、 SD71、 SD140、 SD136、 SD125溝跡から近世陶器片が出上 し

ており、比較的新 しい溝跡と考えられる。SD105溝跡はSD 4溝跡と同じ方向であるが、出土遺物 も少

なく、時期は不明である。

SD125溝跡は上幅7.4m、 下幅 1。 9m、 深 さ約2.4mで、断面形は逆台形を呈する (第69図 )。 堆積土は地
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①

第68図 西区中世以降主要遺構配置図 (1/600)
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層 土 色 土 性 備 考

1 黒褐色  10YR3/1 ンルト 地山大ブロック、白色粘土大プロ ンクを多く含む (人為堆積上 )

2 黒褐色  10YR3/1 ンル ト 地山大ブロ ンク、白色粘土大ブロックを多く含む (人為堆積土 )

3 黒褐色  10YR3/2 シル ト 地山大ブロック、白色粘土中ブロックを含む (人為堆積上 )

4 黒褐色  10Ⅵ乾/2 ンル ト 地山粒を少 し含む (自 然堆積 )

5 黒褐色  10YR2/3 粘質シル ト 地山小プロックを少 し合む (自 然堆積 )

6 黒褐色  10Ⅵ鬱/2 (自 然堆稽 )

7 暗褐色   10Ⅵむ/4 ンル ト (自 然堆積 )

8 黒褐色  10Ⅵ越/8 粘質 シル ト 白色粘土をやや多く含む (自 然堆積)

9 嗜褐色 OЧ留 /3 粘質 ンル ト (自 然堆積 )

I音 褐色 OYR4/3 粘質 ンル ト 地山小ブロック、白色粘土小プロックをやや多く含む (崩 落上を

嗜褐色 OW留/3 粘賀ンル ト 地山大ブロ ック、白色粘上大ブロ ックを多量に含む (崩 型

菅褐色 鶴R4/3 粘質シル ト 白色粘土大ブロックを少量含む (崩 落土 )

第69図  SD125溝跡 平面図・断面図 (1/50)

山粒を含む黒褐色上が自然堆積した後、白色粘土大ブロックを含む黒褐色土などによって人為的に埋

め戻されている。堆積土からは近世陶器片、土師器片、須恵器片、縄文土器片が出土している。

土壊は、SK84、 SK87、 SK89、 SK30な どがある。SK84、 SK87、 SK89土羨はS12住居跡と重複し、

これより新しい。須恵器、土師器片などが出土しているが、S12住居跡堆積土由来のものと考えられ

る。SK89土壊の壁は受熱によって赤変、硬化し、焼土、炭化物を含む暗褐色上が自然堆積している。S

K30土娠は平面形が長軸約2.2m、 短軸約0.8mの隅丸方形で、深さ約40cmで ある。断面形は底面が平坦

で、壁は緩やかに立ち上がる。

Ⅳ 昭和 49年度調査 の住居跡

鰻沢遺跡は昭和49年 に発掘調査が行われ、 9軒の竪穴住居跡が確認 された。今回の調査区外にある

円形が昭和49年調査時に検出された住居跡の位置で (第 76図 )、 そのうち 1軒 (以下S1200と する)が

精査 されている (宮城県教育委員会 :1975)。
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第70図  S確00住居跡 平面図 。断面図 (1/50)
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S1200住 居跡 は、S110住居跡の南約20m

に位置 し、直径約7.5mの 円形で、複式炉と

その長軸延長線上の上器埋設炉、主柱穴、

住居壁、周溝、壁柱穴が確認 されている

(第 70図 )。 地山面を床面 とし、主柱穴が

6個、壁柱穴が 9個検出され、建て替えは

認めらない。炉は土器が横位 に埋設 され

た土器埋設掘 り込み部と掘 り込み部の 2

部構成による複式炉である。なお、この複

式炉 と土器埋設炉 との間にも焼面 を伴 う

掘 り込みが認め られた。埋設土器は残 っ

ていないが、この位置にも土器埋設炉が

あったと推定 される。 複式炉に埋設 され

た土器は、『築館町史』に写真が掲載 されて

おり、「∫」字状文に接近 した「0」 字状文

が施 されている。複式炉の長軸延長線上

の上器埋設炉の土器は口縁部 を欠 く深鉢

で、胴上部に「0」 字状文、胴下部には縦

回転の RLR縄文が施されて

いる (第 71図 )。

0                       10cm

第71図  S200住居跡炉埋設土器

第 五 章 考 祭

I縄 文 時 代

1 縄文土器

調査により出土 した土器片は整理箱でおよそ70箱である。整理の結果、図示できたものは46点、破

片資料を含めると、深鉢296点、鉢 4点、注田部 3点、袖珍土器 7点である。

土器は、住居跡、炉跡、土壊 (貯蔵穴)か ら主に出土 し、出土土器の大半を占める。器種は深鉢、

鉢、注口土器があり、深鉢がほとんどである。文様が施されている土器と地文だけの土器があり、地文

イよRL縄文を縦に回転 させたものが最 も多く、縦回転の LR縄文、撚糸文などが少数みられる。土器の

底部は無文で無調整のものが最も多く、そのほかには、網代痕が残っているもの (写真図版28)、 網代

痕をなでて消 しているもの (写真図版28‐23)、 木葉痕があるものがみられる (写真図版 28‐ 9、 13、 17、

21)。 全体の器形がわかる土器が少ないため、従来の研究に従って、文様・装飾によって大別すると、次

の 3グループに分類 される。
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1グループ :非連結「S」 字状文、「ノ」字状文などのアルファベット状の文様が施されるもの

2グループ :2個一対のボタン状貼付文と鎖状隆線文、刻目をもつ隆線文が施されるもの

3グループ :沈線によって文様が描かれ、蕨手状文や渦巻文が施されるもの

これらは土器の特徴からそれぞれ、中期末大木10式 (丹羽 :1971、 相原 :1988)、 後期初頭袖窪式

(林 :1965、 小笠原 :1993)。 関前式 (今村 :1977、 熊谷 :1986)、 後期前葉南境式 (後藤 :2004)に

相当すると考えられる。これらの土器の中で、 1グループは、S110住居跡や SK95土羨からまとまって

出上 している。 2グループと3グループはいずれも小破片が多く、遺構出土土器をもとにまとまりと

して捉えることは困難である。

器形をみると、 1グループは、平縁が多く、これに突起が付 くものがある。口縁が外反 し、胴部中

央が張るもの (第 15図 3)や口縁がやや外反 し、胴部に明瞭な屈曲がない器形 (第 14図 13)がみ られ

る。 2グループは波状縁が多く、口縁部がやや外反 し、胴下部が軽 く膨 らむ器形がみられる (第41図

1)。 また、口縁部が鍔状に肥厚 しているものがある (第 49図 8)。 3グループは波状縁が多く、日縁

部がやや外反 し、月同上部が軽 く膨 らむ器形がみられる (第 45図 1)。

以下、出土量の多い 1グループについて、まとまった資料が得 られた S110竪穴住居跡と SK95土壊出

土土器をもとに検討 したい。

A 土器の分類 (第 72図 )

S110住居跡炉 。床面直上出土土器

住居構築時。または使用時の遺物として炉出土土器がある。遺構の章で述べたように、S110住居跡の

炉埋設土器には、 4個体分の土器が外側に貼 り付けられており、これらの上器は型式的にまとまりを

もつと考えられる。ただし、外側に貼 り付けられていた土器は完全な形になるものがないことか ら、

意図的に割 られたものではなく、土器の破損品が利用 された可能性が強い。そのため厳密には埋設土

器との新旧関係 も想定される。

炉埋設土器は、口縁が平縁で外反 し、胴部中央が張る器形の深鉢である①胴上部に横に展開する非

連結「S」 字状文が 3単位施 され、単位文様の末端がかみ合い、その一部は分節 している (第 72図 8、

写真図版 12)。 文様は縄文帯で描かれ、隆線とそれと平行する沈線を組み合わせた隆沈線を施文後、文

様内にRL縄文が充填 されている (充填縄文手法 )。 埋設土器に貼 り付けられていた土器は、口縁が平

縁で胴部に屈曲がなく、国縁の無文帯と胴部の縄文帯が横位隆線で区画 されている深鉢 (同図11)、 回

縁が波状縁で、埋設土器と共通する非連結「S」 字状文が施 されている深鉢 (9)、 隆沈線で文様が施

されている深鉢胴部破片 (第 15図 4)、 胴部に RLR縄文が施 されている深鉢 (第 15図 2)がある。

住居廃絶時の遺物 として、床面直上から第72図 10の深鉢が出土 している。土器は平縁で、日縁がや

や外反 し、胴部に明瞭な屈曲がない器形である。胴上部に「U」 字状文が 5単位施されている。文様は

充填縄文手法で施 され、縄文帯によって描かれており、胴上部と下部は無文帯で区画 されている。
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註)炉掘り込み部4層からは、口縁が隆沈線で区画され、文様が無文帯で描かれた土器が出土している。しかし、小破片で、全

体の特徴が不明であるため、ここでは取り上げていない。

S110住居跡 lb層 出土土器

住居跡堆積± lb層 は、住居廃絶後に埋め戻 された層で、土器が多く含まれる。比較的短期間に形成

された層で、含まれる土器も一定のまとまりをもつものと考えられる。「0」 字状文や「∫J字状文な

ど無文帯で文様が描かれた土器が多く出上 している (第 72図 1、 3)。 土器の地文は文様施文前に器面

全体に施され、隆沈線または沈線施文後の磨きによって文様が描かれている (磨消縄文手法 )。

SK95土壌出土土器

SЮ5土娠は、土羨埋め戻 し土の11層 中に土器が多く含まれる。比較的短期間に形成 された層で、含

まれる土器も一定のまとまりをもつものと考えられる。出上 した土器はすべて深鉢で、「ノ」字状文 (第

72図 6)や「0」 字状文 (第 72図 7)が施 されたもの、円形の貫通孔と円形刺突をもつ口縁 (第 36図

1)、 弧状の隆線 とそれに沿 う楕円形の刺突列をもつ波状縁 (同図 5)、 無文の平縁、地文のみが施さ

れたものなどが出土 している。また、これ らの土器には口縁部内面が肥厚するもの (第 36図 13)がみ

られる。第72図 6の深鉢は、胴下部が軽 く膨 らみ、口縁部がわずかに外反する器形である。このよう

に、SK95土療からは「ノ」字状文、「0」 字状文など無文帯で文様が描かれた土器が出上 し、これらの

上器はすべて磨消縄文手法で施 されている。

これ らの遺構出土の 3つの土器群についてその特徴を比較すると、S110住居跡 lb層出土土器 と

SK95土羨出土土器の特徴が共通 し、これ らは S110住 居跡炉・床面直上出土土器 とは異なっている。

S110住居跡における層位的上下関係から、土器の特徴の差は時間差によるものと考えられ、S110住居跡

とSЮ5土娠出土土器は、土器の特徴と出土状況をもとに以下の 2類に分類 され、次のような特徴がみ

られる。

註)lb層中からは、第12図 22の ようにS110住居跡炉・床面直上出土上器と共通する特徴を持つ土器もわずかに含まれる。ま

た、後期に含まれる土器 (第 11図 11)も 出上しているが、図示した小破片のみで、何らかの原因で混入したものと考えられる。

1類 (S110住居跡炉・床面直上出土土器 )

胴上部に縄文帯によって独立 した単位文様が施 され、主文様は横方向に展開する。文様は沈線また

は隆沈線を施 した後、文様内に縄文が充填 されて描かれる (充填縄文手法 )。 このため、第72図 10の よ

うに主文様内の縄文と胴下部に用いられる縄文原体が異なるものがみられる。

2類 (S110住居跡 lb層 。SK95土娠出土土器 )

胴上部に展開する主文様は沈線または隆沈線によって描かれ、回縁部と胴部が隆沈線または沈線に

よって区画 されるか、口縁部の無文帯が胴部文様に組み込まれる。地文は文様施文前に土器全体に施
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2類 (S110住居跡16層 、SK95土境 )
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され、その後の磨きによって文様が描かれる (磨消縄文手法)。 この結果、主文様における「図と地の

逆転」 (池谷 :1988、 小林 :1988)が 認められる。文様は無文帯で描かれ、横方向に連結する。

以上のようにS110住居跡とSK95土羨出土土器を 2つ に分類 した。 1類と2類には時期差があり、大

木10式上器を細分 したものであると考えられる。以下ではその編年的位置について検討 したい。

B 土器の編年的位置

宮城県における大木10式の細分案は、丹羽茂氏 (丹羽 :1971、 1981、 1982)、 須藤隆氏 (須藤 :1985)、

相原淳一氏 (相原 :1988)ら によって示 されている。大木10式 は大 きく古段階と新段階に分類 され、

各研究者によってさらに細分が検討 されている。宮城県の大木10式上器の型式研究は宮城県南部の遺

跡出土資料を中心に進められてきたが、設定 された大木10式の各段階の特徴は、大きくは宮城県北部

においても適用され得ると考えられる。これに岩手県の遺跡出土事例 も踏まえ、鰻沢遺跡出土土器群

の編年的位置について考察 し、宮城県北部における大木10式期の特徴について検討 したい。

l類土器に類似する土器は、七ヶ宿町大梁川遺跡遺物包合層 Ⅱa～ b層出土土器や岩出山町玉造遺跡

第 8号住居跡炉埋設土器、利府町郷楽遺跡第126号住居跡炉埋設土器などがあり、これらは大木10式

古段階に相当すると考えられている。 1類土器と大梁川遺跡遺物包合層 Ⅱa～ b層出土土器を比較す

ると、器形や文様帯の幅など共通点も多いが、 1類土器の文様が非連結「S」 字状文を主体とし、大梁

川遺跡遺物包含層 Ⅱa～ b層出土土器の文様が雁股状分節波濤文を主体 とするなど文様の意匠におい

て差異がみられる。 1類土器と玉造遺跡第 8号住居跡炉埋設土器、郷楽遺跡第126号住居跡炉埋設土器

とでは、その特徴はほぼ一致 しており、 1類土器はこれらと共通 した特徴をもった上器と考えられる。

さらに、これらの上器は、大梁川遺跡遺物包合層 Ⅱc～ d層出土土器や岩出山町玉造遺跡第 7号住居

跡炉埋設土器、仙台市北前遺跡第 2号住居跡出土土器 (渡部 :1986)に 比べて新 しい特徴をもち、層

位的に上下関係としてみられる傾向が、大梁川遺跡遺物包含層や岩出山町玉造遺跡第 7号住居跡にお

いて確認されている。このことから、 1類土器は古段階でも比較的新 しいもの (後半)に相当すると

考えられる。

2類土器に類似する土器は、松島町西ノ浜貝塚第 4層出土土器 (宮城県教育委員会 ■967)、 岩手県

大迫町観音堂遺跡第 7号住居跡埋土出土土器 (中 村 :1986)な どがあり、これらは大木10式新段階に

相当すると考えられている。文様意匠やその表出手法においても一致する点が多く、 2類土器はこれ

らとほぼ同時期のものと捉えられる。また、これらの 2類土器に相当する土器と白石市菅生田遺跡第

2号住居跡炉埋設土器や郷楽遺跡第121号住居跡炉埋設土器などとに時期差を捉え、2類土器に相当す

る土器が、大木10式新段階でも比較的新 しいものとする考え方 もある (丹羽 :1982)が 、今回の調査

でそれを明らかにすることはできなかった。この変遷案に対 して否定的な見解 もある (相原前掲)こ

とから、ここでは、 2類上器は大きく新段階に相当する土器として捉えておきたい。

このように鰻沢遺跡出上の大木10式土器は大木10式古段階後半～新段階に相当すると考えられ、宮

城県北部におけるこの時期の特徴を表 していると考えられる。
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2 縄文時代の遺構

A 竪穴住居跡

縄文時代の住居跡を8軒 (S110A・ B、 S1147、 S1106、 S1108、 S1146A・ B、 S1123)以上確認 した。以

下では、昭和49年度調査の S1200を 含め、鰻沢遺跡で検出された住居跡についてまとめたい。

時 期

炉埋設土器の特徴から、S110B、 S1106が 大木10式古段階後半、S1108、 S11147、 S1200が 新段階 と考え

られる。また、重複関係で、S1123は S1146よ り古 く、S1146は後期前葉の土器が出土 している SB152よ

り古いことから、S1123、 S1146は 後期前葉以前と考えられる。

構造・規模

S110Bと S1200が残存状況が良く、それには複式炉、主柱穴、住居壁、周溝、壁柱穴が存在する。そ

の他の住居跡は削平が著 しく不明である。住居跡の平面形はいずれも円形を基調としており、S110A

が直径約5.2m、 S110Bが約5.5m、 S1200は 直径約7.5mで ある。床面は、S110Bと S1200で 確認 された。平

坦で貼床は認められず、すべて地山面まで掘り込んで床面としている。主柱は炉の長軸線をはさんで

線対称の位置に配置されており、S110Aは 4本、S110Bの 主柱は4ま たは 6本、S1200は 6本と考えら

れる。また、残存状況は良くないが、S1106、 S1108、 S1147、 S1146、 S1123は 4本 と推定される。炉は、

S110B、 S1106、 S1108、 S1200で 複式炉、S1147、 S1146では土器埋設炉が構築されている。これらの炉は

いずれも石組はなく、石を抜き取った痕跡も認められない。以下では、鰻沢遺跡において特徴的に認

められた複式炉について述べたい。

複式炉

①構造と用途

S110Bや S1200な どで検出された炉は、燃焼部が複数 (土器埋設掘り込み部と掘り込み部)有 り、土

器が斜位または横位に埋設される特徴を持つ (第 11図 )。 以下、この形態の炉を斜位土器埋設複式炉 (目

黒 :1982)と する。

土器埋設掘り込み部では、土器は斜位に埋設され、地床炉の壁面に埋め込んで構築されている。土

器はいずれも胴部が膨らみ、胴上部にくびれをもつ器形で、S110B住居跡の埋設土器は、周りに地山粘

土で土器片が貼られていた。隣接する掘り込み部は住居跡中央から壁に向かって緩やかに浅くなって

いる。焼面は、土器埋設掘り込み部では、中央付近と埋設土器の周囲に強い受熱の痕跡があり、掘り込

み部では、住居跡中央側と側壁に放射状に焼面がみられ、住居跡壁側にはない。

斜位土器埋設複式炉で特徴的な土器埋設掘り込み部の機能について考察すると、土器を斜位に埋設

する形態や S110Bの 炉にみられる土器片を貼り付ける行為は、断熱 (保温)効果と蓄熟効果を高める

ためであると考えられる。これは調理用の窯の構造と一致し、その主要な機能は食物の蒸 し焼きで

あったと推定される。土器を斜位に埋設する行為はオキを土器の内外に移動しやすくするためと蓄熱

を効率化するための工夫と考えられる。
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なお、このような炉の構造と焼面の状況を宮城県南部の大木10式期に多くみられる上原型複式炉 (土

器埋設部十敷石石組部十石組部)と 比較 した場合、土器埋設掘 り込み部と土器埋設部が対応 し、掘 り

込み部は敷石石組部と石組部 (前底部)の特徴をあわせたものといえ、それぞれの受熱の痕跡も良く

一致 している (丹羽 :1974)。 このことから、鰻沢遺跡で住居跡内に構築されている炉は、上原型複式

炉と類似 した形態と使用痕跡をもっていると考えられる。

②構築された時期と分布

斜位土器埋設複式炉は、大木 9～ 10式期にみられる。鰻沢遺跡で検出された形態の炉の類例は宮城

県と岩手県にみられ、管見では日本海側の遺跡にはみられない。以下では、この斜位土器埋設複式炉

の分布がみられる地域の炉の形態 とその構築時期について考察する。

[大木 9式期 ]

複式炉の土器埋設部の上器が炉の長軸線上に斜位に埋設され、燃焼部に開口して構築 される。上器

は正立 した状態から30° 程度傾けられる。現在のところ、斜位土器埋設複式炉におけるの最 も古い段

階のものと考えられる。

県内では、大衡村上深沢遺跡第 4号住居跡 (後藤他 :1978)、 仙台市北前遺跡 1号住居跡 (渡部 :

1989)な どに認められる。

県外では、岩手県大迫町観音堂遺跡、藤沢町上野平遺跡 (阿部 。酒井2000)、 秋田県象潟町上熊ノ沢

遺跡 (和泉他 :1991)、 河辺町松木台Ⅲ遺跡 (柴田他 :2001)、 埼玉県児玉町古井戸遺跡 (加 曽利 E4

式古段階)(宮井 :1989)な どの大木 9式期の住居跡にみられる。

この段階の斜位土器埋設複式炉は広い地域において認められ、それぞれ各遺跡の中での数はあまり

多くなく、土器は正位に埋設 されるものが多い。

[大木10式古段階前半 ]

秋田県松木台Ⅲ遺跡 S1142住居跡でみられ、炉の形態は大木 9式期のものと類似する。この段階の複

式炉の上器は基本的に正位に埋設 され、大木10式古段階後半に斜位土器埋設複式炉が構築 される宮城

県岩出山町玉造遺跡や岩手県花泉町下舘銅屋遺跡においても、この時期の住居跡の埋設土器は正位に

埋設 されている。

[大木10式古段階後半 ]

大木10式古段階後半になると大木10式古段階前半までの斜位土器埋設複式炉とは異なり、炉の長軸

と直行するように炉壁に土器が斜位に埋設 される。土器は正立 した状態から60° 以上傾けられたもの

が多く、ほぼ水平に埋設 されたものもみられる。この時期の斜位土器埋設複式炉は、岩手県南部から

宮城県北部に類例が多くみられる (第 75図 )。

県内では、鰻沢遺跡の他に県北部で、迫町坂戸遺跡 (小野寺 :2003)、 岩出山町玉造遺跡 (千葉 :1980)、

涌谷町長根貝塚 (宮城県教育委員会 :1969)、 三本木町寺下遺跡 (西村 :2000)な どで検出され、県南

部では仙台市沼遺跡 (工藤 :1992)、 白石市菅生田遺跡 (丹羽 :1982)、 七ヶ宿町大梁川遺跡 (相原他

:1988)な どに類例が認められる (第 73図 )。
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第75図 斜位土器埋設複式炉の分布
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このうち、坂戸遺跡は伊豆沼の南東岸に面 した丘陵上に形成 された集落跡で、鰻沢遺跡からは約7.5k

m離れた位置にある。大木10式古段階後半～新段階と考えられる住居跡が 3軒検出されてお り、炉は

石組をもたない斜位土器埋設複式炉で、鰻沢遺跡の炉の形態と最も良く一致する (小野寺 :2003)。 こ

れらは炉の長軸延長線上に土器を埋設 しており、埋設土器が向かい合わせで 2個据えられているもの

(S11)、 土器埋設掘 り込み部と掘 り込み部に加え、前庭部に相当する掘 り込み部をもつもの (S12)

がある。現在ところ、炉に石組を伴わない例は、本遺跡の他に迫町坂戸遺跡においてのみ認められる。

玉造遺跡では、古段階後半 (第 8号住居跡)か ら新段階 (第 9号住居跡)の住居跡で斜位土器埋設複

式炉が構築 されている。寺下遺跡や沼遺跡では大木10式古段階後半の斜位土器埋設複式炉が検出さ

れ、正位と斜位の埋設土器を組み合わせた構造である。

県外では、岩手県花泉町下舘銅屋遺跡 (松本 :1999)、 千厩町清田台遺跡 (小原 :2003)、 大東町中

野台遺跡 (小野寺 :1997)、 江刺市五十瀬神社前遺跡 (菅原 :1979)、 藤沢町上野平遺跡 (阿部他 :

2000)、 北上市柳上遺跡 (小原 :1995)、 北上市館Ⅳ遺跡 (佐 々木 :1993)、 水沢市沢田遺跡 (村上 :

1996)、 石鳥谷町高畑遺跡 (菅原・鈴木 :1980)、 大迫町観音堂遺跡 (中 村 :1986)、 大船渡市長谷堂貝

塚 (阿部 。平 :2001、 阿部 :2003)、 山田町山ノ内Ⅱ遺跡 (佐 々木他 :1996)、 松尾村長者屋敷遺跡 (高

橋他 :1981)な どで検出されている (第 74図 )。

これらの斜位土器埋設複式炉が検出されている遺跡の中で、柳上遺跡や長谷堂貝塚では、斜位土器

埋設複式炉の他にも、石組複式炉や正位土器埋設複式炉、単式の斜位土器埋設炉など多様な炉の形態

がみられる。また、宮城県南部の沼遺跡、菅生田遺跡、大梁川遺跡では、斜位土器埋設複式炉は一部

の住居跡に限って認められる。この時期の宮城県南部では、正位に土器を埋設 した土器埋設複式炉が

主に構築 されており、利府町郷楽遺跡 (阿部他 :1990)、 仙台市観音堂遺跡 (宮城県教育委員会 ■986)、

蔵王町二屋敷遺跡 (加藤他 :1984)、 川崎町湯坪遺跡 (一條 :1978)な どでは埋設土器は正位のみ検出

されている。一方、岩手県北部では、単式の斜位土器埋設炉や石囲炉、石組複式炉が主体で、盛岡市

湯沢遺跡 (三浦他 :1978)、 一戸町仁昌寺 Ⅱ遺跡 (中村 :2002)、 一戸町御所野遺跡 (一戸町教育委員

会 :1993、 2004)な どで確認される。

なお、大木10式新段階には、北上川下流域にある鰻沢遺跡、玉造遺跡、長根貝塚、下館銅屋遺跡では、

大木10式古段階後半に引き続き斜位土器埋設複式炉が主体的に構築 されるが、北上川中流域 にある柳

上遺跡、上野平遺跡、清田台遺跡などでは、新段階になると単式の斜位土器埋設炉や石囲炉などが主体

となる。大木10式新段階には、北上川中流域と下流域においても炉の形態に差異が認められる。

[後期初頭 ]

この時期の住居跡の良好な検出例は少ないが、仙台市六反田遺跡で石囲炉と正位土器埋設石囲炉、

岩手県柳上遺跡、長谷堂貝塚、湯沢遺跡で、単式の斜位土器埋設炉が検出されている。後期初頭以後

は、県内外関わらず斜位土器埋設複式炉は検出されていない。

以上のように、鰻沢遺跡で検出された斜位土器埋設複式炉の類例は、大木10式古段階後半から新段

階の住居跡において認められる。
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これらは、岩手県南部から宮城県北部に主に分布 し、北は岩手県石鳥谷町付近から南は宮城県三本

木町付近までの鳴瀬川流域を一部合む】ヒ上川中・下流域が主要な分布圏であると考えられる。

沿岸部については、山田町山ノ内Ⅱ遺跡や大船渡市長谷堂貝塚において検出されていることから、

内陸部と同様の分布が推定 されるが、この時期の住居跡の良好な検出例が少なく、炉の形態は不明な

点が多い。

B 掘立柱建物跡

検出された掘立柱建物跡は 6本柱のものが 2棟、 4本柱のものが 1棟、規模不明のものが11棟検出

された。これらはほぼ同じ位置で建て替えが行われており、建物跡の重複として確認できた他にも、S

B94や SB134に 近接する柱穴などは、この時期の建物跡の柱京である可能性が強 く、調査区外にも掘立

柱建物跡があると考えられる。

これらの建物跡の時期については、柱穴出土土器から時期が求められる。SB134、 SB143、 SB148は

大木10式新段階以降、SB94、 SB101、 SB121は後期初頭以降と考えられる。SB153は後期初頭の上器が

出土しているSK127よ り新 しく、SB152は後期前葉の土器が出上 しているSK124よ り新 しいことから、

それぞれそれ以降と考えられる。

なお、SB49、 SB148、 SB101に は柱穴の切 り合いによる新旧関係があり、SB49よ りSB148、 SB101は

新 しい。また、SB49、 SB121、 SB148、 SB101は それぞれ一度建て替えられている。

このような建物跡の重複関係と、遺跡出土土器の時期が大木10式古段階後半から後期前葉であるこ

とから、年代の決められない建物跡についても概ね大木10式新段階～後期前葉に建てられたと考えら

れる。

C土 境

検出された土羨の中で、SK27、 SK83、 SK86、 SK95、 SKl10は 、遺構確認面から深さが1.2m以上有

り、上面径に比べ底面径が広い形態で、貯蔵穴と考えられるものである。

これらの上羨の時期は、機能時のものと考えられる土器がないため、堆積土出土土器から年代を推

定すると、SK95が大木10式新段階、SK27、 SK83が後期初頭、SK86、 SKl10が 後期前葉に相当すると

考えられる。

SK83、 SK95で は土羨底面に機能時のものと考えられる炭化物層を検出した。SK83の炭化物層から

は、木炭やクル ミ、クリとみられる堅果類の実が出土 している。また、これ らの土羨は焼土ブロック、

灰、炭化物、土器、石片などを多く含む層で埋め戻 されていることから、貯蔵穴の機能を果たさなく

なった後は、ごみ穴として使用されたと考えられる。

D 遺跡の各時期の構成

遺構から出土 した土器と遺構同士の重複関係から、鰻沢遺跡で検出された主な遺構は次のように変

遷 したと考えられる (第 76図 )。
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【中期末 (1類期)】

【中期末 (2類期)】

【中期末 (2類期)～後期前葉】

【後期初頭】

【後期初頭～前葉】

〔後期前葉】

S110、 S1106住居跡、SK135、 SK104、 SK145土躾

S1147、 S1200、 S1108住 居跡、SX109炉跡、SK95土羨

SB134、  SB143、  SB148建物跡、 SX130炉跡

SK27、 SK83、 SK97、 SK100、 SK127土功表

SB94、 SB101、  SB121、 SB153建物跡、 SK33、 SK103 L羨

SB152建物跡、SK 9、 SK86、 SK96、 SKl10、 SK124土羨

上記以外の遺構は、遺跡出土土器の時期が縄文時代中期末から後期前葉であることから、概ねその

時期と考えられる。

Ⅱ 古 代

遺構の年代

今回検出された古代の住居跡は 4軒である。古代の遺物はほとんどこれらの住居跡の床面や堆積土

中から出上 している。

S11住居跡は出土土器が少ないため、器種構成について検討することは難 しいが、これらの土器の

特徴は瀬峰町桃生田前遺跡 3号住居跡や志波姫町御駒堂遺跡第22号住居跡、新田柵推定地S173b住居跡

出土土器に類似する。このことから、住居跡の年代はおよそ 8世紀後半と考えられる。

S12住居跡は、カマ ドから出土 した遺物の特徴が栗駒町長者原遺跡第29・ 30・ 44号住居跡出土土器

と類似する。このことから住居跡の年代は 8世紀末～ 9世紀前葉と考えられる。

S111住居跡は、機能時または廃絶時の遺物がほとんどないが、住居跡と重複 しこれより古いSK157土

羨出上の上師器甕、住居跡堆積土出土遺物の特徴から、住居跡の年代は 9世紀代と考えられる。

S112住居跡は、カマ ドから出上 した遺物の特徴から住居跡の年代は 8世紀後半と考えられる。

土羨は 3基検出された。出土遺物からSK158土羨は 8世紀後半、SK156、 SK157土羨はS111住居跡よ

り古いことから、 9世紀以前と考えられる。

清跡は 4条検出された。SD36溝跡はS111住居跡より古いことから9世紀以前と考えられる。SD 3

溝跡はS12住居跡より新 しいことから、8世紀末～ 9世紀前葉以降、SD 5、 SD154溝跡は年代を特定で

きる遺物はなかった。

Ⅲ 中 世 以 降

SD125溝跡は、上幅7.4m、 下幅1.9m、 深さ約2.4mの大溝で、人為的に埋め戻されていた。堆積土から

は近世陶器片、縄文土器片、土師器片、須恵器片が出上している。鰻沢遺跡の南東の平坦部には、萩

沢城跡がある。F栗原郡誌』によれば、諏訪氏の末裔、三塚大隅守以後この地に居城し、大崎義隆の幕

下に属したとある。『仙台城内古城・館』 (紫桃 :1973)に は、この城館に伴う空壕が、萩沢城跡の】ヒ
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と西に巡 らされ、城館のあった台地と完全に断絶 されていたとある。SD125溝跡は位置と大きさから

みてこの城跡の西側に巡 らされた空壕であると考えられる。また、西区で検出された縄文時代のもの

以外の掘立柱建物跡は、遺物が出土 していないため、時期は不明であるが、この城館と同時期のもので

ある可能性がある。

1.調査の結果、縄文時代の竪穴住居跡 8軒以上、掘立柱建物跡14棟以上、土羨25基などを検出した。

2.こ れらの遺構は縄文時代中期末大木10式 ～後期前葉南境式期のものと考えられる。

3.遺跡から出上 した上器は、縄文時代中期末大木10式 を主体としている。これらは 2類に分類され、

それぞれ時期差をもち、この時期の宮城県北部の特徴を表 していると考えられる。

4.縄文時代の竪穴住居跡には土器を斜位に埋設 した複式炉 (斜位土器埋設複式炉)が構築され、こ

の炉の形態は大木10式期の岩手県南部～宮城県北部において特徴的に認められる。

5。 奈良時代 (8世紀後半)～平安時代 (9世紀)頃 と考えられる竪穴住居跡 4軒、土羨 3基、溝跡

4条を検出した。

6.西区東端でSD125溝跡を検出した。この溝跡は鰻沢遺跡南東部にある中近世の城館である萩沢城

跡の外周清と考えられる。また、西区で検出された掘立柱建物跡はこの城館と同時期のものであ

る可能性がある。

引用 。参考文献

第 六 章 ま と め

相原淳一他

安達 訓仁

阿部  恵

阿部 恵他

阿菩呂勝員町他

阿部勝則他

阿部 勝則

阿郡  豊

天野 '原陽

新井 達哉

池谷 信之

和泉昭一他

伊藤 玄三

一條 孝夫

一戸町教育委員会 :2004『御所野遺跡 Ⅱ』一戸町文化財調査報告書第48集

伊藤 玄三 :1965「敷味貝塚」『埋蔵文化財緊急発掘調査概報』宮城県文化財調査報告書第8集

104

1988『大梁川・小梁川遺跡 七ヶ宿ダム関連遺跡発掘調査報告書Ⅳ』宮城県文化財調査報告書第126集

2000『桃生田前遺跡下富前遺跡』瀬峰町文化財調査報告書第19集

1990『倉崎貝塚・唐木崎貝塚」迫町文化財調査報告書第 1集

1990『利府町郷楽遺跡Ⅱ―仙塩道路関連遺跡発掘調査報告書―』宮城県文化財調査報告書第134集

1997『本内Ⅱ遺跡発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第271集

2000『上野平遺跡発掘調査報告書」岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第333集

2004F長谷堂貝塚発掘調査報告書 県営長谷堂アパート建設事業関連遺跡発掘調査』岩手県文化振興事業

団埋蔵文化財調査報告書第434集

1999『千鶏Ⅳ遺跡』宮古市埋蔵文化財調査報告書第54

2003『嘉倉貝塚 平成13・ 14年度重要遺跡範囲確認調査報告書』築館町文化財調査報告書第16集

西戸純一 :2003『和台遺跡 主要地方道川俣安達線関連埋蔵文化財発掘調査報告書』飯野町埋蔵文化財報

告書第 5集

1988「東北地方における縄文時代中期末葉土器の変遷と後期土器の成立」『沼津市博物館紀要12』

1991『大砂川地区農免農道整備事業に係る埋蔵文化財調査報告書Ⅱ 上熊ノ沢遺跡』秋田県文化財調査報

告書第213集

1965「敷味貝塚」『埋蔵文化財緊急発掘調査概報』宮城県文化財調査報告書第 8集

:1978『湯坪遺跡発掘調査概報』宮城県文化財調査報告書第54集



伊東 信雄

今村 啓爾

小笠原好彦

小倉 和重

押山 雄三

加際・阿部

菅野 智則

後藤勝彦他

後藤勝彦他

後藤 勝彦

小林  克

駒木野智寛

斉藤 吉弘

佐藤 正彦

佐藤 正彦

紫桃 正隆

篠原 信彦

柴田陽一郎

主浜 光朗

菅原弘太郎

1957「古代史」『宮城県史』第1巻

1977「称名寺式上器の研究 (下 )」 『考古学雑誌63-2』

1993「袖窪貝塚出上の縄文後期初頭土器」『宮城史学 特別号 大塚徳郎先生傘寿記念』

1998「斜位土器埋設炉についての一考察 ―複式炉との比較を通して一」『奈不Π 第36号』

1990「福島県の複式炉」『郡山市文化財研究紀要 第5号』

栗原郡教育會 :1918『栗原郡誌』

小井川和夫他 :1982「御駒堂遺跡」『東北自動車道遺跡調査報告書Ⅵ』宮城県文化財調査報告書第83集

小牛田町教育委員会 :1976『山前遺跡』

小平 忠孝 :1981「越戸Ⅱ遺跡」『東北縦員自動車道関連遺跡発掘調査報告書J岩手県埋文センター文化財調査報告書第

21集

1972「 中沢遺跡発掘調査報告」『ナII崎町史』

1978『上深沢遺跡 東北自動車道遺跡調査報告書 I』 宮城県文化財調査報告書第52集

2004「 南境貝塚調査の層位的成果 17ト レンチの場合 ―陸前地方縄文中期から後期の編年的研究一」『宮

城考古学 第 6号」

:1988「内村遺跡出土土器と住居群の変遷」『研究紀要 第3号』秋田県埋蔵文化財センター

2004「 複式炉の研究 ―岩手県内における複式炉の地域別分布傾向とその分析―」岩手県文化振興事業団

埋蔵文化財センター『紀要XXⅢ 』

1979『宇南遺跡』宮城県文化財調査報告書第59集

坂本 真弓 :2002「沢部型複式炉の現在 ―青森県内の複式炉集成から一」『海と考古学とロマン』

佐々木 弘 :1993『館Ⅳ遺跡発掘調査報告書J岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第187集

佐々木清文他 :1996F山 ノ内Ⅱ遺跡発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第249集

笹平 克子 :19945向 館遺跡発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第206集

佐藤  洋 11987『六反田遺跡Ⅲ』仙台市文化財調査報告書102集

佐藤淳―・高木 晃 :2001『南畑遺跡発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第349集

佐藤 憲幸・三好秀樹 :2003『嘉倉貝塚』宮城県文化財調査報告書第192集

小野寺智哉 :2003「坂戸遺跡」『平成15年度宮城県遺跡調査成果発表会発表要旨』

小野寺哉志子・小野寺悦朗 :1997『中野台 埋蔵文化財発掘調査報告書第17集

小原 真一 :1995『柳上遺跡発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第213集

小原 具一 :2003『清田台遺跡発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第412集

加藤 道男 :1982『青木畑遺跡」宮城県文化財調査報告書第85集

小徳 :1984「二屋敷遺跡J『東北自動車道遺跡調査報告書Ⅸ』宮城県文化財調査報告書第99集

2003「縄文集落研究の初期的操作」『歴史 第101輯』

1992『門前貝塚』陸前高田市文化財調査報告第16集

1999『堂の前貝塚発掘調査報告書 Ⅱ』陸前高田市文化財調査報告第21集

1973『仙台領内古城・館 2』

1990『下ノ内遺跡 仙台市高速鉄道関係遺跡調査報告書Ⅱ』仙台市文化財調査報告書第136集

2001『 松木台Ⅲ遺跡』秋田県文化財調査報告書第326集

1987『 山田上ノ台遺跡 ―昭和55年度発掘調査報告書―」仙台市文化財調査報告書第100集

1979「五十瀬神社前遺跡」『東北新幹線関係埋蔵文化財調査報告書 I』 岩手県文化財調査報告書第33集

菅原 祥夫

鈴鹿 良一

須藤  隆

高木  晃

高橋憲太郎

高橋憲太郎

高橋文夫他

2003「複式炉の成立過程とその意義」『福島考古 第44号』

1986「複式炉と敷石住居」『福島の研究 1 地質・考古篇』

1985「東北地方における縄文集落の研究」『東北大学考古学研究報告 1』

1998『大日向Ⅱ遺跡発掘調査報告書 ―第 6次～第8次調査―』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報

告書第273集

1990「 白石遺跡第3次 。第4次調査」『崎山遺跡群 Ⅳ』宮古市埋蔵文化財調査報告書23

三浦千秋 :1995「早稲栃Ⅱ遺跡」『宮古市内遺跡発掘調査概報 I』

1981『長者屋敷遺跡発掘調査報告書 (1)』 岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第20集

菅原弘太郎他 :1980「高畑遺跡」『東北新幹線関係埋蔵文化財調査報告書VJ岩手県文化財調査報告書第49集

105



高橋文夫他

竹下 ,等男

千葉 孝雄

千葉 宗久

松本 建速

三浦謙一他

三浦 謙一

宮井 英一

築館町史編纂委員会 :1976『築館町史』

中川 久夫 :1992「伊豆沼・内沼付近の地形・地質」『伊豆沼・内沼環境保全対策に関する報告書』第19集

中村直美他 :2002『仁昌寺Ⅱ遺跡 。仁昌寺遺跡発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第400集

中村 良幸 :1982「複式炉」について一岩手県を中心として一」『考古風上記 第 7号』

中村 良幸 :1986『観音堂遺跡―第 1次～ 6次発掘調査報告書―』大迫町埋蔵文化財報告第H集

成田 滋彦 :2003「最花式上器―在地式土器群の様相一」『研究紀要 第 8号』 青森県埋蔵文化財調査センター

西村  力 :1999「寺下遺跡J『名生館遺跡 下草古城本丸跡ほか』宮城県文化財調査報告書第181集

丹羽  茂 :1971「縄文時代における中期社会の崩壊と後期社会の成立に関する試論」『福島考古 第12号 』

丹羽  茂 :1974「福島県における縄文時代中期の住居・集落跡研究の現状と問題点J『福島考古 第15号』

丹羽  茂 :1981「大木式土器」『縄文文化の研究 4』

丹羽 茂他 :1982「菅生田遺跡」『東北自動車道遺跡調査報告書 Ⅶ』宮城県文化財調査報告書第92集

丹羽  茂 :1989「中期 大木土器様式」『縄文土器大観 草創期 。早期 。前期』

林  謙作 :1965「縄文文化の発展と地域性 2東北J『 日本の考古学』Ⅱ

古川工業高校郷土研究部 :1974『 鰻沢遺跡現地説明会資料J

本間  宏 :1994「大木10式土器の考え方」『しのぶ考古 10』

1984『長者屋敷遺跡発掘調査報告書 (Ⅲ )』 岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第77集

2003『早稲栃Ⅱ遺跡第 6次調査』宮古市埋蔵文化財調査報告書61

1995『上人木田 I遺跡発掘調査報告書』着手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第227集

1980『玉造遺跡』宮城県文化財調査報告書第68集

1999『下館銅屋遺跡発掘調査報告書』 岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第297集

1978『都南村 湯沢遺跡 (昭和52年度)』 岩手県埋文センター文化財調査報告書第 2集

1983『湯沢遺跡発掘調査報告書 (遺物編)』 岩手県埋文センター文化財調査報告書第66集

1989『古井戸 ―縄文時代― 児玉工業団地関係埋蔵文化財発掘調査報告―V―』埼玉県埋蔵文化財調査

事業団報告書第75集

宮城県教育委員会 :1967『西ノ浜貝塚緊急発掘調査概報』宮城県文化財調査報告書第16集

宮城県教育委員会 :1969『埋蔵文化財緊急発掘調査概報 ―長根貝塚―』宮城県文化財調査報告書第19集

宮城県教育委員会 :1975「鰻沢遺跡」『宮城県文化財発掘調査略報 (昭和49年度分)』 宮城県文化財調査報告書第40集

宮城県教育委員貪 :1986『宮城町 観音堂遺跡 新宮前遺跡』宮城県文化財調査報告書第118集

三好 秀樹 :1995『長者原遺跡』栗駒町文化買オ調査報告書第 3集

三好 秀樹 :1998『新田柵跡推定地』田尻町文化財調査報告書第 3集

武藤祐浩・和泉昭一 :1991『上熊の沢遺跡』秋田県文化財調査報告書第213集

村上  拓 :1996「沢田遺跡」『沢田・仙人東遺跡発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告

書第230集

村上  拓 :2002『清水遺跡発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第382集

目黒 吉明 :1982「住居の炉」『縄文文化の研究 8』

森  貢喜 :1980「木戸遺跡」F東北自動車道遺跡調査報告書Ⅲ』宮城県文化財調査報告書第69集

森  貢喜 :1983「佐内屋敷遺跡」『東北自動車道遺跡調査報告書Ⅷ』宮城県文化財調査報告書第93集

森  幸彦 :1996「複式炉小考」『論集しのぶ考古 目黒吉明先生頌寿記念』

吉岡恭平他 :1981『六反田遺跡発掘調査報告書』 イ山台市文化財調査報告書第34集

吉田  努・千葉周秋 :1980「大明神遺跡」『東北縦貫自動車道関係埋蔵文化財調査報告書 皿』岩手県文化財調査報告

書第52集

吉田・坂田他 :2003「楢葉町馬場前遺跡の調査成果」『福島県文化財センター白河館研究紀要 2002』

吉野  武 :1998「梅木遺跡」『梅木遺跡ほかJ(第 1分冊)大衡村文化財調査報告書第 2集

渡部  紀 :1989『北前遺跡』仙台市文化財調査報告書第129集

渡辺  誠 :2003「縄文時代の食文化―植物食を中心として一J『研究紀要 第17号』秋田県埋蔵文化財センター

渡辺洋一・酒井宗孝 :1995『大畑 I遺跡 。大畑Ⅱ遺発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第218

集

1673～ 1680「仙台領古城書上」『f山台叢書 4』

106



表
遺 構 No 種  類 調査区 位 置 出土遺物 備考 重  複 図  版

1 西 N14 E13 土師器、須恵器、8世 紀後半 6、 58

2 SI 西 N23 E23 ロクロ土師器、9世紀前半 6、  60

3 SD 西 N1728 E20 縄文土器、須恵器 6

4 SD 西 N1329 E1419 須恵器、円盤状土製品 3、 6

5 SD 西 N21 E12■ 7 縄文土器、土師器 6

6 SD 西 N19‐26 E15 縄文土器、土師器 6

9 SK 西 N24 E28 縄文土器、円盤状土製品、石器 7

西 N27 E33 大木10式古段階、耳飾 り 7、 10

11 西 N30 E38 土師器 (内 黒 )、 須恵器 (回 転糸切 り)、 9世紀 7、  62

12 西 N33 E51 土師器 (内 黒、ロクロ)、 須恵器、8世紀後半

SK 西 N27 E26 縄文土器 6、  39

SK 西 N22 E19 健文土器、須恵器 6

SK 西 N24 E18 健文土器 6

SK 西 フラスコ状貯蔵穴 、円盤状土製品 6、  30

SK 西 N1820 E7 5、 68

31 SK 西 N18 E4 縄文土器 6、 32

SK 西 N10 E3 縄文土器 (後 期初頭 )、 袖珍土器 5

SD 西 N3034 E4}42 土禽下器 S111よ り古 7

49 SB 西 N3年38 E5968 SB101、 SB148よ り古 8、  25

SD 西 N35 E6084 須恵器 近世陶器、円盤状土製品 9、  68

SD 西 N35 E6372 近世陶器、円盤状土製品 9、  68

71 SD 西 N3340 E7+83 近世陶器 9、 68

SK 西 N34 E82 電文土器、土偶、円盤状土製品 9、  40

SK 西 N24 E18 フラスコ状貯蔵穴、縄文土器 (後期初頭 )、 石鏃 6、 30

SK 西 N24 E21 石錐 6

SK 西 N24 E22 フラスコ状貯蔵穴、縄文土器 (後 期前葉 )、 土偶 6、  30

SK 西 N21 E22 袖珍土器 (四 脚 )
6

SK 西 N24 E20 6

SK 西 N23 E23 縄文上器、円盤状土製品、石器 6、  39

西 N2430 E2935 縄文土器 (後 期初頭 )
7、  22

SK 西 N31 E46 フラスコ状貯蔵穴、縄文土器 (大木10式新段階 )
7、  34

SK 西 N30 E48 縄文土器 (後 期初頭 )
7、 39

SK 西 N27 E42 縄文土器 (後 朗初頭 )、 土偶 7、 39

SK 西 N28 E40 縄文土器、石鏃 7、 39

SK 西 N31 E60 円盤状土製品 8、  40

西 N3338 E5968 縄文土器 (大木10式新段階～後期初頭 ) SB49よ り新 8、  25

SK 西 N31 E61 縄文土器 8、  40

SK 西 N33 E63 縄文土器 8、  40

SK 西 N28 E37 健文土器 7、 39

SD 西 N30-33E74 石鏃 、不定形石器 9

西 N35 E58 健文土器 (大木10式古段階 )、 斜位土器埋設複式炉 8、 16

7 SK 西 N35 E57 健文土器 (後期初頭 )、 袖珍土器 S1108炉 よ り新 8、 16

西 N35 E56 縄文土器 (大 木10式新段階 )、 斜位土器埋設複式炉 8、 16

Ⅸ 西 N35 E55 縄文土器、斜位土器埋設炉 8、 16

SK 西 N35 E92 貯蔵穴、縄文土器 (後期前葉 )、 石鏃未成品 9、 34

SK 西 N29 E68 縄文土器、円盤状土製品、石器 8

SB 西 N33‐38 E5968 縄文土器 (大 木10式新段階一後期初頭 ) 8、  25

SI 西 N30 E72 縄文上器、石鏃 9、 19

24 SK 西 N34 E73 文土器 (大木10式新段階 )、 円盤状土製品、石器 9、  40

25 SD 西 東 N3139 E83175 近世陶器、中 近世城館の大溝 9、  68、 69

西 N36 E79 電文土器 (後 期初頭 ) SB153よ り新 9

駅 西 N37 E67 絆位土器埋設炉 SB148よ り新 8、  20

1 Ⅸ 西 N36 E69 土器埋設炉 8、  20

SK 西 N31 E79 電文土器 9、  40

SK 西 N32 E78 健文上器 (大 木10式新段階～後期初頭 )、 袖珍土器 9、  40

西 N36 E48 健文土器 (大本10式新段階～後期初頭 ) 7、 24

SK 西 N24 E34 縄文土器 S110よ り古 7

SD 東 N33‐ 42 E97156 近世陶器 4

西 凍 N3>40、 E82115 近世陶器 4、  9、  68

SB 西 N2731 E18‐24 縄文土器 (大 木10式 )
6、 23

SK 西 N29 E36   1縄文土器 S110、 SK104よ り古 7、 39

西 N33 E68   1縄文土器、土器埋設炉 SB123よ り新、SB152よ り古 8、 19

147 西 N23 E29   1縄文土器 (大木10式新段階 )、 土器埋設炉 7、 18

西 N33-38 E59-68 1縄文土器 (大 本10式新段階 )
SB49よ り新 8、  25

西 N36-38 E70-75 1縄文土器 9、  27

西 N31-36 E6餅 74 1縄 文土器 S1123、 146、 SK124よ り新 9、  28

西 N3639 E79-42 1縄 文土器 SK127よ り新 9、 29

西 N20-26 E89  1土師器 6

SD 西 N41133 E8384

SK 西 N29 E40   1土師器、須恵器 S111よ り古 7、 67

57 SK 西 N29 E39   1上 師器 (賓 )
SIHよ り古 7、  62

SK 西 N29 E38  1土 師器 S111よ り古 7、  62

西 N$7 E15 4、  68

西 N013 E工 6 4、 68

西 N1627 E419 4、  68

SB 西 N1423 E1323 4、  68

SB 西 Nl予 25 El124 4、  68

７
‘

（
υ



鰻沢遺跡遺構属性表
遺 構 Nα 種 類 調査 区 位  置 出土遺物 備考 重 複 図  版

SB 西 N18‐28 E1628 4、  68
SB 西 N22‐31 E2340 4、  68

西 N2632 E4050 4、  68
67 西 N2538 E43‐ 48 4、  68

西 N2536 E5}66 4、  68

西 N2834 E6371 4、  68
西 N2838 E6576 4、  68
西 N8多35 E7377 4、 68

7 西 N34 E56 健文土器 SK107よ り新

8 西 N34 E56 電文土器

西 石鏃

西 電文土器 (後 期前葉 ) SD6よ り古 6

55 西 N20 E13 石 鏃

Pit 西 E8 電文土器

西 N9 E5 石鏃

Pit 西 N27 E39 電文土器、土師器

PIt 西 N29 電文土器

PIt 西 N28 E44 篭文土器 SK97よ り新
西 N27 E44 篭文土器

西 N32 E65 電文土器、不定形石器

西 N36 E65 不定形石器

Pit 西 N31 E76 健文土器 大木10式新段階～後期初頭 )

西 N27 E24 縫文土器 大木 10式 )

PIt 西 N25 E26 縄文土器 (後 期初頭 )

PIt 西 N29 E31 縄文土器 大木10式新段階～後期初頭 )

日 t 西 N22 E26 縄文土器 後期前葉 )

西 N24 E30 縄文土器 (後期初頭 )

253 西 N22 E26 縄文土器 後期初頭 )

西 N24 E26 縄文土器 (中 期末～後期初頭 )

西 N27 E38 縄文土器 (後 期前葉 )

西 N27 E36 円盤状石製品 S110よ り古

西 N28 E29 健文土器 (大木10式新段階 ) 7

PIt 西 N27 E39 健文土器 (大木10式 )

PI( 西 N32 E43 縄文土器 (大木10式新段階～後期初頭 )

PIt 西 N27 E46 健文土器

PIt 西 N33 E45付近 縄文土器 (後 期前葉 )

西 N33 E58 健文土器 (後 期初頭 )

Pit 西 N33 E46 縄文土器 (後 期前葉 )

350 西 N35 E62 健文土器

Pit 西 N29 E70 覺文土器 大木 10新段 階 )

西 N33 E68 文土器 後期初頭 )、 耳飾

西 N34 E68 蠅文土器 大木10式新段階～後期初頭 )

PIt 西 N86 E70 電文土器 後期初頭 ) SX131よ り新

386 Bt 西 N36 E69 電文土器 後期初頭 )、 不定形石器 SX131よ り新

西 縄文土器 大木10式～後期初頭 ) 9Q31よ り新
西 N29 E72 縄文土器

西 N31 E72 縄文土器 (後期前葉 )

西 N31 E72 縄文土器 (大木10式新段階 )

西 N31 E71 縄文土器 (大木 10式新段階 ) S1123よ り新
PIt 西 N36 E74 円盤状土製品

PIt 西 N32 E61 縄文土器 (後 期初頭 )

PIt 西 N23 E12 縄文土器 (後 期初頭 )

西 N25 E42 敲石

西 N37 E76 隠文土器 (大木10式新段階～後期初頭 )

西 N30 E73 縄文土器、不定形石器

Pit 西 N32 E70 縄文土器

Pit 西 N31・ E58 縄文土器 後期初頭 )

PIt 西 N36 E69 縄文土器 後期初頭 ) OQ31よ り新
PIt 西 N25 E35 健文土器 後期初頭 ) SK135よ り新

西 N38 E73 縄文土器 (後期前葉 )

西 N36 E65 縄文土器 後期前葉 )

西 N37 E69 縄文土器 (後 期初頭 )

Prt 西 N32・ E72 健文土器 (大木10式新段階～後期初頭 )

西 N86 E67 健文土器

PIt 西 N27 E28 健文土器 S1147、 S14よ り古

656 Pl 西 N30 E70 円盤状土製品

西 N33 E65 篭文土器 (後期初頭 )

Pit 西 電文土器 (大木10式新段階 )

Pit 西 N27 E30 電文土器

228 Pit 西 N26 E26 電文土器 (大 木10式新段階～後期初頭 )、 石鏃

S110‐ 4 PIt 西 N28 E35 石鏃

S110‐ 7 PIt 西 N27 E34 電文土器 (後 期初頭 )

S110‐ 15 PIt 西 N28 E35 電文土器 (後 期初頭 )

S11016 西 N27 E37 電文土器 (大木10式新段階～後期初頭 )、 石錐

S11028 西 N26 E32 不定形石器
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写 真 図 版
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1.西区全景 (東 から)

薮
挙

,をセi

為

2.東区全景 (西 から)

写真図版 1



西区南西部

S11住居跡付近

(南 から)

西区西部

S12住居跡付近

(西 から)

西区中央部

S111住居跡付近

(西 から)

写真図版 2



1.西区東部

S1108住居跡付近

(西 から)

2.S110住居跡炉

(北 から)

3.西区S110住居跡

炉埋設土器

(南 から)

写真図版 3



1. 西区S1106

住居跡炉

(東 から)

2. 西区S1108

住居跡炉

(東 から)

西区SX109炉跡

(南 から)

写真図版 4



.西区S1147住居跡土器埋設炉 (北 から) 2.西区SX130上器埋設炉 (東 から)

4.西区SK83土壊 (南 から)

5.西区SK132土境 土器出土状況 (北 から) 6.西区PК .34土器出土状況 (北 から)

写真図版 5



1. 西区SB94建物跡

(西 から)

(南東から)

3.SB94建物跡柱穴

写真図版 6

2.西区SB143建 物跡

(南 から)
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SB143建 物跡柱穴 (東 から)



1.西区S11住居跡

(西 から)

2.西区S12住居跡

(西 から)

3.S12住居跡カマ ド

(南西から)

写真図版 7



輝 三

1.西区Sll l住居跡

(西 から)

2.S111住居跡カマド

(西 から)

3.西区S112住居跡

(西 から)

写真図版 8



S112カ マ ド (古)(南から) 2.S112カ マ ド (新 )(西 から)

3.西区S1125溝跡 (南 から)

4.西区SD125清 跡断面 (北 から)

写真図版 9
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S110住居跡出土土器
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写真図版 11

S110住居跡出土土器



写真図版 12

S110住居跡炉埋設上器



S110住居跡出土土器

写真図版 13



3

SH 06、 Sl1081生居跡炉、SX109炉跡、

写真図版 14

SK107土境出土土器



S1147住居跡、S� 30、 SX131炉跡出土土器

写真図版 15
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写真図版 16

建物跡 (SB)、 SK86、 SKl10、 SK27土壊出土土器



19

写真図版 17

SK83土境出土土器
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SK95土境出土土器

写真図版 18



写真図版 19

SK95土娠出土土器
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写真図版 20

土墳 (SK)出土土器
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上境 (SK)、 西区、東区出土縄文土器

写真図版 21



写真図版 22

土境 (SK)出土土器
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写真図版 23

西区Ph出土縄文土器



斡輯

14

西区Pit出 土縄文土器



3

西区Pit出 土縄文土器

写真図版 25
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鰻沢遺跡出土 袖珍土器、土製品



鰻沢遺跡出土 土偶、斧状土製品
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鰻沢遺跡出土 円盤状土製品
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第33図 13 3 第42図 13

5 第42図 14 第41図 11 8 第42図 12

第48図 2

10 第44図 12

18 第31図 12

23  身富37膠]7

縄文土器底部

第48図3 16 第33図 14

第48図 8 20 第21図 3

21 第17図2
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22 第21図4
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鰻沢遺跡出土剥片石器 (石鏃 )
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鰻沢遺跡出上剥片石器 (石鏃 )
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写真図版 31

鰻沢遺跡出土剥片石器 (石匙・石錘・不定形石器 )



鰻沢遺跡出土剥片石器 (不定形石器)

写真図版 32
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鰻沢遺跡出土剥片石器 (不定形石器 )

写真図版 33
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写真図版 34

鰻沢遺跡出土 円盤状石製品、礫石器
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写真図版 35

鰻沢遺跡出土 礫石器
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Sl l、 S12住居跡出土土器 (1～4S11、 5～13S12)

写真図版 37



議 :

写真図版 38
S12、 S111住居跡出土土器 (l S12、 2～ 9S111)



lb(底部内面) lc(底部外面)

S112住居跡出土土器

写真図版 39
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所収遺跡名

ふりがな
所在地

コー ド 耳ヒ糸幸 東 経
調査期間 調査面積

m
調査原因

可子H丁赤す 遺跡番号

うなぎさわいせき

鰻沢遺跡 宮城県

栗原郡

築 館 町

字萩沢木戸

45217 41018

度
分
秒

３８

４４

３
雌勝り

2002塗ト
6月 10日 ～

11月 5日
約 1350だ

ふるさと農道
緊急整備事業
に係る町道木
戸 2号線改良
工事

使用測地系

日本測地系
(改正前 )

所収遺跡名 種  別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特 記 事 項

鰻沢遺跡 集落跡

縄文時代
中期末～後期前葉

竪京住居跡
掘立柱建物跡

土 羨

縄文土器
土 偶
石 器

竪欠住居跡 には斜位土
器埋設複式炉が構築 さ
れている。

古 代

竪穴住居跡
土 娠
溝 跡

土師器
須恵器

中近世
掘立柱建物跡

土 羨
清 跡

大溝 は隣接す る萩沢瘍
跡の外周溝の可能性が
強い。
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